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一途なステイク・アウト











　中学校の卒そつ業ぎよう式しきのあと。

　だれもいない部室に、彼女は一人で立っていた。床ゆかに転ころがったままのバスケットボール。ぼろぼろのシューズが、からっぽのロッカーにひっかけてある。

　彼のロッカー。もう卒業してしまった、先せん輩ぱいのロッカー。四月からは遠くの高校に行く、先輩の──

（なにやってるんだろ、あたし……）

　その場に突っ立って、彼女は思った。

　先輩は、もうここには来ないのに。いまごろは他の仲間や、ファンの女子に囲かこまれて、校門を出ているころだ。その輪の中に、自分の居場所はない。

　けっきょく、一ひと言ことも話せなかった。『卒業おめでとうございます』とも、『あたしは元気にやっていきます』とも──

『好きです』とも。

　彼女はロッカーの縁ふちに指を這はわせ、ため息をついた。

　もう帰ろう。そう思ったとき、部室の扉とびらが開いて、いきなり彼が現あらわれた。

「……先輩？」

「やっぱりいた」

　そう言って、彼は笑った。

「みんながいる場所には、絶対いないと思ってたんだ。千ち鳥どりはへそ曲がりだからね」

「わ……悪かったですね。どうせあたしはへそ曲がりのヤな子ですよ……！」

　彼女は頬ほほを膨ふくらませてそっぽを向いた。彼の前で、いつもそうしてきたように。

「でも、いてくれて良かったよ。最後に、どうしても会いたかったからね」

「え……」

　驚おどろく彼女を前にして、彼はきまりが悪そうな顔をした。

「おかしいかな？」

「いえ……別に。おかしく……ないです」

　長い沈ちん黙もくが訪おとずれた。彼女はなにを言うべきか分からなかった。さっきまでは、言いたいことが山ほどあったはずなのに。

「せ、先輩……？」

「な、なんだ？」

「あたし……その……先輩と……」

　声が出ない。勇気が出せない。

　けっきょく、彼女は逃げてしまった。うって変わって明るい声で、間まが保もたないのを取り繕つくろうように、

「き……記念撮さつ影えいしません？　せっかくだし。あたし、カメラ持ってるんです」

「あ……いいよ」

「じゃあ……ここで」

　彼女は机つくえの上にカメラを置いて、タイマーをセットした。それから彼のとなりに走って、ちょこんと並んだ。

　カメラのフラッシュが光った。

　二人は離れ、そこに別の部員がやってきて、彼女は礼を言って、部室を去り──

　彼は過か去この存在になった。




　　　　●




「あー、授業中だぞ、私し語ごはやめなさい……!!」

　がやがやと騒さわぐ四〇名を前にして、その数学教師は声を張り上げた。

「えー……。静かにしろ！」

　生徒たちは、わいのわいのと喋しやべり合い、きのう観みたドラマのことやら、不ふ倫りんが発はつ覚かくした局アナの話題やらで盛もり上がる。

　小こ柄がらで風ふう采さいもあがらず、話も退たい屈くつな彼の授業は、いつもこの調子だった。

「ここ試し験けん範はん囲いなんだけどね……！」

　それでも私語と雑談の嵐あらしはやまない。

「このクラスはどうなっとるんだ!?　私を馬ば鹿かにして！　え？　まったく……！」

　教きよう諭ゆはだだっ子のように地じ団だん太だを踏ふむ。

「あのー。もう一度、あたしが注意しましょうか？」

　学級委員の千鳥かなめが言った。

　いつもと同じ制服姿すがた。ロングの黒くろ髪かみの端はしっこを、赤いリボンで結ゆわえた少女である。

　かなめが親しん切せつに提案しても、数学教師は苛いら立だちをあらわにするばかりだった。

「そう言ったって、君が叫さけんでも全然効果がないじゃないか!?　え？」

「まあ、そうですけど……」

　彼女は何度か『みんな、静かにしなさいよ！』などと注意をしたのだが、沈ちん黙もくはせいぜい三〇秒ほどしか続かなかった。

「君じゃ駄だ目めだ！　ほかにだれかいないのか？　日につ直ちよくはだれだ!?　言え！」

「えー……。相さが良らくんです。でも──」

「よし、そいつだ！　相良！　いるか!?」

「ここに」

　教室の隅すみの席で、分ぶ厚あつい洋書を読んでいた相良宗そう介すけが顔をあげた。むっつり顔にへの字口。油ゆ断だんのない緊きん張ちよう感かんが全身に漂ただよっている、戦場育ちの転校生である。

「君は日直だな!?　こいつらを黙だまらせろ！」

「は。しかし、日直にはそういった職務はないはずですが──」

「いいから静かにさせろっ！」

　半分キレかけた数学教師は、自分の理り不ふ尽じんな怒いかりを宗介にぶちまけた。

「……了りよう解かいしました」

　宗介は鞄かばんの中をごそごそと探さぐり出す。それを横から見ていたかなめは、

「ちょっとソースケ」

「なんだ、千鳥」

「鉄てつ砲ぽうとかで天てん井じようをガガガガーって撃うって『静かにしろ！』ってのは駄目よ」

　宗介は首を横に振った。

「安心しろ。銃じゆうなど使わん」

「本当？　……ならいいけど」

「目を閉じ、耳を塞ふさいでいろ。……先生も同様にお願いします」

「へ？　って、なにを──」

　彼は鞄から手しゆ榴りゆう弾だんを取り出すと、ピンを抜いて空中に放ほうった。
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　わいわい、がやがや──

　どかんっ!!

　教室の中央、高度二メートルの空中で手榴弾が破は裂れつした。危険な破片や炎ほのおはまったく出ない。ただその代わりに、猛もう烈れつな閃せん光こうと爆発音が、教室中の全員に襲おそいかかった。

　しーん……。

　晴れていく煙けむりの中、机つくえや床ゆかに突つっ伏ぷして、気を失うしなった生徒、生徒、生徒……。それまで教室に横おう溢いつしていた、私語と雑談の嵐あらしが、その一撃で完全に消え失うせた。

　テロリストを殺さずに無力化する、非ひ致ち死し性せいのスタン・グレネード。その威い力りよくたるや絶大であった。

「よし……」

　宗介は膝ひざを付き、教きよう壇だんの下に倒れた数学教師の肩を揺ゆすった。

「ご命令通り、静かにしました。……先生？」

　数学教師が口から泡あわを吹き、失しつ神しんしているのを見て、彼は静かに瞑めい目もくした。

「愚おろかな……」

「愚かは……あんたよっ!!」

　最初にダメージから立ち直ったかなめが、その場に突とつ進しんしてきて、宗介の背中を蹴けり飛ばした。




　その放ほう課か後ご、帰り道の電車の中。

「まったく……。三日に一度はああいう騒さわぎになるんだから……。いつになったら適応できるのかしらね、あのバカは」

　疲つかれた声で、かなめは言った。

「んー。でも、転校したてのころは一日に三度くらいだったよね。いちおう進歩してるんじゃない？」

　隣となりに座すわったクラスメートの常とき盤わ恭きよう子こが言った。とんぼメガネにおさげ髪がみの小こ柄がらな少女だ。自分もひどい目に遭あったというのに、どこかおかしそうな様よう子すにも見える。

「心が広いのね、キョーコは」

「うん。よく言われるよ」

　あっさり認めるあたり、いい性格である。頭の上に輪わっかを浮かべて、背中に小さな翼つばさをくっつけたら、さぞや似に合あうことだろう。

「…………。とにかく、こっちはいい迷めい惑わくよ。叱しかったり尻しり拭ぬぐいしたりする、あたしの立場にもなって欲しいわよね、まったく」

「じゃあ、しなきゃいいじゃない」

「それは……あたしは学級委員だし、副会長でもあるからして──」

　毎度のいいわけを聞いて、恭子は『はいはい』と手を振った。

「なによ、その態度」

　かなめがむっとし、恭子がそっぽを向く。

「別に……。ただ、カナちゃんも進歩がないなぁ、と思っただけ。自分の気持ちに全然素す直なおになれないっていうか……」

「あのね、キョーコ」

　かなめは恭子に顔を近付けた。相手が一いち言ごん一いつ句く聞き逃のがさないように、注意深い声で、

「マジな話でね。恋れん愛あい対たい象しようとか、そういう次じ元げんの住人じゃないのよ、ソースケは」

「そうなの？」

「そう。最初からはっきりしてるでしょ？　戦争ボケの迷惑男で、デリカシーとかそういうモノが全っ然ないんだから」

「まあ、それはわかるけど。でもね、カナちゃんと相良くんって、一いつ緒しよにいると、二人ともすごく楽しそうに見えるから……」

　恭子の言葉に彼女はすこし戸と惑まどったが、すぐに気を取り直して鼻はなをふんと鳴らした。

「み、見えるだけ。錯さつ覚かくよ」

「あ、そう……」

　電車が調ちよう布ふ駅えきで停車した。

　駅前のパルコで買い物をすることになっていたので、かなめと恭子は電車を降おりようとする。その車しや輌りようの乗車口で──

「あ……」

　ばったりと鉢はち合あわせになった相手を見て、かなめはぽかんとした。

「不ふ破わ……先せん輩ぱい」

　ブレザーの制服に、さらさらの髪。意志の強そうな、きりりとした眉び目もく。前より背が高く、肩かた幅はばも広くなったような気がする。

「千鳥。驚おどろいたな……」

　かなめとその若者──不破は、互たがいに目を丸くして、長い間見つめ合っていた。電車が走り去り、ホームに三人が取り残される。

「かわいい制服だな。それ、陣じん代だいだろ？」

「え？　あ……はい。そうです」

　我われに返ったかなめが答えると、不破はすこしだけ、意い地じの悪い顔をした。

「千鳥、けっこう成せい績せきヒドかったのにな。陣代なんかに入れたんだ。へえー」

「もう。馬ば鹿かにしないでくださいよ……！」

「はは。悪い悪い」

　ごく自然に、かなめはその先輩──不破の腕を小こ突づくことができた。不破は笑って、それを受け流した。

「でも……元気そうだな。良かった」

「それはどーも。先輩も元気そう」

「ああ。……もし良かったら、どこかでお茶でもどうだ？　あ、友達がいるのか」

「え？　あ……いい、キョーコ？」

「うん……いいけど」

　恭子が不安顔でいることには、かなめはまるで気付いていなかった。




　ここ数日、かなめの様よう子すがおかしい。

　日常会話の機き微びにかけては恐きよう竜りゆう並なみに鈍どん感かんな宗介でも、それくらいはうすうすと感じることができるのだった。

　たとえば朝。

　駅からの通学路で、かなめが物思いに沈しずみながら歩いている。声をかけると、彼女はなぜかぎょっとしてから、妙みように明るい声で『お、おはよ！』と挨あい拶さつする。朝の弱い彼女は、いつもは『うー。おはよ……』と不ふ機き嫌げんに答えるだけなのに。

　たとえば昼。

　武器の手入れをしていたところ、級友の一人が発はつ煙えん弾だんを勝かつ手てにいじって、暴ぼう発はつさせてしまった。それを見ても、かなめはただ『気を付けなさいよ』とうわの空で言うだけだった。いつもなら『あんたの管理責任よ！』だのと頭をはたかれるところなのに。

　そして夕方。

　たいした用の無い日は、かなめはよく生徒会室でダベっている。しかしここ数日の彼女は、屋おく上じようで一人、ぼーっとしているのだ。

　機嫌が良さそうにも見えるし、なにか悩なやみ事があるようにも見える。なんとも形容しがたい、微び妙みような不協和音。

「千鳥」

　そんな三日目の昼休み。かなめがヤボ用で生徒会室に出かけようとするところに、彼は声をかけた。

「なに、ソースケ？」

　立ち止まって、かなめが答える。無む言ごんで凝ぎよう視ししていると、彼女はそわそわとして、

「あ、あたしの顔になにか付いてる？」

「いや。なにか問題があるのか？」

「え？」

「厄やつ介かい事ごとがあるなら、俺おれが力になるが」

　そう言ったとたん、彼女の作り笑いが鳴りを潜ひそめた。当とう惑わくを隠かくしきれないように目をそむけて、

「別に……。そういうのじゃないの。その、気にしなくていいから。ごめん」

　謝あやまってから、かなめは教室を後にした。

「……やはりおかしい。そう思わんか」

　そばで弁べん当とう箱ばこをつついていた恭子に、宗介は話しかけた。

「おかしいって……なにが？」

　ぱくりと卵焼きを口に入れてから、恭子がたずねる。

「千鳥のことだ。様よう子すが変だ」

「そう……かもね」

「常盤はなにか知っているのか？」

「え……。知らないよ」

　恭子の顔が曇くもった。ぴょこんと頭から突き出したおさげ髪がみまでもが、心なしか、しなっと垂たれ下がったように見える。

「またいつぞやのように、だれかの脅きよう迫はくでも受けているのだろうか」

「それは違うと思うな……」

「ならば、薬やく物ぶつの依い存ぞん症しようかもしれん」

「それ、絶対ちがう」

「会長閣かつ下かの密みつ命めいを受けて、極ごく秘ひの特とく殊しゆ作戦に従じゆう事じしている……というのはどうだ？」

「あのねえ、相良くん……」

　恭子が困こまったような笑顔を見せると、宗介は腕組みした。

「常盤。君に頼たのみがあるのだが」

「なに？」

「もし君がなにか気付いたら、俺に教えてくれないか。どんな些さ細さいなことでもいい」

「…………」

「どうも気になる。心配だ」

　言ってから、彼は机つくえの下から弁当──変な干ほし肉とトマトを取り出して、コンバット・ナイフで切りはじめた。

　その間、恭子は弁当に箸はしも付けずにうつむいていた。長いためらいのあと、

「相良くん……」

「なんだ」

「あのね……あさっての日曜日、ヒマ？」

「空あけることはできるが」

「じゃあ、あたしと出かけない？　カナちゃんがおかしい理由、見せてあげるから」




　東京郊こう外がいに位置するその遊ゆう園えん地ちは、ありていにいって不ふ人にん気きだった。

　赤あか錆さびの浮かんだジェット・コースター。古い病院を思わせる建たて物もの。ゲームコーナーには『ゼビウス』や『スパルタンＸ』などといった、骨こつ董とう品ひん級のビデオゲームが平然と置きっぱなしになっている。従業員の態度もいい加か減げんで、日曜だというのに客足もまばら。まるでやる気がうかがえない遊園地なのである。

　かなめと不ふ破わがそんな場所をデートに選んだのは、二人でここに来た思い出があったからだ。

「授業、サボって来たんだったよな」

　遊園地の入場口を抜けてから、私し服ふく姿すがたの不破が言った。

「朝、通学路で会ったらさ、千鳥が『学校に行きたくない』って言って。あの時はびっくりしたよ」

「でも、ちゃんと付き合ってくれましたよね、先輩」

　かなめはいつもの活動的な私服ではなかった。ふんわりとした手て編あみのセーターに、淡あわいブラウンのフレアスカート。髪はポニーテールに結ゆわえている。

「そうだな。だから、今度は千鳥に付き合ってもらったわけだ」

「だけどいいんですか？　先輩、受験なんでしょう？」

「ああ……。ま、たまには息抜きしたかったから。千鳥が気にすることはないよ」

「なら、いいんですけど」

　偶ぐう然ぜん出会ったあの日、不破に『また会わないか』と言われ、かなめはそれをＯＫした。それ以来ずっと、心のどこかがもやもやとしている。不破と会うのは楽しみだったのだが、同時に後ろめたいような──いやな感じがどうしても消えないのだ。

　宗介に『厄やつ介かい事ごとか？』と聞かれた時の、あの罪ざい悪あく感かん。悪いことなど、自分はなにひとつしていないはずなのに。

　かなめは一度深しん呼こ吸きゆうして、そういう気分を頭から追い出した。そう、自分は別に、悪いことはしていない……。

「……とにかく楽しみましょ。せっかく来たんですから、ね」

「ああ、そうだな」

　二人は並んで歩き出した。




「……と、いうわけなんだけど」

　入場口の柱の蔭かげに隠かくれて、恭子が言った。黒ずくめのスーツに丸いサングラス、ロングコートといった怪あやしい扮ふん装そうである。

　一いつ緒しよに隠れる宗介はといえば──同様に黒ずくめのコート姿だった。二人で並ぶと、まるでブルース・ブラザーズの出で来き損そこないみたいである。

　すぐそばには、この遊園地のマスコット・キャラクター『ボン太くん』のぬいぐるみが棒ぼう立だちしていた。変な生き物がくりくりっとした大きな目で、宗介たちを不ふ思し議ぎそうに眺ながめていたが──とりあえず二人はその視線を無視しておいた。

「あの人ね、カナちゃんが中学のころ付ヽきヽ合ヽっヽてヽたヽ先輩なんだって。こないだ学校の帰りに、ばったり出会ったの」

　恭子が説明する。

「付き合ってた、とは……？」

「ただの先輩後こう輩はいじゃなかった、ってことでしょ？」

　宗介はあごに手をやった。

「あの男は、別の高校の生徒らしいな」

「そうだけど」

「千鳥は陣う代ちの副会長だ。あの男が我わが校の機き密みつ情報を盗ぬすむために、千鳥に接せつ触しよくしているとすれば……説明はつくな」

　恭子ががっくりと肩を落とした。

「もう、そんなわけないでしょ？　だいたいうちのガッコの生徒会に、そんな秘密なんてあるわけないじゃない」

「いや。あるのだ」

「へ？　……どんな秘密？」

「いろいろだ。一部の予算の運用法や、教職員や教育委員の弱み、不良グループに溶とけ込んでいる潜アン入ダー捜・査カ官バーの名前など……他者に渡ると危険なものばかりだ」

「まったく、林はやし水みずセンパイは……」

　あきれる恭子には構かまいもせず、宗介はあくまで深しん刻こくな様よう子すで、

「ともかく。千鳥がどこまで関かかわっているのかはわからんが……。やはり情報が渡る前に、この場で締しめ上げよう」

　宗介はコートの下に隠していた散さん弾だん銃じゆうを抜き、遠ざかっていく二人を追いかけようとした。その腕を、恭子が思い切り『がしっ！』とつかむ。

「ダメ！　相良くん、それは絶対にダメ！」

「常盤？」

「そんなことしたら相良くん、本当にカナちゃんに嫌きらわれちゃうよ!?　絶対、あの人に手を出しちゃ、ダメ！」

　これほど強い剣けん幕まくで恭子がなにかを言うのは、はじめてのことだった。さすがに宗介も気け圧おされる。彼女は我われに返ってから、

「と……とにかく、あの二人はスパイなんかしてないよ。もっと様子を見てから、もう一度考えてみて。ね？」

「ふむ……。そこまで言うなら、もう少し泳がせてみよう」

　宗介が散弾銃をしまうと、恭子はほっと胸をなで下ろした。

「ありがと。じゃ、こっそり尾つけよ」

「うむ。では、ぬかるなよ、常盤」

　二人はこそこそとかなめたちの後を追った。




　実際、かなめとその先輩──不ふ破わの様子は、スパイの密みつ談だんには程ほど遠とおい雰ふん囲い気きだった。

　ジェット・コースターから降おりてきたかなめたちは、心から楽しそうに笑っていた。彼女がなにやらせがんで、彼の腕を引き、もう一度乗ったりもしていた。

　コーヒーカップでぐるぐる回ったあと、気分が悪くなったかなめを、彼がおかしそうに介かい抱ほうしていた。

　ボン太くんが売っている風ふう船せんも買った。かなめはにこにこ顔でボン太くんの頭を撫なで、ツーショットの記念撮さつ影えいまでしてもらっていた。

　ゲームコーナーでパンチ力の計けい測そくゲームもやっていた。彼が一発で一三〇キロの記録をたたき出したのに感心して、かなめは惜おしみない拍はく手しゆを送っていた。

　最初は距きよ離りをおいて歩いていた二人だったが、いまはかなり近付いているようにも見えた。ときおり、ほんの一いつ瞬しゆん、なぜか彼女は寂さびしそうな目をしていたが、ほかはまるで──恋人同士のようだった。




　ひとしきり遊んだあと、かなめたちは売ばい店てんでスナック菓が子しとジュースを買い、近くのベンチに腰こし掛かけた。

「……確かに、見込み違いだったようだ」

　恭子と一いつ緒しよに植え込みのしげみに隠かくれたまま、宗介はようやく認めた。

「スパイ行こう為いや脅きよう迫はくなどはないな。あの二人は親したしいだけだ。そう、非常に……楽しんでる。けっこうなことだ」

　しっかりとした声で言ってから、サングラスの位置を直す。

「相良くん……だいじょぶ？」

「もちろんだ。だいじょぶだ。安心がよくわかった。事情した」

「そう？　なんか、言葉がヘン……」

「気のせいだろう。俺は冷静だ。熱あつく燃えさかるほどにな」

　そう言ってから、宗介はいきなりその場で拳けん銃じゆうの分解整せい備びをはじめた。

「このように、正確な動作もできる。たとえ目をつぶろうとも──」

　ばいん、と間ま抜ぬけな音がして、彼の手から部品のひとつのリコイル・スプリングが飛んでいってしまった。

「……部品を飛ばすこともできる」

　恭子は申し訳わけなさそうに、

「……口で説明しても、たぶん分からないと思ったから。だから連れてきたの。そうしないと相良くん、ドツボにハマっちゃいそうに思えて」

「そうか」

「やっぱり残ざん酷こくだったかな。……ごめん」

「いや。問題ない」

　彼はいい加か減げんに銃を組み直して、ホルスターに押し込んだ。

「とにかく偵てい察さつは終しゆう了りようしたのだから、帰き還かんしよう。退たい路ろを確保、足あし跡あとを消す。爆ばく薬やくはここで放ほう棄き。常盤は〈デ・ダナン〉に連絡しろ。ＲランＶデヴーはポイントＡアルフア。ヘリの到Ｅ着予定Ｔ時刻Ａを聞くのを忘れるなよ」

　宗介はきびきびと、得え体たいの知れない指し示じを恭子に下くだした。

「かなり動どう揺ようしてるみたいだね……」

「とにかく、帰るのだ」

　ぎくしゃくとした動きで、宗介はその場を離れようとした。

　そのとき。

「くぉおぅらあぁっ！」

　下品なダミ声がした。見ると、ベンチに座すわったかなめと不ふ破わに、数人の男たちが因いん縁ねんをつけていた。パンチパーマの中年ばかり。酔よっ払ぱらいのようで、足がふらついている。

「昼間っから、いちゃいちゃいちゃいちゃとしおってぇ。おまーら、学生だろがぁ？　勉強しろ、勉強ぅっ！」

　昼間から遊ゆう園えん地ちで飲んだくれてる人間の方が、相当問題があるのだが、とにかく男たちはそう言ってかなめたちに絡からんでいた。

　かなめは皮ひ肉にくっぽい顔で、男たちに向かってなにやら告げていた。ここからでは聞こえないが──

「ンだとぉ？　このガキぃぃ！」

　たぶん、ひどい憎にくまれ口を叩たたいたのだろう。パンチパーマのおっさんたちは、にわかに色めきだって、かなめたちを取り囲かこむ。

「あれ……ヤクザ屋さんかな。まずいよ」

　恭子がはらはらして言った。

「問題ない。こちらは戦争屋だ」

「助けるの？」

「そうだ。彼女がだれと親したしかろうと……それは関係ない。俺は彼女を護まもる。もとより恩おんを売る気などない」

　うつむき加か減げんでそう言うと、恭子がじわーっと瞳ひとみをうるませた。

「相良くん……エラい！」

「うむ。では、行く」

「あ、でも待って。それくらいの変へん装そうじゃ、カナちゃんにバレちゃうよ？」

「む……」

　スーツ姿すがたにサングラス程度では、さすがに近付けばすぐわかってしまう。宗介は後頭部を掻かきながら、あたりを早足でうろうろしてみた。売店の裏側に回ってみると、ランニング姿の老人が目にとまる。

　その老人は、重たいぬいぐるみを脱ぬいで、一いつ服ぷくしているところだった。




「大おと人なをナメんのもたいがいにせいよぉ!?」

　かなめに向かって、その酔っ払いは怒ど鳴なりつけた。ビールくさいその息に思わず『うっ』としながらも、彼女はひるまず、

「酔ってからんで、なにが大人よ!?　だいたいさっきの発言は聞き捨ずてならないわね。なんなの、その『女子高生＝援えん交こう』って発想は？　頭悪すぎよっ！」

「ち、千鳥。あんまり……」

　不破が横からなだめようとするが、かなめはそれを聞いていなかった。

「とにかくね、向こうに行ってて！　あたしはともかく、受験生の先せん輩ぱいに、バカが感かん染せんしたら大変なんだから！」

『なんじゃとぉ、こらぁ!?』

　きれいにハモって、男たちはかなめにつかみかかろうとした。不破がそれを邪じや魔ましようとし、彼女が身を固くしたところで。

　それを制止する鋭するどい声が──

『ふもっふ』

　訂てい正せい。変な声がした。

「…………？」

　見ると、道路を挟はさんだ売店の屋根の上に、変な生き物のぬいぐるみが立っていた。

「…………ボン太……くん？」

　かなめがぽつりと言った。

　犬なんだか何なんだか、よくわからない頭。ずんぐりとしたオバＱ風の二頭身。くりくりと大きな丸い瞳ひとみ。いちおう、愛くるしい感じではある。

『ふもっ。ふもっふ。ふもぉ～～？』

　前まえ口こう上じようらしいなにかを言ってから、ボン太くんは不ふ敵てきに両腕うでを組もうとして──失敗した。腕が短いせいである。

『ふもっ、ふもっふ、ふもっ！』

　今度はなにやら強い調子で、ボン太くんは一同を叱しかり付けた。

「……なんだ？」

『ふもっふ！　ふもっふ！　ふもっふ！』

　不ふ審しん顔がおの酔よっ払ぱらいたちに、ボン太くんはなおも怒いかりの言葉をぶつける。

「…………」

　どうにも自分の意い思しが伝わらないことに業ごうを煮にやしたボン太くんは、どこからか小石を取り出すと、『ふもっ』とばかり投げつけた。

　小石がこつん、と酔っ払いの頭に当たる。

「いてっ。なにすんじゃ、こら！」

『ふもっふ』

　ボン太くんがぱたぱたと手て招まねきした。なんとなく偉えらそうな態度である。

「上等じゃぁっ！　下りてこんかぁ!?」

　男の一人が激げき怒どして、のしのしと売店に向かっていく。

『ふもっ……。ふもっふ』

　ボン太くんは一度下がると、『てくてくてく～っ！』と助走をつけて、売店の屋根から跳ちよう躍やくした。
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「お……」

　べしゃんっ！

　ボン太くんのボディ・プレスを食らって、男はその場に叩たたき潰つぶされた。

「わ……若わか頭がしらぁっ！」

　やはりヤクザ屋さんだったらしい。ほかの男たちは血けつ相そうを変え、地面に寝そべったままのボン太くんに殺さつ到とうする。

「覚かく悟ごせいやぁっ！」

　ボン太くんはすぐさま身を起こそうとして、また失敗した。足が短くて、お饅まん頭じゆうみたいな形だからである。

『ふもっふ……』

　それでも彼は冷静に、地面をごろごろと転ころがって、その勢いきおいをもって起き上がり小こ法ぼ師しのごとく立ち上がった。

「器き用ような……」

　半分あきれるかなめたちの前で、ボン太くんは大立ち回りを演じた。

　一人にぽこんと頭ず突つきをかまし、もう一人をぽいっと放ほうり投げ、それぞれに扁へん平ぺい足そくでスタンピングしまくる。男たちが『痛いよ』『やめてよ』と頼たのんでも、『ふもっ、ふもっ』と容よう赦しやのない連撃。

　まことに、鬼き神しんのごときボン太くんの戦いぶりであった。

「ひ、ひいっ……！」

　なにがなんだかわからなくなって、逆ぎやく上じようした最後の一人が、ボン太くんから泣いて逃のがれ、ドスを抜いてかなめへと突とつ進しんしてきた。人ひと質じちか盾たてにでもしようという気らしい。

「あ……」

「千鳥……！」

　不ふ破わが彼女をかばう。そこに男が、白はく刃じんを閃ひらめかせて突っ込んできて──

　じゃきっ、どかんっ！

　重たい銃じゆう声せいと共に、男がもんどりうって倒れた。背中にゴム弾だんを食らったらしく、男は地面の上でのけぞって悶もん絶ぜつする。

　かなめが驚おどろいて顔をあげると、ボン太くんが白はく煙えんの立ちのぼるショットガンを、腰こしだめに構かまえていた。

（え……？）

　彼女の視線に気付くと、ボン太くんはあわててショットガンをすその下にしまい込んだ。

　そこで、その場にやってきた子供が素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「あ～～、母かあちゃん！　父とうちゃんたちが、またこんなところでお酒飲んで寝てるぅ～！」

「ああ？　なんだい、まったく……」

　どうやら酔よっ払ぱらいの家族らしい。ほかの野や次じ馬うまもわらわらと集まってきた。かてて加えて、遊園地の警けい備び員いんたちまでやってくる。

「あ、あいつですじゃ！　わしの大たい切せつなボン太くんを勝かつ手てに着て──」

　ランニング姿すがたの老人が、警備員の一団の後ろから叫さけんだ。

『ふもっふ……』

　うろたえるような仕し草ぐさを見せて、ボン太くんはその場から逃げ出した。すでに独特の走法をマスターしたらしく、その短足には似に合あわない高速移動である。

「こ、待ちなさい……！」

　それを追って、警備員たちが駆かけ出していった。取り残されたかなめたちは、しばらくの間ぽかんとしていた。




　かなめと不破は気を取り直し、すこし園内を歩いてから観かん覧らん車しやに乗った。

「なんだったんだろうな、あれは。新あら手てのアトラクションか？」

　二人きりになり、不破がようやく人ひと心ごこ地ちついた様よう子すで言った。

「……にしては過か激げきでしたよね。はは……」

「ああ。でも、千鳥の啖たん呵かも過激だったよな。ただの酔っ払いだったのに、火に油を注そそぐような真ま似ねをして……」

「あ……ごめんなさい。あたしのせいで、先せん輩ぱいまで危あぶない目に遭あわせちゃって」

　かなめがあわてて頭を下げると、不破は笑って手を振った。

「いいんだよ。スリルもあったしね。それになんか……千鳥らしいじゃないか。俺、おまえのそういうところも、好きだから」

「え……」

　かなめはどきりとした。自分の欠点だと思っていた面を、そんな風に言われたのははじめてだった。

　時計でいったら二時のあたりに、観覧車のゴンドラがさしかかったころ。

「あのさ……」

　すこし改あらたまって不破が切り出した。

「昔むかし──あの時は言えなかったんだけど。俺と付き合わないか、千鳥」

「先輩……」

「俺、おまえのこと……好きだと思う。前から。いまでも。だから……千鳥」

　ずっと昔、彼女はその言葉を待ち望んでいたはずだった。そしていまでも、そう言われて嬉うれしかった。

　だというのに──

「ごめんなさい」

　まったく悩なやまなかった。こう言われたら、そう答えるのはわかりきっていた。ここで『ええ、喜んで』と自分が答えるわけがない……そういう違い和わ感かんが、なぜかはじめからあったのだ。

　でも、どうしてだろう？

「そうか」

　不破は深いため息をついた。三秒ほど苦しそうな顔をして、それからふっと、すっきりしたようにほほ笑む。

「ほかに好きな奴やつがいるのか？」

「え……？」

「なんか、そんな気がしたんだ。きょうは楽しかったけど……たまに、だれかのことを思い出してるみたいな顔をしてたから」

　そう指し摘てきされて、かなめはあわてた。

「あっと……それは、その……」

「どんな奴？　興きよう味みあるな」

「いえ、別に……そういう人は……」

　いない。

　そう断言することが、彼女にはできなかった。普ふ段だんなら平然と『そんな人、いません』と答えられるはずなのだが。

　そんな彼女の躊ちゆう躇ちよを、不破は肯こう定てい──『いる』と受け取ったようだった。

「千鳥が気になるような奴だから──よっぽどしっかりしてて、大おと人ななんだろうな」

「それは違います。ええ、もう、絶対！」

　いきなり断だん固こたる口く調ちようで否ひ定ていすると、不破はきょとんとした。かなめはいたたまれなくなって、彼から目をそらし、ゴンドラの外を眺ながめた。

　窓からは、遊園地の全景がよく見えた。

　メリーゴーラウンドの周まわりを、豆まめ粒つぶのようなボン太くんが必死になって走っている。それを追う警けい備び員の一団。先回りして飛びかかってきた一人を、ひょいっとかわして木もく馬ばに飛び乗り、なお逃げる。

（あのバカ……）

　たぶん、恭子の入れ知ぢ恵えで尾つけてきたのだろう。普通だったら腹を立てるところだったが──なぜか、嬉うれしい気分だった。

（まったく。どこに来ても、ああなんだから……）

　懸けん命めいに逃げ続けるボン太くんを見て、かなめは顔をほころばせた。




　このぬいぐるみ。

　なにしろ重い。動きにくい。先せん刻こくの格かく闘とうで金かな具ぐが壊こわれたのか、脱ぬぐこともままならない。いちおう警備員の追つい跡せきはまいたが、この目立つ格かつ好こうではすぐに見付かってしまうだろう。

（まいった……）

　焦あせりながら、宗介が人ひと気けのない一本道を走っていると──

　その真ん中に、かなめが一人で突っ立っていた。どういうわけか、あの不ふ破わとかいう先せん輩ぱいの姿は見えない。彼女は宗介を待ち受けていたように、両手を広げて通せんぼした。

「…………？」

「そこの茂しげみに隠かくれて。はやく」

　深く考えもせずに、彼は従したがった。植え込みの低木にずんぐりとした身を隠すと、一いつ瞬しゆん遅れで警備員たちがやってきた。

「お客さん！　散さん弾だん銃じゆうで武ぶ装そうしたボン太くんを見ませんでしたか？　こちらに走って来たはずですが──」

「あっちに行きましたよ」

　かなめが告げると、警備員たちはまるで見けん当とう外はずれな方角へと突とつ進しんしていった。

　その場には宗介とかなめだけになる。

「さて……ひと安心ね。ボン太くん」

「ああ。助かった」

　息も荒げにそう答えたものの、変なボイスチェンジャーが勝かつ手てに機能して、『ふも。ふもっふ』という声しか出せなかった。

　かなめはおかしそうに笑ってから、

「さっきはありがとね」

『ふも、ふもっふ（いや、別に）』

「人助けのついでに、あたしの身みの上うえ話ばなし聞いてくれる？」

『ふもっ（構かまわんが）』

　不ふ審しんに思いながら答えると、彼女は手近なベンチに腰掛けた。

「きょうね……あたし、昔むかし好きだった人とデートしたの」

『……ふもっ（……そうか）』

　ボン太くんがしゅんと肩を落とす。その仕し草ぐさを見るかなめの目は、どこか楽しげだった。

「その人、中学のころの先輩でね──」

　かなめはゆっくりと、その先輩と自分とのことを語っていった。部活の助すけっ人とで知り合ったこと。ずっと片思いだったこと。最近になって、ひょっこりと再会したこと。そしてついさっき、交こう際さいを申し込まれ、それを断ことわってきたこと……。

　まったく予想外のなりゆきに、宗介は唖あ然ぜんとするばかりだった。

「なんで断わったか、ボン太くんにはわかる？」

『ふも……（いや……）』

「あたしもよくわかんない。……でもね、最近、そのことであれこれ悩なやんでたら、クラスメートが心配してくれたの。いつもは全っ然、鈍どん感かんなくせに。珍めずらしく『なにか問題があるのか？』とか言って」

　クラスメート。いつも鈍感。だれのことだろうか？

　いぶかるボン太くんのもこもこした手を、彼女がそっと握にぎった。

「すごく嬉うれしかったな……」

『ふもっふ……？（千鳥……？）』

「……いや、本当はちょっと、後ろめたかったけどね」

　そう言って、かなめはまた笑った。なにやらすっきりとした様よう子すで、彼女はベンチから立ち上がり、

「……とまあ、そういうこと。明あし日たっからは、いつも通りのあたしだから。安ヽ心ヽしヽてヽねヽ、ボヽンヽ太ヽくヽんヽ。それじゃ」

　ぬいぐるみの頭をぽんぽんと叩たたいて、かなめはその場から立ち去っていく。軽い足取りで遠ざかっていく彼女を、宗介は棒ぼう立だちしたまま見送るばかりだった。

『ふも……（ふむ……）』

　明日っからはいつも通り。

　その言葉を反はん芻すうすると、どういうわけだか、ぬいぐるみの重さが消えたような気がした。

　それはとても不ふ思し議ぎな感覚だった。

「いたぞっ！　こっちだ！」

　叫さけび声と、複数の足音が近付いてくる。

　さて、脱だつ出しゆつだ。

　ボン太くんは意い気き込ごみ、突とつ風ぷうのように駆かけ出した。





〈一途なステイク・アウト　おわり〉



















押し売りのフェティッシュ











「印いん刷さつ機きの使い方？」

　とある昼休み。教室でメロンパンを食べていた千ち鳥どりかなめは、怪け訝げん顔がおをした。

「そうだ。俺おれに教えてくれ」

　かなめにそう頼たのんだのは、クラスメートの相さ良がら宗そう介すけである。むっつり顔にへの字口。眉み間けんにしわを寄よせ、神しん妙みような面おも持もちで彼女をじっと見み据すえている。

　なんとなく、大口でパンをかじるのが気き恥はずかしくなった彼女は、口を右手で隠かくした。

「ん……別に構かまわないけど、なに刷する気？」

「校内に配はい布ふするプリントだ。最近、市内で頻ひん繁ぱんに痴ち漢かんが出るそうでな。警けい告こくとその対たい応おうを告こく知ちする」

　それを聞いて、かなめは素す直なおに感心した。

「ほほう？　めずらしく人ひと様さまの役に立つ真ま似ねをしてるじゃない」

「当とう然ぜんだ。それが俺の仕事だからな」

　彼は生徒会で『安全保ほ障しよう問もん題だい担たん当とう・生徒会長補ほ佐さ官かん』なる得え体たいの知れない役やく職しよくを授さずかっている。実じつ際さいは体ていのいい雑ざつ用よう係がかりだが、ことあるごとに、彼はその使し命めいを果たそうと懸けん命めいになるのだった。

「それで、チカンだって？　どんな奴やつ？」

「ここに書いてある」

　好こう奇き心しんからかなめが訊きくと、宗介は一枚の書しよ状じようを差し出す。それは彼が配布するつもりのプリントの原げん版ぱんだった。




　生徒会からのおしらせ


　機き密みつ（読どく後ご、焼しよう却きやくのこと）

　一二〇四一〇ＺＵＬＵ

　発＝生徒会長補佐官（安全保障問題担当）

　宛＝全校生徒

　一　先週末より、学区内にて傷しよう害がい未み遂すい事件が多た発はつ。他八校より九件の報ほう告こくを確かく認にん。

　二　うち『痴漢』との報告が七件。同どう一いつ犯はんの可か能のう性せい大。『ポニー』との報告があるが、意味は不ふ明めい。装そう備び等も不明。

　三　『痴漢』と遭そう遇ぐう時じの対応。





　　　ａ：交戦し殲せん滅めつせよ

　　　ｂ：ａが困こん難なんな場合、可か能のうな限かぎりの情報を収しゆう集しゆうし離り脱だつせよ



　四　空くう爆ばく・砲ほう撃げき等の支し援えんはない。




以上









　かなめはたっぷり一分ほど、その書状を黙もく読どくしてからつぶやいた。

「どこの司し令れい部ぶの極ごく秘ひ命めい令れい書しよよ……？」

「いや。あくまで生徒会からの通つう達たつだ」

　しごく真ま面じ目めに宗介は言った。戦場育ちの転入生である彼には、平和な国での常じよう識しきがほとんど皆かい無むなのだったりする。

「……あのね、ソースケ。こういう不親切な書き方じゃ、なにも伝わらないわよ」

「そんなはずはない。これ以上簡かん潔けつで明めい瞭りような記き述じゆつは、考えられん」

「……なワケないでしょ？　だいたい、全校生徒を相手に『機密』もへったくれもないじゃない。まったく──」

「どしたの、二人とも？」

　かなめの言葉をさえぎって、そばにいたクラスメイトの常と盤きわ恭きよう子こが、問題の書状を後ろからのぞきこんだ。

「なになに、『先週末より……』。へえー、チカン？　やだ、こわいね」

　あっさり事じ情じようを理り解かいして、恭子は感想を述のべた。

　そこはかとなく気まずい雰ふん囲い気きになった宗介とかなめを見て、彼女はとんぼメガネの奥おくの大きな目をぱちくりさせる。

「？」

「彼女はわかっている様よう子すだが……」

「……と、とにかく！　今度から、もうすこし平へい易いな文体を心がけるように！　いい!?」

「うむ。とにかく、印刷機の使し用よう法ほうを」

　かなめはうるさげに手を振ふった。

「あー。もう少し待って。いま昼食中」

「了りよう解かいした。では待つ」

　それきり押おし黙だまると、彼はその場に棒ぼう立だちする。かなめは口を『あーん』と開けて、食べかけのパンにかじりつこうとしたが、宗介の静かな視し線せんを感じて、顔を赤くした。

「じ……ジロジロ見ないでよ、もうっ」

「？」

　かなめに小こ突づかれ、宗介は怪け訝げん顔がおをする。横でその様子を眺ながめていた恭子が、くすくすと笑っていた。




　その晩ばん。

　うら寂さびしい夜道を、恭子は一人で歩いていた。すでに時じ刻こくは一〇時半を回っている。

　駅から自宅への帰り道。放ほう課か後ご、かなめのマンションに寄より、夕飯をごちそうになって、ついでにＴＶの横浜＝巨人戦を観かん戦せんしてたら──だいぶ遅おそくなってしまった。

　あたりは暗い。人ひと気けもない。

　道の右側はうっそうとした雑ぞう木き林ばやしで、左側は古びたアパートだった。死にかけた街がい灯とうが、目め障ざわりな明めい滅めつをくりかえし、微び風ふうがさわさわと木こ立だちを揺ゆらす。

　道どう路ろの隅すみに、地元のＰＴＡが作った看かん板ばんがあった。

《チカンにちゅうい！》

　……などと、ペンキで書きなぐってある。文字の下には、これ以上ないほどヘッタクソな絵。ランドセルを背せ負おった女の子（……と思おぼしき人の形）に、悪魔みたいな黒い影かげが、ニヤつきながら忍しのび寄よっている。どちらかというと、『虫歯に気を付けましょう』とかいうコピーを付けた方が、よく似合っていそうな絵だった。

（こういう看板、だれが描かくんだろ……？）

　とりとめもないことを考えながら、その看板の前を通りすぎる。

　彼女は昼に宗介が話していた痴漢のことを思い出した。コート一枚で、下は全ぜん裸らの中年男を想そう像ぞうし、思わず背せ筋すじを震ふるわせる。

（やだなぁ……）

　漠ばく然ぜんと、不安をつのらせていた矢や先さき──

　目の前の電でん柱ちゆうの後ろから、ゆらりと人ひと影かげが現あらわれた。

「…………！」

　恭子はぎくりと肩かたを震わせ、その場に立ちすくんだ。

　うす闇やみの中、人影が一歩前に進み出る。黒いコートにひょろりとした身から体だつき。

「え……。あ、あの……？」

　痴漢。やはり痴漢だろうか……？

　だがその相手の姿すがたは、『痴漢』の一語で片かた付づけるにはあまりにも異い常じようだった。

　男は頭にすっぽりと──大きな被かぶりものをしていた。フェルト製せいの、ふかふかしたお馬さんのマスク。ビー玉のようなつぶらな瞳ひとみが、じっと彼女を見下ろしている。

　お馬さんのかぶりもの、である。

　かてて加えて、手にはピアノ線と赤いリボン。そしてなぜか、ヘアブラシ。

（なに……？　なんなの？）

　恭子は当とう惑わくし、恐きよう怖ふした。

　相手の意い図とが、まったく理り解かい不ふ能のうだった。全裸のおっさんの方が、まだなにをしたがっているのかわかる。しかしこの相手は──目的やら、主しゆ張ちようやら、そういうものがまるで見えてこない。

「ひ……あ……」

　凍こおりつき、釘くぎ付づけになった恭子の前で、その『お馬さん男』がつぶやいた。

「ぽに」

「………………は？」

　ぽに。そんな日本語は、恭子の知る限り存そん在ざいしない。意い味み不ふ明めいの言葉を聞いて、彼女はさらに混こん乱らんした。

「ぽに。ぽに……」

　男がにじり寄って来た。恭子は後ずさる。さらに前に出る男。

　死ぬ。殺される。あれこれと●●されて、埋うめられる……！　身の危き険けんを感じ、恭子は涙なみだ目めでその場から逃げようとした。

「ぽに……！」

「きゃっ！」

　走り出した彼女に、馬男が後ろから組み付いた。恭子はその手をふりほどこうと、必ひつ死しにもがく。男はそれでも放さない。

「ぽに……ぽに……！」

「や……やだ、だれか!?　だれかぁ～～！」

　死にもの狂ぐるいで助けを求めたが──

　その声を聞いた者は、どこにもいなかった。




　翌よく朝ちよう。

　かなめが登校してくると、泉せん川がわ駅の改かい札さつ前に、宗介が突つっ立っていた。いつも駅前で待ちあわせている、恭子の姿はまだ見えない。

「お、ソースケ。おはよ……」

　朝の弱いかなめは、覇は気きのない声で挨あい拶さつする。すると宗介は、どこか沈ちん痛つうな目で彼女を見み据すえた。

「なによ……？」

　宗介の様子に、かなめは不ふ審しん顔がおをする。彼はいつになく深しん刻こくで、なにから話したらいいのか、考えあぐねているように見えた。

「千鳥。実は……悪い知らせがある。俺もついさっき知ったのだが。きのう印刷を手伝ってもらった、あの痴漢の件だ」

「？　それがなにか？」

「昨さく夜や、常盤が襲おそわれた」

「え……」

　かなめの顔から、さっと血の気が失うせた。

「うそ……。キョーコが……？　……それで？　どうなったの？　無ぶ事じなの!?」

　ほとんど恐怖に近い感情に駆かり立てられるように、彼女は宗介の両肩をつかんだ。だが彼は顔を曇くもらせ、うつむき、かなめから視線を逸そらした。

「残念だ。どう説明していいかわからない」

「そんな……」

　かなめは慄りつ然ぜんとする。

「国領駅からの帰り道だったそうだ。そこで異い様ような扮ふん装そうの変へん質しつ者しやに出会ったらしい。彼女は反はん撃げきもできずに捕つかまって──」

「…………」

「その場にむりやり組み伏ふせられ、必死の抵てい抗こうもむなしく──」

「あ、あぁ……」

「ブラシで念ねん入いりに髪かみを梳すかれた末に──」

「ひどい……」

「ポニーテールにされてしまった」

「なんてことを……！　って……はい？」

　かなめが眉まゆをひそめると、宗介の背はい後ごから恭子がひょこりと姿を見せた。

「あ、カナちゃんだ。おはよー」

　いつもと同じ制せい服ふくに、いつもと同じとんぼメガネ。ただ一つ、いつもと違ちがっていたのは──彼女の髪型だった。

　ポニーテールなのだ。

　普ふ段だんのおさげ髪ではなく、ポニーテール。そして赤いリボン。ていねいにブラシの入った髪が、波なみ打うち、背中まで届とどいている。

「……なによ、これは？」

　うって変わって、かなめはとろんとした声でたずねた。

「見てわからんか」

「ポニーテールだよ」

　恭子は自分の髪を触さわってみせた。

「ひどいよね。針はり金がねとボンドで、むりやりギューって縛しばられて。一ひと晩ばんたっても戻もどらないの。これじゃ、髪が傷いたんじゃうよ……」

　ぼやいてから、小さなため息をつく。

「それだけ……？」

「うん。それだけだよ。怖こわかったけど」

　意い外がいにけろりとした顔。かなめはがっくりと肩を落とし、次に宗介をにらみつける。

「あんたねぇ……」

「不ふ可か解かいだろう。まるで説明できん」

　ごつんっ！

　しれっと告げた宗介の頭を、かなめは鞄かばんではたき倒たおした。

「……なかなか痛いぞ」

「うるさいっ！　マジで……怖かったんだから!?　おどかさないでよっ！」

　ほとんど涙目になって、かなめは怒ど鳴なりつけた。




　恭子の髪型を見たクラスメイトの反はん応のうは、おおむね好こう意い的てきだった。男子の小お野の寺でらに至いたっては、握にぎりこぶしで感動して、

「いい！　絶ぜつ対たいいい！　いつものガキっぽいおさげ髪よりも、こっちの方が絶対かわいいってば！」

　などと、言ってはならないことを力りき説せつしてしまった。おかげでかなめは、久しぶりに宗介以外の男子を殴なぐることになった。

　恭子はぱっと見は落ち込んでもいない様子だったが、その日、一度だけかなめに心しん情じようをこぼした。

「困こまったなぁ……おさげも気に入ってたんだけど、ね……」

　すこし力のない声で、彼女はつぶやいた。

「ば……バカな男子のいうことなんか、気にしないで。おさげだろうがなんだろうが、あたし、キョーコは充じゆう分ぶんかわいいと思うよ？」

　かなめが言うと、恭子はにっこりと笑って、

「うん、そうだよね。ありがと、カナちゃん」

　と、けなげに答えたのだった。
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　しかし、それでも、授じゆ業ぎようが終わるなり、恭子はいつもより早くさっさと下げ校こうしてしまった。

　かなめとしては、そっとしておくよりほかなかった。こういうときに、親友顔されてべったりとくっついていられても、むしろ本人は疲つかれる──それを昔むかしの経けい験けんで知っていたからだ。自分が本ほん格かく的てきに落ち込んでいるとき、恭子は必ずそっとしておいてくれる。一言だけ、『あたしはカナちゃんの味み方かただからね』と告げて、あとはなにも言わないのだ。

（そう。……すっごい、いい子なのよ、キョーコは。それを……！）

　その『ぽに男お』──取るに足らない馬ば鹿かげた変へん態たいだが、どうにも腹はらに据すえかねる。かなめは『見かけたらどうしてくれようか？』などと、ひそかに憤ふん慨がいしているのだった。

「……ともかく。我わが校の生徒が被ひ害がいにあったのだ。これは看かん過かできんと思うのだが」

　生徒会の用よう事じが終わった放課後の六時過すぎ。学校から駅への帰り道で、宗介がかなめに言った。

「まあ、たしかに見み過すごせないわよね……」

「他校でも同じ被害が出ている。ここは犯はん人にんを捕とらえ、きびしく拷ごう問もんした末すえに、真の狙ねらいを聞き出すべきだ」

「また物ぶつ騒そうなコトを……」

「いまはまだ無む害がいなレベルだが、やがては一いつ般ぱん市民に怪け我がをさせるかもしれん。野の放ばなしにすると危き険けんだ」

「それはあんたでしょ、あんた」

「？」

「……ソースケ。こういう場合はね、生徒会の仕事はないの。わかる？　コトが起きたのは学校の外なんだし」

「そうなのか」

「そーなの。だから、あそこに頼たのみましょ」

　駅前商しよう店てん街がいの手前で、かなめはぴたりと立ち止まった。横おう断だん歩ほ道どうの向こうに建たつ、こぎれいな交番に視し線せんを向ける。

「警けい察さつか」

「うん。『友達がこーいう変態に襲おそわれた。なんとかしてくれ』って言っとくの。さっき電話で恭子から了りよう解かいもとったし。それでこの件は、とりあえず様よう子す見み。いい？」

「ふむ……」

「じゃ、ソースケは外で待ってて。あんたがいると、一いつ気きにややこしくなるから」

　かなめが交番に入ると、若い制服警官が応おう対たいに出た。

　彼女は事じ情じようを説明した。被害にあったときの状じよう況きようや、恭子と自分の住所氏名、その他もろもろを要よう領りようよく告げていく。

　話が終わると、その巡じゆん査さは書しよ類るいにあれこれ記入しながら、困った顔をした。

「……うーん。これだけだとねぇ」

「あの。なにか問題が？」

「やっぱり被ひ害がい者しや本人に来てもらわないと。それに、なんと言うのか……まあ、あんまり成せい果かは期き待たいしないでほしい、と」

　巡査は次し第だいに横おう柄へいな口く調ちようになっていく。

「どういう意味です？」

「自じ業ごう自じ得とく、とは言わないけどねぇ。夜道の一人歩きなんて、軽けい率そつな真ま似ねをしたんだから。それくらいで済すんで、むしろ幸運だったと思うべきだよ。その──常盤さん？　本当にマジメな子なの？　どうも話だけを聞いてると──」

「この……クソおまわり」

　底そこ冷びえのする声で言われて、巡査が言葉を切った。

「え？」

「ふざけんじゃねーわよ……。あたしのダチつかまえて、よっくもそんな口を──」

　かなめが無む謀ぼうにも、その巡査の胸むな倉ぐらにつかみかかろうとした瞬しゆん間かん、

「ちょっと待ったぁっ!!」

　交番の奥から、新たな声がした。

　見ると、休きゆう憩けい室しつに通じる戸口に、一人の婦ふ警けいが寄りかかっていた。シャープな顔だち。シャギーの入ったロングヘア。よれよれの制服姿で、目には隈くまができている。

　なにやら疲ひ労ろうの極きわみにある様子だ。

「わ……若わか菜なさん。どうです、調べものは」

　場を取り繕つくろうように、巡査が言った。若菜と呼ばれた婦警は、同どう僚りようのことなど眼がん中ちゆうにない様子で、かなめのそばにすっ飛んできた。

「そこの子。話は聞いたわよ。かぶりものした変へん質しつ者しやですって？　どこに出たの!?」

　鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうで詰きつ問もんしてくる。

「ええ。それは、さっき説明した通り──」

　かなめが恭子から教えてもらっていた住所を告げる。すると婦警はいきなり天てん井じようを仰あおぎ、壁かべの市内地図を見て、快かい哉さいをあげた。

「やったっ!!　わたしの推すい理り通り！　これで……これで……ふうっ」

　ふらふらと机つくえにもたれかかる婦警。妙みような雲くも行ゆきに気け圧おされながらも、かなめはおそるおそるたずねてみた。

「あ、あのー。推理って？　なにか、ご存ぞん知じなんですか……？」

　女は憔しよう悴すいしきった顔を、ゆっくりと上げた。

「いい……質しつ問もんね。でも、ここでは話せないわ。付いてきなさい、お嬢じようさん……！」

「はっ？……って、ちょっ」

　婦警は『がばっ！』と飛び起きると、かなめの手を引いて外へ飛び出した。なぜか交番の前で待っていたはずの、宗介の姿は見えなかった。

「あの、ちょっと。なんか強ごう引いんな……？　痛いんですけど……っていうか、放して～～」

「ガタガタ言わない！　とにかく来る！」

　ガタガタと引きずられて、かなめは駅前商店街へと連れて行かれてしまった。




　婦警の名前は若菜陽よう子こといった。

　本ほん来らいは泉川署・交通課のミニパト勤きん務むなのだが、いまはその任にんから外はずされているという。

「──最近はデスクワークばかりだったんだけど。サボって変質者の調ちよう査さをしてたのよ」

　交番の近所の喫きつ茶さ店てんに入ると、若菜陽子は事じ情じようを話した。

「はあ」

「寝ねる間も惜おしんで日につ報ぽうを当たったり、一人で勝かつ手てに聞き込みをしたり」

「そーですか。それはご苦労さまです」

「ご苦労さまなのよ。……でもって、わたしは犯人の出しゆつ現げんに、ある一定のパターンがあることに気付いたの。これをごらんなさい」

　陽子は『ばっ』と市内の地図を広げた。

「似たような被ひ害がい届とどけが、なんだかんだで八件。どれも帰き宅たく中ちゆうの女子中高生。場所は……ほら、必ず市内の各駅から、歩いて二〇分くらいの距きよ離り。北側と南側で交こう互ごに出しゆつ没ぼつして──」

　地図を突つき、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明していく。コンパスで円を入れると、犯人の行こう動どう範はん囲いはたしかに限られているのがわかる。

「──というわけよ。そのパターンに従したがえばきのうは……ここに出るはずだったの」

　陽子は地図上の一点を赤ペンでくくった。

「……あ、それ」

「そう。あなたの友達が襲われた場所よ。だから今夜は──この辺あたりに出てくるはず」

　思いのほか理り路ろ整せい然ぜんとした推理に、かなめは思わずうなってしまった。

「ほお～～。……すごいですね」

「ふっ。まかせなさい。……ついては」

　陽子は地図を折おりたたんだ。

「今こん晩ばん、あなたにオトリ役をやってもらいたいのよ。わたしのささやかな手て柄がらのために」

「…………なる……ほど」

　わざわざ交番からこんな喫茶店まで来て、親切にあれこれ教えてくれる理由が、ようやくわかった。

「変質者があなたを狙ねらって出てきて、あれこれと公こう序じよ良りよう俗ぞくに反する行こう為いに及およんだところを、わたしが現げん行こう犯はん逮たい捕ほ。面めん倒どうな手続きも礼れい状じようもいらない。『偶ぐう然ぜん通りかかった』って言い張はればいいの。素す晴ばらしい作戦でしょっ」

　疲れた声を弾はずませる。……そういう不ふ思し議ぎな喋しやべり方だった。

「あのー。あたしの立場は……？」

「なに言ってるの、あなたは。友達が殺されたのよ？　仇かたきを討うたないでどうするの」

「いえ、死んでませんが……」

「『髪は女の命』っていうでしょ？　道どう徳とく的てきには殺さつ人じん罪ざいよ、これ」

「もう、なにがなんだか……。だいたい、なんでそこまで手て柄がらが欲しいんです？」

　あきれながら、かなめは尋たずねた。

「わたしはねえ……もともと刑事志し望ぼうなのよ。子供のころ観みた『マイアミ・バイス』が忘れられなくて。ドン・ジョンソン様が『撃ゴっーて・来アヘいツよド、・モモススカカ。そメのイク方・イがツ簡ト・単イだージぜー』とかキメたときは、身から体だ中じゆうが熱くなって、失しつ神しんしかけたわ。ドン様の乗ってた白いフェラーリ・テスタロッサが欲しくて、水着モデルのバイトで稼かせいだカネを、全部貯ちよ金きんにブチ込んでたこともあったのよ？　貯たまらなかったけど……」

　かなめは、クールでカッコいいそのドラマを知らなかったので、頭の中で『マイアミ・スパイス？　なにそれ？』などと怪け訝げんに思うだけだった。ついでに車の名前が、とある外人さんの友達の名前と同じだったので、ますます混乱した。

「はあ……」

「だってのに、交通課なんかに配はい属ぞくされて。こないだは署しよ長ちようの怒いかりを買って、机仕事に回されてね……。手柄でも立てれば、どうにかなるんじゃないかと思って」

「『署長の怒り』といいますと……？」

　陽子は『ふっ』と遠くを見て、アイスコーヒーをズズズとすすった。

「みっともない話よ。チャリで二人乗りした高校生を、ミニパトで追っかけてたらね。これがまた手て強ごわい奴やつらで──取り逃がした上に、民みん家かへ突っ込んじゃったの」

「ぶっ……！」

　かなめは飲んでいたコーヒーを吹ふき出しかけた。

　思い当たりがありすぎる。その『二人乗りした高校生』とは、すなわちかなめと宗介のことだった。彼女があの時のミニパト婦警だったとは……！

　かなめは真っ青さおになって、顔がん面めんにびっしりと冷ひや汗あせを浮かべ、

「そ、それは……ご愁しゆう傷しようさまで」

「車は大たい破は。わたしはまったく無ぶ事じだったんだけど。助じよ手しゆ席せきの相あい棒ぼうが全ぜん治ち一ヵ月の大おお怪け我がで。いやー、まいったわ。……って、どうかしたの？　顔色悪いわよ？」

「いえ、その。なんというか」

「……悔くやしいわ。男の方だけは、しっかり顔を覚えてるんだけど。見付けたら、教育上不ふ適てき切せつなお仕し置おきをたくさんしてやるのに。ふふふ……」

　寝ね不ぶ足そくで陰かげっていた瞳が、やおら陰いん惨さんにぎらぎらと輝かがやく。その陽子の背はい後ごの席に──

「…………!!」

　陽子が言うところの『男の方』、つまり宗介が座すわっているのをかなめは発見した。さいわい陽子はまったく気付いていない。

　宗介はむっつり顔のまま、ペーパーナプキンになにやら書き込み、婦警の肩かた越ごしに掲かかげて見せた。

《問題ない。続けろ》

　かなめが口をぱくぱくさせていると、彼はもう一枚、書き込んで見せた。

《心配するな》

　さらにもう一枚。

《気付かれたら始し末まつする》

「するなっ！」

　思わず叫さけんだかなめの顔を、陽子は『ぬぼーっ』とした目で眺ながめた。

「……ダメかしら、お仕置き」

「い……いえ。ほどほどに」

「そうね。ほどほどが一番ね。ともかく、そういうことで、千鳥さん。オトリ役を引き受けてくれた件、本当に感かん謝しやするわ」

「するんか、感謝っ!?」

「あら。どういうこと？」

「引き受けてません！　そんな役！」

　いきり立つかなめ。陽子の背はい後ごで、またまた宗介がメモを見せる。

《情じよう報ほうは入にゆう手しゆした。この女は用済みだ》

「あんたも黙だまってなさい！」

《…………》

　陽子が背後を振ふり向く。一いつ瞬しゆん早く、背もたれの陰かげに宗介が隠かくれる。間かん一いつ髪ぱつ、セーフ。

「どうしたの、あなた……？」

「い、いえ。たまに電でん波ぱが聞こえるんです。怪あやしいささやき声が。持じ病びようでして」

「そう……あなたも大変ね」

　かなめはどっと疲つかれが押し寄よせてくるのを感じた。さっさとこの状じよう況きようから逃のがれたい。その一心で、彼女はつぶやく。

「……あー。わかりましたよ。やります。ただし、今夜だけですよ!?」

「充じゆう分ぶんよ。助かるわ……ふふ」

　陽子は徹てつ夜や続きの人間特とく有ゆうの、あの薄うすら笑いを浮かべた。感情とは無む関かん係けいに、脳のう内ない物ぶつ質しつの作さ用ようだけで生まれる──そういう笑顔。

「じゃあ、あとで自じ宅たくに迎むかえに行くから」

　陽子は立ち上がった。

「どこに？　もうすぐ夜ですよ」

「一度、署しよへね。取りに行くモノがあるの」

　千円札を卓たく上じように置くと、婦警はふらふらと喫茶店を出ていった。待ちかねたように、宗介が身を起こす。

「行ったか」

「……まったく、ヒヤヒヤさせて。あんた、いつからそこにいたのよ？」

「最初からだ。あの婦警には見覚えがあったのでな。ひそかに尾つけたのだ」

「おお……それは正せい解かい。でかしたわ」

「造ぞう作さもないことだ」

　宗介は伏ふし目がちに『ふっ』と鼻息をもらすと、コーヒーに付いてたシナモン・スティックをタバコのようにくわえた。

「しかし、千鳥。本当におとり役など引き受けるのか」

「うん……まあ」

　かなめはこめかみをぽりぽりと掻かいた。

「普ふ通つうに警察に言っても、キョーコの仇は討うてないし。それに、あの婦警さんが必ひつ死しになってるのも、元はといえばあたしたちのせいなんだし……ね」

「危き険けんだ。やめた方がいい」

「……心配してくれてありがと。でも、大だい丈じよう夫ぶよ。あんたの本ヽ業ヽの敵てきに比くらべれば、どうってことないもの」

　ほほ笑んでみせると、宗介はしばらく彼女を見み据すえ、それから何度かうなずいた。

「そうか……わかった。では念のために、俺も援カ護バーについていよう。危険が迫せまったら俺が相手を制せい圧あつする」

「ダメよ。あんた、あの婦警さんに顔、覚えられてるのよ？　バレたら大変じゃないの。それこそあたしたちがタイホされるかも」

　言われて、彼は考え込んだ。

「では、顔が見えなければいいのか」

「うーん……。顔を隠かくしても、体型とかでバレるかもよ？」

「一いち理りあるな……。ならば、新しん装そう備びを使おう」

「新装備？」

「そうだ。先日入にゆう手しゆ……いや、知人から譲ゆずられたあヽるヽ物ヽ品ヽに、いくつかの改かい良りようをほどこしてな。顔はもちろん、体格さえも巧こう妙みように隠かくせる衣い服ふくだ。さらに各かく種しゆセンサーとデジタル通つう信しん機き……そしてライフル弾だんもストップする防ぼう弾だん性せい能のうを与えた」

「はあ……」

「一種の強きよう化か服ふくだ。うまくすれば、現げん代だい戦せんの様よう相そうを一変させるかもしれん。ちょうど実じつ戦せんテストがしたかったのだ。部屋に置いてあるので、取りにいく」

　彼は立ち上がると、五〇〇円玉を卓たく上じようにおいて喫茶店を立ち去った。




　それから数時間後。すっかり日の沈しずんだ住じゆう宅たく街がいの一角で──

「……と、いうわけで」

　若菜陽子は切り出した。私服のジーパン姿である。

「ここら一いつ帯たいを、ふらふらとさまよって欲しいわけね。なるべく人ひと気けのないところ」

「若菜さんはどうしてるんですか……？」

　夕ゆう刻こくと同じ、制服姿のままのかなめがたずねる。二人がいるのはうら寂さびしい道どう路ろだった。近くに見えるのは、寂さびれた農のう地ちと古いお寺。人の行き来もほとんどない。

「念の為ために、わたしはこの近辺を調べてるわ。敵が出たら、大きな悲ひ鳴めいでもあげてちょうだい。わたしが変質者を捕とらえるから」

　あいかわらず、寝ね不ぶ足そくの疲れた声で陽子は言った。

「捕らえるって……どうやって？」

「これを使うの」

　陽子はボストンバッグから、二に挺ちようの銃じゆうを取り出した。──いや、銃ではない。一つには先せん端たんに電でん極きよくが、もう一つには拳こぶしサイズのゴムボールが装そう着ちやくされている。

「署しよからちょろまかしてきたのよ。暴ぼう徒と鎮ちん圧あつ用ようの電テ気イザ銃ーと、ラバーボール銃。こいつをお見み舞まいしてやるわ」

　その手の武器なら、宗介がよく使っているので、かなめの目には珍めずらしくなかった。

「言っときますけど。変態さんと一いつ緒しよに、あたしまで撃うたないでくださいよ」

「……ふふっ。では、行ってらっしゃい」

「笑ってないで、返へん事じは……？」

　両手を挙あげて『大だい丈じよう夫ぶよ』とでもいった仕し草ぐさを見せる陽子。かなめはため息をついた。

（それにしても……）

　彼女はそばの農地と、その向こうの雑ぞう木き林ばやしに目を向けた。

（ソースケ、ホントにここに来てるのかしら……？『新しん装そう備び』とか言ってたけど……）

　思い直してから、かなめはしぶしぶと暗い夜道を歩きはじめた。




　そのかなめから、五〇メートルほど離はなれた茂しげみの中。うっすらと射さしこむ月光の下に、一いつ匹ぴきの変な生き物がいた。

　正せい確かくには、変な生き物のぬいぐるみだ。

　犬だかねずみだか、よくわからない頭。ずんぐりとした二頭身。蝶ちようネクタイに、くりくりと大きな瞳ひとみ。

　ぬいぐるみの名前は『ボン太くん』。某ぼう遊ゆう園えん地ちのマスコット・キャラクターだった。

　ボン太くんは頭にカモフラージュ・ネットを被かぶり、ぴたりと散弾銃を構かまえていた。見み事ごとに夜よ闇やみと一体化したその姿は、獲え物ものを待ち伏ぶせる獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆう、危険で残ざん酷こくな食虫植物を、ほうふつと──させた。たぶん。

（動き出したな……）

　そのぬいぐるみの中に収おさまっていた宗介は、胸のうちでつぶやいた。

　以前、遊園地での乱らん闘とう事件を起こした際さい、なりゆきで失しつ敬けいすることになってしまったボン太くん。いま、このぬいぐるみは宗介の手で生まれ変わっていた。

　いわば『ボン太くんマークⅡ』である。

　闇を見通すボン太くんの暗あん視しセンサーが、かなめと婦警のシルエットをヘッＨド・マウンＭト・ディスプＤレイに投とう影えいする。耳に仕し込こんだ高こう感かん度ど指し向こう性せいマイクは、かなめの息いき遣づかいさえ拾ひろうことができた。その気になれば、内ない蔵ぞうのデジタル通つう信しん機きで、警察無む線せんの傍ぼう受じゆさえ可能だ。シルエットが人間離ばなれしているので、遠えん距きよ離りからの発見も困こん難なんなはずだった。

　ちなみに、変なボイスチェンジャー機き能のうは眠ねむらせてある。

（では、追うか……）

　宗介はそろそろと、茂みの中を移い動どうした。かなめと一定の距きよ離りを保ちながら、注意深く、音をたてずに……。

　かなめがやる気なく歩き続ける。ボン太くんが追う。婦警は角の向こうに消えて以来、姿は見えない。
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　変質者は出てこなかった。

　ウロウロと、かなめは同じ道を何度も回り続ける。そんな調ちよう子しで、すさまじく不ふ毛もうな三〇分が過すぎた。

（今夜は動きなしか……？）

　宗介は雑木林の中に放ほう置ちしてあった、錆さびついた五トントラックの脇わきを歩いていく。

　その角で──

「きゃっ!?」

　例の婦警──若菜陽子と、ばったり鉢はち合あわせになった。変質者が潜ひそむには、ちょうどいい場所だとでも思って、調しらべに来たのかもしれない。

　彼女は一いつ瞬しゆんぽかんとしてから、頭をぶるぶると振ふって電気銃を構えた。

「証しよう言げんじゃ馬のぬいぐるみだと聞いてたけど……まさか、ボン太くんとはね。覚かく悟ごしなさい、変態さん！」

「まて、俺は」

「問もん答どう無む用よう！」

　陽子の電気銃がスパークした。電光がほとばしり、高こう圧あつ電でん流りゆうがボン太くんにヒットする。厚あつ手での生き地じのおかげで、彼にはショックが及およばなかったが──

　ばりばり、ざ、ざぁ─────!!

　電流のショックで、ぬいぐるみに仕込んでいた電子機き器きの大半が故こ障しようした。暗あん視しセンサーの画像が真っ白になって、イヤホンから頭の割れそうな雑ざつ音おんがほとばしる。

「────!!」

　夜の雑木林の中、ボン太くんはのけぞり、よろめき、たたらを踏ふんだ。宗介は『やめろ！』と叫ぼうとしたが、

『ふもっふ！』

　故こ障しようの影えい響きようか、ボイスチェンジャーが勝手に作動して、彼の言葉を『ボン太くん語』に変へん換かんしてしまった。

「ま……まだ動けるの!?　しぶといわね！」

『ふもっ……（くっ……）』

　やむなく宗介は応おう戦せんした。ボン太くんが散弾銃を鋭するどく突つき出し、陽子めがけて発はつ砲ぽうする。殺さつ傷しよう力りよくはないが、ヘビー級ボクサーのパンチほどの威い力りよくがあるゴム・スタン弾だんだ。

　ところが視し界かいが真っ白なせいで、狙ねらいがまるで逸それてしまった。ゴム・スタン弾は、陽子のそばの幹みきに当たって四し散さんする。

「っう……抵てい抗こうする気!?　ただの痴漢のくせに！　負けないわよっ」

　陽子は続いて、ゴムボール銃を抜いた。ボン太くんに銃口を向け──発砲。

　こちらもヘビー級のストレート並なみの威い力りよくだ。ボン太くんは身をかがめ、その一撃をなんとかしのぐ。

（いかん、このままでは……）

　頭の中の雑ざつ音おんと騒そう音おんに苦しみながらも、ボン太くんは地面を転がり、散弾銃を立て続けに二連射した。

　じゃき、どかっ！　じゃき、どかっ！

「わ、おわっ……！　痛っ！」

　ゴム弾の一発が、陽子の肩をかすった。彼女はあたふたとトラックの陰かげに隠れる。

『ふもっ、ふもっふ（くっ、照しよう準じゆんが）』

「よっくも、やってくれたわねっ!?　もう絶対、許さない。わたしの手て柄がらのために……死んでもらうわ！」

　陽子は叫ぶと、ゴムボール銃に玉を再さい装そう填てんし、ふたたび発はつ砲ぽうしてきた。よろよろと立ち上がったボン太くんの頭に、ゴムボールが命中する。

『ふもっ！（うおっ！）』

　悲ひ鳴めいをあげて、ボン太くんは地面をごろごろと転がった。なんとか素す早ばやく起き上がると、独どく特とくの走そう法ほうで陽子から逃げ出す。

「逃がさないわよっ！　女の敵！」

　陽子がそれを追つい跡せきする。

　夜の雑木林の中。両手に変な銃を持った女が、ずんぐりしたぬいぐるみを追い回し、どかどかと武器で撃うち合う──

　それはある意味、すさまじい光こう景けいだった。

　逃げながら、宗介は深く反はん省せいする。

（あれこれ改かい良りようしたものの……やはり、このぬいぐるみは実じつ用よう性せいゼロだ）

　全然後ろが見えないし。振り返るのも一苦労。重たくて疲れるだけなのだ、実じつ際さい。

　──外見は気に入っているのだが。




　向こうの雑木林から、激はげしい銃撃の音が聞こえてくると──かなめはその場で頭を抱かかえた。

（はじまった……。きっとソースケだわ）

　だれと撃うち合っているのだろう？　そういえば、若菜さんの姿すがたが見えないが。

　そもそも、自分はなぜこんな場所をうろついているのだろう？　たしか、恭子を襲った変質者を、おびき寄せるためのオトリとして、この暗い夜道を……。

「ホントに出てくるのかしら……？」

　なんとなく、バカバカしくなってきた。

　それよりも、宗介を止めるべきだ。若菜さんとドンパチしているのだとしたら、相手に大おお怪け我がさせる前に──

（急ご……）

　かなめはきびすを返した。銃声のする方角へ向かおうと、元来た道を逆ぎやく戻もどりする。

　そこで。

　ゆらりと、彼女の前に人ひと影かげが現あらわれた。

　黒のコート。手にはピアノ線とヘアブラシ。そして頭に、お馬さんのかぶりもの。うつろな視線と、不ぶ気き味みな手つき。

　まちがいない。恭子を襲った変質者──『ぽに男お』だ。

「ぽに……」

「う……」

　かなめは立ち止まり、後ずさった。その姿を聞いてはいたが、やはり、こうして、実じつ際さいに間ま近ぢかで見ると……。

「へ……変態……」

「ぽに……？」

「だれかっ!?　変態ですっ！　それも、きわめて特とく殊しゆな変態ですっ！　助けてっ！」

　かなめは叫び、逃げ出した。

　ぽに男は両手をあげて、それを追う。背せ筋すじを伸のばし、高速で。もしも『素す早ばやいゾンビ』がこの世にいたら、たぶんこんな感じだろう。

　それだけに、かなめの恐きよう怖ふはすさまじかった。捕まったところで、髪型を変えられるだけだということも、忘れてしまうほど。

「い、いやあぁ～～～～～っ!!」

「ぽに、ぽに……」

　逃げるかなめ。追う変態。

　夜道では追つい跡せき劇き。林の中では銃撃戦。

　頭のどこか──良りよう識しきをつかさどる部分が、『なにやっとるんだ、あたしらは……』と深く嘆いていた。




　激げき闘とうは続いていた。センサーがいくらか回かい復ふくしたボン太くんと、アドレナリンでバリバリに興こう奮ふんした若菜陽子が、互たがいを撃うち合い、しのぎ合う。

「ふ……ふははははははっ！」

　木々の間を駆かけ抜けながら、若菜陽子は高笑いした。もはや自分が見えていない。

「楽しいっ！　楽しいわよ、ボン太くんっ!?　もっとわたしを楽しませてっ!!」

「ふもっふ！」

　陽子の叫びに応こたえるように、ボン太くんは散弾銃を撃った。惜おしいところで外れた弾たまが、あじさいの茂みをずたずたに引き裂さく。

「甘あまい、甘いわっ！」

　陽子が腰からスタン・バトンを抜き、まっすぐに急きゆう接せつ近きんしてきた。高こう圧あつ電流のショックで、敵を気き絶ぜつさせる警けい棒ぼうだ。だがボン太くんも負けじと、自分が装備していたスタン・バトンを引き抜き突とつ進しんする。

　両者、バトンの電源をオン。高圧電流が牙きばを剥むく。

「おお～～～っ!!」

「ふも～～～っ!!」

　ばしいっ!!

　二つのバトンがぶつかり合う。ビームサーベルのように、スパークしながらつば競ぜり合あい。青白い電光があたりを照てらし、夜の大気を熱く焦がした。

「……歯がゆいねぇっ！　墜おちろっ！」

「ふもっふ、ふもっふ」

「ぬいぐるみ風ふ情ぜいが、よく言うっ！」

「ふもっ？」

　陽子が力ちから任まかせに、スパークするバトンをぐいぐいと押してきた。

「ぬうぅうぅ……！」

「ふもっふ……！」

　ボン太くんも容よう赦しやしない。全体重をかけて、若菜陽子を押し返す。体重で負けている陽子は、じりじりと背中を反そらした。

「うっ……く……！」

　彼女は巧たくみにボン太くんのバトンを反らし、その脇わき腹ばらに重たい膝ひざ蹴げりを入れた。

「ふもっ……！」

　姿し勢せいを崩くずし、吹き飛ぶボン太くん。茂みを突つき破やぶり、雑木林を飛び出す。そのまま林に面した道路の上を転がって、反対側の塀へいに背中からぶつかった。陽子がそれを追って林から姿を見せ、ゴムボール銃を突き出す。

　ちょうど道路を挟はさむ格かつ好こうで、若菜陽子とボン太くんは対たい峙じしていた。

「これで終わりよ！　覚かく悟ごなさいっ!!」

「ふもっふ……！」

　両者が互たがいに照しよう準じゆんを合わせる。

　その射しや線せんの間を──

「変態だってば！　助けて～～～～～っ!!」

　と、かなめが駆かけ抜けていった。馬男から逃げて来た、かなめである。

　はげしい戦いに没ぼつ入にゆうしていた宗介と陽子は、そんなことなど構かまいもしなかった。かなめが通り過すぎた直ちよく後ご、二人は同時に、銃の引き金を絞しぼる。

　どどん！

　その結けつ果か──両者のゴム弾は、かなめを追って、直後に射しや線せん上じように飛びこんできたお馬さんの変質者に、両側から命中した。

　顔面に。両側から。同時に。

　繰くり返すが、どちらの撃った弾も、ヘビー級ボクサーのストレート並みの威力だった。




　一分後。

　路ろ上じようにぐったりと横たわる黒コートの男。それをかなめと陽子、そしてボン太くんが見下ろしていた。

「これが問題の変質者。……じゃあ、こっちのこれは？」

　ようやく冷れい静せいさを取り戻し、肩で息した陽子が、かなめに聞いた。

「あたしの友達です。ね、ボン太くん？」

「ふもっふ」

「そう……。強いお友達がいるのね……」

　なにか悪夢でも見ているような顔で、陽子はつぶやいた。ボン太くんの銃じゆう刀とう法ほう違い反はんは気にもかけない。

　かなめはため息をついた。まったく、どんな『新兵器』かと思っていれば……。確かに、このぬいぐるみのおかげで、陽子が正体に気付いていないのは事じ実じつだが。

「…………」

　ボン太くんがかがみ込み、おもむろに馬男を揺ゆする。かぶりものをした変質者は、身じろぎして意い識しきを取り戻もどすと、つぶやいた。

「ぽに……？」

「ふもっふ」

「ぽに？　ぽに？」

「ふもっふ、ふもっふ」

「ぽにぃ……」

　ボン太くんが馬男の肩を、やさしく『ふもっ』と叩たたいた。かなめはその頭を後ろから乱らん暴ぼうに小こ突づいて、

「得え体たいのしれない問もん答どうで、わかり合うな！」

「ふもっふ……」

　短い腕うでで、頭をさすりながらボン太くんは後ろに下がる。気を取り直し、陽子が言った。

「……いずれにせよ、わたしの活かつ躍やくで犯人はこうして捕まったわけよ。良かったわ」

「若菜さん。あんた、暴あばれただけじゃ……」

　それには応こたえもせず、陽子はその場にかがみこむと、『馬男』のマスクを取り払はらった。中から現れたのは、別にどうということのない、平へい凡ぼんな顔だちの若者だった。

「う……うう」

　男ははじめてまともなうめき声をあげた。陽子はカッコよく警察手て帳ちようを見せて、

「変態さん。あなたを逮たい捕ほするわ。あなたには黙もく秘ひ権けんも弁べん護ご士しを呼よぶ権けん利りもありません。だからこの場で洗いざらいゲロしなさい」

「…………」

　この時かなめは、本気で『この人に宗介の正体がバレなくて良かった』と思った。

「う……そうなんですか。じゃあ喋しやべります」

　青年は朦もう朧ろうとしたままつぶやいた。

「言いなさい、どうしてこんな真ま似ねを？」

「だって……ポニーは最高じゃないスか。ショートのうなじの色っぽさ。ロングのしっとりとした女の子らしさ。一見矛む盾じゆんするこの二要よう素そを、完かん璧ぺきに兼かね備そなえてるんスよ……？」

　青年はせつなそうに力説した。

「だってのに……最近電車に乗ってると、もう全然ポニーの子見かけないもんだから……。オレはもう、悲しくて悲しくて」

「だから、こんな猟りよう奇き犯はん罪ざいを？」

「ええ……。だけど、刑事さん。オレは本ほん望もうっス。だってオレは、自分に正直に生きたんだから……。問題ないっス」

「そう。長くなるとは思うけど、ム所でも身から体だに気を付けなさいよ」

「はい。ご面めん倒どうかけます」

　そのやり取りを聞きながら、かなめはだらだらと額ひたいに脂あぶら汗あせを流していた。

（まちがってる……なにかが激しくまちがってるわ……）

　頭を抱かかえる彼女のとなりで、ボン太くんが腕うで組ぐみして、なにやら感かん心しんしたようにうなずいていた。





〈押し売りのフェティッシュ　おわり〉



















仁義なきファンシー











　度たび重かさなるいやがらせと、悪あく質しつな縄シ張　りマ荒あらし。数名の子分・食しよつ客かくを殺された挙あげ句く、大切な木き場ばに放火までされて──

　義ぎ理りに人んじ情ようの木き場ば政まさ組ぐみは、卑ひ劣れつな沖おき山やま組に怒いかりを爆ばく発はつさせたのであった。

　画面の中で、主しゆ演えんの健けんさんが渋しぶみたっぷりに言う。

『死んだオヤジさんの口くち癖ぐせだったな。「男の喧けん嘩かは一生に一度。命を捨てるつもりの喧嘩なら、許してやる」って……』

『兄あに貴き！』

『やるか……』

　そういうわけで、健さんとその子分たちは、敵てきのヤクザに捨て身の殴なぐり込みをかける。

　いや、もう、殺すわ殺すわ。

　その映画を観みていた千鳥かなめが、『なにもそこまでしなくても』と思うくらいに殺しまくる。クライマックスなので、味方もどんどん死んでいく。松まつ方かた弘ひろ樹き（若い！）も死ぬ。そして健さんが敵の親分を追い回し、ドスで思い切りブッ殺して、物語はあっけなく終わるのだった。

　登場人物は敵味み方かた問わず、ほとんど全ぜん滅めつ。

　なんとも救いのない結けつ末まつなのである。

「ヤクザ映画って、なんでみんな、こうなのかしらね……？」

　テレビの前で、かなめはつぶやいた。

　土曜の午後の生徒会室である。チャンネルを回したら放映していた古い任にん侠きよう映画を、だらだらと九〇分観てしまったのだ。

「……ああやって、ドス持って突とつ撃げきしてくだけなんて。もっとこう、敵をまとめて爆ばく弾だんで吹ふき飛ばすとか、親分だけ狙そ撃げきするとか、そういうスマートなやり方もありそうなもんだと思うけど」

　すると、横で黙もく々もくと書類仕事をしていた美み樹き原はら蓮れんが、わずかに小首をかしげた。

　しっとりとした黒くろ髪かみで、古風・端たん麗れいな風ふう貌ぼうの少女である。生徒会の書記を務つとめる、二年生だった。そのキャラクターから、『お蓮さん』と呼ばれ慕したわれている。

「まあ、そんな物ぶつ騒そうな……。千ち鳥どりさん。爆弾や狙撃だなんて、相さ良がらさんのようなことを言わないでください」

「うっ……」

　戦争ボケの問もん題だい児じ・相良宗そう介すけ。

　いやな喩たとえを出されて、かなめは言葉に詰つまった。

「それに……ドスは良いものなのです。銃チヤカなどに頼らず、あれを立りつ派ぱに使いこなしてこそ、男の貫かん目めが上がるというものなのですよ？」

　おっとりと、諭さとすように言う。かなめはすこしたじろいでから、

「実はお蓮さんって、ヤクザ映画ファン？」

「いいえ。特にそういうわけでもありませんけど……」

　穏おだやかにほほ笑えみ、蓮は答えた。

「…………。ま、いいか。それよりソースケは？」

　帰り支じ度たくをはじめながら、かなめは言った。相良宗介も、ついさっきまで一いつ緒しよに映画を観ていたのだ。それがいつの間にかいなくなっている。

「さっき携けい帯たい電話を持って、こそこそと廊ろう下かに出ていかれましたけど……」

「ふーん……」

　そのおり、扉とびらががらりと開く。

　宗介が浮うかない顔で生徒会室に戻もどってきた。

「どこ行ってたのよ。健さんの映画、終わっちゃったよ」

「そうか」

　覇は気きのない返事。映画などまったく関かん心しんがない様よう子すだ。彼は力なく椅い子すに腰こしかけ、肩かたを落とした。いつも通りのむっつり顔、への字口だったが──かなめの目には、どうも落らく胆たんしているように見えた。

「どうかしたの？」

「私し財ざいの投とう資しに失敗してな。いま、その知らせを受けたところだ」

「投資？　株かぶでもやってるの？」

「いや……旧きゆ知うちの武器商と、軍・警けい察さつ向むけの新しん装そう備びを開発してな。数々のハイテクを盛り込んだ、画かつ期き的てきな商品だったのだが……ほとんど買い手が付かなかった。ＦＢＩとマイアミ市警が買ってくれたほかは、さっぱりだったそうだ」

「ふーん……」

「売れ残りは、すべて俺おれが引き取ることになってしまった」

　かなめはからからと笑った。

「なんだかよく分かんないけど……まあ、人生、山あり谷ありよ。とにかく、元気を出す！　帰りに『おはいお屋』のトライデント焼きでもオゴってあげるから。ほら！」

　背中を叩たたいて、腕うでを引く。宗介はのろのろと立ち上がり、帰り支度をはじめた。

「お蓮さんは？　まだ帰らないの？」

「いえ……。ちょうどいま、終わりました。ご一いつ緒しよします」

　書類の束たばを片付けながら、蓮が言った。




　かなめと蓮と宗介の三人は、夕ゆう刻こくの商しよう店てん街がいの雑ざつ踏とうを歩いていった。買い物中の主しゆ婦ふでごった返す表通りを曲がって、細い道どう路ろ沿ぞいのたい焼き屋に寄る。

　名物のトライデント焼き（ヨーグルト味）を宗介に食べさせると、彼は無むひ表よう情じようで『うまい』と一言もらした。もし尻し尾つぽがついていたら、それをパタパタと左右に振ふっていることだろう。

「やっぱり犬なのよね……」

「ですね……」

「？　なんの話だ？」

　ほくほくとトライデント焼きをかじりつつ、宗介が怪け訝げん顔がおをした。

　そのおり──

「上じよう等とうじゃ、こン腐くされ極ごく道どうがぁ！」

　たい焼き屋のはす向かいの居い酒ざか屋やから、猛たけ々だけしい声がした。続いてガラスの割れる音。だれかの悲ひ鳴めい。

　出入り口の扉とびらが弾はじけるように開いて、二人の男がまろび出てきた。

　見るからに、『チンピラ～』といった風ふ情ぜいである。スキンヘッドの中年男と、リーゼントの若者の二人組だ。

「出てこい!?　勝負すっぞ、コラぁ!?」

　ビール瓶びんを片手に一人が怒ど鳴なる。すると居酒屋の奥おくから、六人ばかりの似たような連れん中ちゆうがどかどかと現れた。

　どうやらこの二人と六人とが、喧けん嘩かをはじめた様よう子すである。

「ってんな、っらぁっそ、コラぁ!?」

「っめ、って、っちこんかぁ？　あ!?」

「っらぁ！　ってっと！　っそぉ!?」

　聞き取り不ふ可か能のうの変な呪じゆ文もんを吠ほえまくって、男たちは殴なぐり合いをはじめる。通行人が逃にげ出し、看かん板ばんが叩たたき折おられ、居酒屋の店員があわてふためき──

「おおー、喧嘩だ。珍めずらしいわね……」

　たい焼きをほお張ばり、かなめが言った。他ひ人と事ごとなので、完全に野や次じ馬うまモードである。宗介も同様で、いつの間にか抜ぬいていた拳けん銃じゆうを、いそいそとホルスターに戻もどしている。

　かなめは彼に向かって、マイクよろしくたい焼きを突つき出した。

「プロの目から見ていかがです？　軍ぐん曹そう殿どの」

「なっとらんな。全員、動きが直ちよく線せん的てきだ。あれでは新しん兵ぺいのダンスの方がましだ」

　渋しぶい顔で宗介が答える。

「なるほど……。おーっと。ヤクザ屋さんにあるまじき大おお技わざ。アックス・ボンバーです。痛い。これは痛い。……ちなみにどっちが勝つと思います？」

「双そう方ほうに火か器きも技術もない。そうなると単たん純じゆんに、数の多い方が勝つだろう」

　のんきなやり取り。

　その一方で、蓮だけがおろおろとしていた。

「ははは。やっぱりお蓮さん、ああいうのは見てて怖こわい？」

「はい……困りました」

「いいじゃない。どーせヤクザ屋さん同士だし。好きにやらせておけば」

「いえ。ですが、そういうわけにも……」

　顔を曇くもらせ、蓮が口くち籠ごもる。

「？」

　そうこう言っているうちに、乱らん闘とうの結けつ末まつは宗介の予よ言げん通どおりになった。

　猪ちよ突とつ猛もう進しんするしか能のうのない二人組を、六人の方がケチョンケチョンにのして、蹴けたぐり回し、唾つばを吐はきかけ、ついでに財布の中身まで抜ぬき取ってしまう。とどめとばかりに、それぞれ数人がかりで相手を担かつぎ上げ、愛と友情のパワーボム。

　アスファルトに叩たたきつけられ、二人組は動かなくなる。

「けっ、シケてやがるぜ」

「これに懲こりたら、二度とワシらのシノギに口ィ出すな」

「わかっとんのか、おお!?」

　などと一通り罵ののしってから、六人組はげらげらと笑ってその場を立ち去っていく。その去り際ぎわに、チンピラの一人がこう言った。

「まったく美樹原組っちゅうのは、揃そろいも揃って根こん性じようなしばかりっスねぇ……ケケケ」

　それを耳にしたかなめの顔が、『は？』とこわばった。

「ミキハラ……組？」

　彼女は問うように、かたわらの蓮──美ヽ樹ヽ原ヽ蓮ヽ──の横顔を見やった。彼女はそれに気付きもせず、路ろ上じように横たわったチンピラ二人へと駆かけ寄る。

「柴しば田たさん……!?」

「お、おお……お嬢じようさん？」

　蓮に呼ばれて、スキンヘッドのヤクザ屋さんが苦しげにつぶやいた。

「こ……こいつぁ、みっともねえトコを見られちまった。は、はは……」

「柴田さん。お怪け我がはありませんか？」

　怪我だらけの男に、蓮は寄り添った。

「…………。いえ、ご覧らんの通りなんスが……。とりあえず、大だい丈じよ夫うぶでさぁ。いてて……」

　その男──柴田を蓮が助け起こす。

「いまの皆みなさんは？　お友達ですか？」

「お嬢さん、なにをおっしゃるンですかい。奴やつら、龍りゆう神じん会かいの連中ですよ」

「まあ。そうでしたか……」

　柴田が血の混まじった唾つばを、ぺっと吐はき捨て、涙なみだぐんだ。

「龍神会の奴ら……最近、うちのシマへのちょっかいが、ヒドくなってきやがって。組オ長ヤジが病気なのをいいことに。いまもそこの飲み屋から、別口のおしぼり代を搾しぼり取ろうってぇ、魂こん胆たんでしてね？　あっしらがナシ付けようとしたんですが……このザマでさ。まったく、情けねえ……。うっく」

「泣かないで、柴田さん。プロレスごっこに負けただけじゃありませんか……」

「すまねえ……。まったくすまねえ……」

　なんとなく噛かみ合わない会話。その後ろから、かなめが声をかけた。

「あ、あの。お蓮さん……？　そのー。この人たちは？」

「ええ。父の部下です。わたしの家は、小さな会社を経けい営えいしてまして……」

「か、会社……」

　……というより、それは『組』という奴なのではないか？　でもって、ここにいるのは『部下』というより、いわゆる『子分』という奴なのではないか……？

（つまりお蓮さんはヤクザ屋さんの娘むすめさん……!?）

　知り合ってから一年、いまのいままで知らなかった。かなめが青くなってざっと身を引くと、子分の一人、リーゼントの若者が、彼女を指さして出しぬけに叫さけんだ。

「あーっ!!」

「どうしたんでぇ、滝たき川がわ」

　柴田が眉まゆをひそめる。

「兄あに貴き、お忘れですかい!?　この女ですよ！　いつぞや遊ゆう園えん地ちで、兄貴や俺おれらにボン太くんをけしかけてきやがったのは……！」

『…………？……あっ』

　言われて、かなめと柴田は同時に、相手に見覚えがあることに気付いた。

「あ、あんたたちは……！」

「おめーは……！」

　互たがいが同時に身み構がまえる。宗介もすばやく、腰こしの後ろのホルスターに手を伸のばす。

　両者の反はん応のうには理り由ゆうがあった。

　かつてかなめと柴田たちは、ある遊園地でいざこざを起こしたことがあるのだ。このときかなめを助けたのが──遊園地の着ぐるみ『ボン太くん』に入った宗介だったのである。ボン太くんは獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せ、柴田たちを叩たたきのめした。徹てつ底てい的てきに。容よう赦しやなく。

　その相手が、まさかこんな近くで暮くらしていたとは……！

　油ゆ断だんなく鞄かばんを構かまえて、臨りん戦せん体たい勢せいに入ったかなめを、柴田たちがじーっとにらむ。

「な、なによ。やる気……!?　またボン太くん呼ぶわよ？　泣くまでふもふもしてもらうわよ？」

　ただのハッタリで彼女がそう言うと、二人は『はっ』とした。

「呼ぶのか……？　あんた、呼べるのか？」

「そ……そーよ。笛ふえを鳴ならすと飛んでくるのよ。ホントなんだから」

　しばし、二人のヤクザは凍こおり付く。

　若い方はたじろぐばかりだったが、柴田の方は、なにかを真しん剣けんに黙もつ考こうしている様よう子すだった。彼は一度、『よし』と大きくうなずくと、おもむろに両手を地面について──かなめの前に平へい伏ふくした。

「お嬢じようちゃんっ！」

「へ？」

「蓮お嬢さんのご学友とはつゆ知らず、いつぞやは、大変な失礼をいたしやした！　どうか……どうか許しておくんなさいっ！」

「あ……兄貴!?　いきなり、なにを？」

　かなめは元より、傍かたわらの若い方まで驚おどろいた。相手の意い図とがわからずに、かなめがうろたえていると、柴田は咽むせぶようにして叫さけぶ。

「失礼ついでに、たってのお願いがございやす！」

「お、お願いって？」

「へい！　実は──」

　柴田はその頼たのみを話した。

　それを聞いて、かなめは脱だつ力りよく感かんのあまり、その場で膝ひざを落としてしまった。




　七代目・美樹原組の組くみ事じ務む所しよは、泉せん川がわ商しよう店てん街がいから一キロほど離はなれた住じゆう宅たく街の片かた隅すみに建たっている。

　事務所といっても、ひっそりとした古い民みん家かだ。木もく造ぞうの平ひら屋やで、庭は広い。停とめてある車はトラックと、古い国産車だけだった。

　この家のあるじ、美樹原組組長・美樹原寛かん二じもまた、質しつ実じつな人ひと柄がらであった。

　短く刈かりこんだ、白しら髪が混まじりの頭。眉まゆは太く、頬ほお骨ぼねは高く、細い顎あごには一切、贅ぜい肉にくがない。病びよう床しようにあっても、その目に宿る不ふ屈くつの光は、決して衰おとろえてはいなかった。

　寝ね床どこから半身を起こし、庭の植木を黙もく然ねんと眺ながめていた寛二親分のもとに、一ひと人りむ娘すめの蓮がやってきた。若頭の柴田も一いつ緒しよである。

「お父さん。お薬の時間ですよ」

「おう、いつもすまんな……」

　エプロン姿すがたの蓮は、湯ゆ呑のみにとくとくと茶を注つぎ、まず、錠じよう剤ざいを差し出す。受け取り、ぬるめの茶で薬を飲み下すと、寛二が何度か、せき込んだ。
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「お父さん……!?」

「大だい丈じよ夫うぶだ……げほっ。いや、大丈夫」

「気をつけてくださいね。お布ふ団とんにお茶の染しみがつくと、洗い落とすのが大変なんです」

「…………」

　寛二が肩を落とすのに気付きもせずに、控ひかえていた若わか頭がしらをちらりと見る。

「それはともかく……。柴田さんが、お父さんにお話があるそうです」

「……なんでえ、柴さん」

　若頭の柴田は、三〇過ぎの男だった。忠ちゆ義うぎ心しんにあつく、一本気な質たちなのだが、酒さけ癖ぐせが悪い上に喧けん嘩かっぱやい。今日も、つるりと剃そりあげた頭に包ほう帯たいを巻き、顔のあちこちに絆ばん創そう膏こうを貼はりつけている。

　寛二は柴田をぎろりと睨にらみつけた。

「また酔よって喧嘩かい？　いい加か減げんにしな。お前さんがそれじゃあ、若い衆しゆうに示しがつかねえだろう」

「へ。それは……」

「男の喧嘩は、一生に一度で充じゆう分ぶんよ。それをお前さんは、週に一度はやってやがる。言ってみりゃあ、人生の大安売りよ。ガキも五歳になったってのに、みっともねえと思わねえのか、ええ？」

「へい。ですが……これは、いつもの奴やつとはちょいと事じじ情ようが違ちがいまして」

　恐きよう縮しゆくしながらも、柴田は抗こう弁べんした。

「どう違うんでえ」

「龍神会の連中でさ。やつらきのうも、うちのシマを荒あらしにきやがって……」

「む…………」

　龍神会。近ちか頃ごろ、勢せい力りよくを伸のばしてきた新しん興こうの暴ぼう力りよく団だんである。関東一円を支配する広こう域いき暴力団・角かど山やま組ぐみの後ろ盾だてを受けて、強ごう引いんなシノギで暴ぼう利りをむさぼっている。

　寛二の美樹原組は、組員わずか七名の弱小やくざであったが──江え戸ど時代から守ってきた歴史と格かく式しき、義理人情を重んじる伝統のおかげで、周しゆ囲ういの親分衆からは、ひとかどの敬けい意いを払はらわれている。その美樹原組のささやかな縄シ張　りマにまで、龍神会の魔ま手しゆが伸びてきたのだ。

「親オヤ分ジ。こう言っちまうのもなんですが……正直、あっしらだけじゃあ、シマを守りきれませんぜ。もちろん心ここ意ろい気きじゃ、あっしも若い衆も龍神会の連中にはひけをとらねえ。ですが、いかんせん数が違いすぎますわ。このままじゃ太た刀ち打うちできない……そのことが、きのうは骨ほね身みに染みました」

「ふむ……」

「そこで……物は相談なんですがね？　ちょいと、ここらで用よう心じん棒ぼうを雇やとってみるのはどうか、と。ちょうど、めっぽう腕うでの立つお方と知り合ったばかりでして」

　用心棒。それは良い手かもしれない。寛二は身を乗り出して、

「強いのかい」

「へい、それはもう。なんでも長い間、外国で兵隊をやってたとかで」

「ほほう……」

「実は親分。もうそのお方を呼んであるんでさ。とりあえず、お会いになってくださいよ」

「急な話だね。……ま、いい。会うよ」

「へっ。善は急げ、ってことで……」

　柴田は一度礼をすると、庭に面した縁えん側がわから、玄げん関かん口ぐちの方へと叫さけんだ。

「先生っ！　組長がお会いになります！　どうぞこちらへ！」

　ややあって、その『先生』が庭に回ってくる。

　つつじの茂しげみの向こうから、その姿を見せたのは──

　一いつ匹ぴきの変なぬいぐるみだった。

　ずんぐりとした、まだら模も様ようの二頭身。犬なんだかネズミなんだか、よくわからない頭。丸くて大きな二つの瞳ひとみ。おしゃれな帽ぼう子しと蝶ちようネクタイ。

　後ろには、蓮と同おない歳どしくらいのきれいな娘むすめが付き従っている。

　そのぬいぐるみは、寛二親分の前までのしのし歩いてくると、ひとこと、言った。

「ふもっふ」

「…………」

「親分。用よう心じん棒ぼうのボン太くんでさ」

　柴田が紹しよう介かいした。

「で、後ろにいる娘さんは、通つう訳やくの千ち鳥どりかなめさんです」

「どーも。よろしく」

　かなめがぺこりと一礼する。ボン太くんも一いつ緒しよになって頭を下げ、なにやら口こう上じようを述べ出した。

「ふもふもふもっふ、ふもー。ふもっふ、ふもっふ」

「えー……。ボン太くんはこう言ってます。『お目にかかれて光こう栄えいです、組長。戦せん闘とうインストラクターなら、自分にお任せを』」

　かなめが同時通訳する。

「ふもふもっ、もっふる、ふもっふ──」

「えー。『あなたの部下を、一人前の戦士に育ててご覧らんにいれましょう。案ずることはありません。自分はプロフェッショナルです』」

　黙だまって聞いていた寛二親分は、ぽつりと口を開いた。

「あのな……」

「へい」

　次の瞬しゆん間かん、寛二は寝ね床どこから『ばっ！』と跳はね起きて、そばに置いてあった長ドスをつかむと、それをずんばらり、と抜ぬき放った。

「親分……!?」

「お父さん……？」

　凶きよう行こうの予感に、たちまち座ざが緊きん迫ぱくした。

「柴田よ……。病人をなぶるにしちゃあ、ずいぶんと手のこんだ悪いた戯ずらじゃねえか、ええ？　だがな……俺おれとて、『仏ぶつ滅めつの寛二』とまで呼ばれた極ごく道どうよ。子に舐なめられて、からかわれるまま、小さくなってるほどお人よしじゃねえんだっ!!」

　寛二は肩かたを震ふるわせて、しゃがれた声を張はり上げる。

「お、親分……！」

「覚かく悟ごしな、この親不孝モンがっ！」

　後じさる柴田めがけて、寛二は長ドスで切りかかる。

　あわやというところで──

「ふもっふ！」

　風のごとく、床とこの間まへ踏ふみ込んできたボン太くんが、寛二に鮮あざやかな跳とび蹴げりを極きめた。

「がっ……！」

　親分は吹ふき飛ばされ、ふすまを突つき破り、廊下の壁かべに激げき突とつする。

　華か麗れいに着地し身を折っていたボン太くんは、ゆらりと立ち上がってから、動かなくなった組長に向かって不ふ敵てきに告げた。

「ふもふも。ふもっふ……」

「『落ち着きなさい、親分さん……』」

　かなめはあくまで通訳に徹てつする。

「ふもっふ、ふもっふ。ふぅも、ふぅもぉ。もっふる」

「『人を外見で判はん断だんしてはいけない。戦場では、それが命取りになる』」

「こっ……このぬいぐるみ風ふ情ぜいが……」

　寛二は長ドスを杖つえ代がわりに立ち上がろうとしたが──

「しかし……確たしかに、強い」

　うめくと、がっくりとくず折おれた。




　その後、寛二親分は寝ね床どこに伏ふせ、ひとこと、柴田に『好きにしな』と言った。なんとなく、捨すて鉢ばちな感じである。

　あとで親分は『これで七代続いた組も、おしまいよ……』などと枕まくらを涙なみだで濡ぬらしたのだが、それは余人の知るところとはならなかった。

　ともあれ、こうしてボン太くんは美樹原組の用心棒となったのである。

　中に入っているのは、無む論ろん、宗介だ。

　ボン太くんに内ない蔵ぞうされた電でん子し装そう備びを起き動どうすると、変なボイスチェンジャーがなぜか勝手に作動してしまうので、かなめが通訳として同行している。彼女が小型の無む線せん機きを持ち、イヤホンで宗介の声を聞き取る、というからくりである。

　ボン太くんの指し示じで、美樹原組の若衆が庭に集められた。柴田を含ふくめてわずか七人だ。

「ふもっふ！」

　若衆の前で、ボン太くんが叫さけんだ。

「……なんて言ってんですかい？」

「『整せい列れつ』だそうです」

　かなめの説明で、七人の組員がのろのろと並ならぼうとする。するとボン太くんは、どこからともなく拳けん銃じゆうを取り出し、彼らの足下めがけて発はつ砲ぽうした。

　ぱかんっ！　ぱかんっ！　ぱかんっ！

「わわっ……！」

「な、なにをなさるんで!?」

　みっともないタップダンスを踊おどり、組員たちは悲ひ鳴めいをあげた。

「ふもふも。ふもっふ、ふもっふ、もっふる──」

「えー……。『この拳銃は、ノリンコＴ54という敵てきの主力武器だ。この銃じゆう声せいと威いり力よくを、よく覚えておけ』」

　中国製のトカレフである。安価で手入れもしやすく、扱あつかいも簡かん単たん。まことに、日本のチンピラ向きの武器なのであった。

　さらにボン太くんは続ける。

「ふもっふ。ふもふも。ふぅも、ふぅも。もっふる、ふもふも──」

「『貴き様さまら一人一人は、どうしようもない役立たずのクズどもだが──然しかるべき訓くん練れんを受け、俺の編へん成せいに従えば、いかなる作戦も遂すい行こう可か能のうになる。そのつもりで真しん剣けんに──』……って」

　刺さすような視し線せんが自分に集まっていることに気付いて、かなめは口ごもった。

「怖こわい顔しないでください。あたしじゃなくて、ボン太くんが言ってるんですよ？」

「いや、すまねえ……」

　わざと泣きそうな顔をして見せると、組員たちは赤面し、うつむいた。そろって、照てれた様子である。

　意い外がいに純じゆん情じような人たちだなー、とかなめは内心で思った。

「ふもっふ！　ふもっふ！」

「『まずは基き礎そ体力だ。町内を一周！』」

「へい。それじゃあ……」

　ぱかんっ！　ぱかんっ！

「ひっ……」

「ふも～～～～～～～～～～～～！」

「『急げ』だそうです」

　ボン太くんの拳銃に追いたてられて、組員たちは先を争うように走り出した。
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　それから一週間。放ほう課か後ごに通い詰づめで行われた美樹原組の特とつ訓くんは、なかなかうまくいかなかった。

　この組員たちときたら、人の話をまるで聞かないのである。

『常つねに周しゆ囲うい三六〇度を警けい戒かいし、敵てきを倒たおすときは声を出すな』

　……そう教えても、組員たちは真正面を見み据すえ、雄おたけびをあげつつ走り出す。格かく闘とう術じゆつの基本を教えてやっても、彼らはけっきょく、コンバット・ナイフを腰こしだめに構えて、『命タマとったる』と突とつ撃げきするのだった。

「ふもっふ！　ふもふも、ふもっふ！」

「『いい加か減げんにしろ。戦う時は頭を使え』だそうです」

　通つう訳やくのかなめがその旨むねを伝えると、組員たちは困こん惑わく顔がおを浮うかべた。

「ですが先生。どうしても考えるより先に、体が動いちまうモンで……」

「ふもふも。ふもっふ、ふもふも」

「『ふざけるな。街のチンピラではあるまいし』」

「いえ。街のチンピラなんですが……」

「ふもっ……」

　ボン太くんの中で、宗介は焦しよう燥そうした。

（いつぞやのラグビー部は臆おく病びよう者ものぞろいで困ったが……。今度の連中はその反対だ）

　血の気が多い分、それだけに始し末まつが悪い。

　宗介が彼らに戦いのイロハを教えているのは、それが抑よく止しり力よくにつながると考えたからだ。なにも相手より強くなる必要はない。『屈くつ服ぷくさせるには高くつく相手だ』と敵に認にん識しきさせるだけで充じゆう分ぶんなのである。これは弱小国家から、学校のいじめられっ子まで、すべてについて有ゆう効こうな生せい存ぞん戦せん略りやくの一つだった。

　ところが、この美樹原組の連中ときたら。

「先生。あっしらも、ずいぶんとマシになってきたでしょうが？」

「これなら龍神会の連中も、一いち網もう打だ尽じんにできますぜ。へっへっへ……」

　一週間の訓練で、変な自信だけつけてしまったのだった。実情は弱いままなのに。

「ふもっふ」

　ボン太くん（宗介）は厳きびしく告げた。

「『勘かん違ちがいするな』だそうです」

「ふもふも、ふもっふ、ふもっふ」

「『お前たちなど、まだまだかわいいヒヨッコだ』と」

「先生に『かわいい』って言われても……」

「ふもっふ。もっふる。ふもっ、ふもふも。もっふる、もっふる──」

「『だまれ。俺が〝いい〟というまで、敵との交戦は絶ぜつ対たいに避さけろ。これは命令だ』だって」

「はあ……」

「ふもっふ！」

　ぱかんっ！

　中国製トカレフを空に向かって発はつ砲ぽうする。

「『わかったな!?』だって」

　組員たちは背せ筋すじを伸のばして、『りょ、了りよう解かいいたしやした！』と辛かろうじて答えた。




　その特とつ訓くん風ふう景けいを、遠くのビルの屋上から監かん視ししている一団がいた。

　いかにもなチンピラ風のネックレスや、ワニ皮のブーツ、スモーク入りの高こう級きゆう眼め鏡がね。一人残らず、悪役顔だ。

　龍神会の構こう成せい員いんである。

「くっくっ……。美樹原組の奴やつら、なにを始めたかと思えば」

「ぬいぐるみとお遊ゆう戯ぎとは」

「『仏ぶつ滅めつの寛二』も地に堕おちたな……」

　口々に言って、男たちは冷ややかに笑った。

「うちの警けい告こくを何度も無む視ししやがって。少々、痛い目に遭あわせるのが足りなかったな」

「へい、まったくで。ここはいっそ、もっと手ひどい思いを味わわせてやるべきかと」

「ふん……。言ってみな」

「あそこの組長には、年とし頃ごろの一ひと人りむ娘すめがいたじゃあ、ありませんか。その娘を……」

「ほほう……？」

「いろいろと。うれしくて、おもしろいやらしいことを……クックック」

「ぐふふふ……。このエッチめ」

　男たちの顔が下げ世せ話わに歪ゆがんだ。




　美樹原組に雇やとわれて八日目の土曜。

　午前の授業が終わると、宗介はかなめたちと一いつ旦たん別れ、自分のマンションへ、ボン太くんを取りに戻もどった。かさばる装そう備び一式を背せ負おって、組事務所のそばの公園まで来ると、トイレの後ろでいそいそ装着する。

　システムを起動。

　センサー類、良好。駆く動どう系けい、良好。通信機器、良好。ボイス・チェンジャーは──どういじっても、いつも良好。

「ふもっふ（よし……）」

　近所の小学生たちに突つかれながら、ボン太くんは組事務所へと向かった。

　玄げん関かん口ぐちをくぐると、組員たちが血けつ相そうを変えて駆かけ寄ってくる。

「あ！　せ、先生……っ！」

「ふもっふ？（どうした）」

「お……お嬢じようさんと、かなめちゃんを学校に迎むかえに行ってた滝たき川がわが……。いま転がりこんできやがって──」

　若わか頭がしらの柴田はひどく動どう揺ようした様子で、要よう領りようをえない。しかし、ほかの組員たちに取り囲まれ、介かい抱ほうされていた若わか衆しゆの一人──滝川の姿すがたがそれを雄ゆう弁べんに語っていた。

「…………！」

　全身ぼこぼこ。血だらけ、傷だらけなのである。とどめとばかりに、額ひたいにマジックで『肉』とまで落書きされている。

「せ、先生……。か、帰り道で……覆ふく面めんした連中にいきなり襲おそわれて……」

　滝川は息も絶たえ絶だえ、涙なみだながらに言った。

「すまねえ……先生。お嬢さんとかなめちゃんが……かどわかされちまった……。くっ。先生の……お、教えてくれた通りに、あっしも必ひつ死しで戦ったんですが……」

「ふもっふ……（そうか……）」

「や、奴やつら……覆面はしてたが、龍神会の連中にちがいねえ。先生。どうか……どうか、お嬢さんたちを助けておくんなさい……！」

　ボン太くんのもこもこした手を鷲わしづかみにして、滝川は男泣きした。つられて、ほかの組員たちも涙ぐむ。

「ふも……（むう……）」

　かなめたちが誘ゆう拐かいされたと聞いて、宗介は焦しよう燥そうにかられた。

　一いつ刻こくも早く救出しなければならない。だが龍神会の構成員は四〇人である。たとえ宗介でも、一人では手加減して勝てる数ではない。分ぶん隊たい支し援えん火か器きと指し向こう性せい散さん弾だん地じ雷らい、グレネード・ランチャーと高こう性せい能のう爆ばく薬やくを駆く使しすれば、殲せん滅めつできないことはないのだが──はっきりいって、血の雨が降って死体の山が築きずかれるのは必ひつ定じようであった。

　少しでも味方がいれば、流血の少ない作戦も立てられるのだが……。

　それを察さつしてか、柴田が言った。

「先生……！　もちろん、あっしらもお供ともしやすぜ。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいかもしれやせんが……。捨て身の覚かく悟ごで、やらせていただきます」

「そうだ。やってみせますぜ」

「おれもだ。死んでもお嬢さんを……！」

　若衆が口々に叫さけぶ。

「ふもっ……（だが……）」

　宗介は考えあぐねた。

　この連中は、弱い。遮しや蔽へい物ぶつの有ゆう効こう利り用ようや、隠おん密みつ接せつ敵てきさえできないのだ。連れていっても、犬死にするのは明らかだった。さりとて、自分一人では……。

（なにか適てき切せつな装そう備びがあれば……。いや？）

　そうだった。

　あるではないか。いい装備が。先日に開発して、販はん売ばいに失敗したばかりの──

「ふもっふ。ふも（付いて来い。急げ）」

　ボン太くんは手て招まねきして、組のトラックへと走り出した。




　黒くろ塗ぬりのベンツに押おし込まれて、かなめと蓮は、街のはずれの大きな屋や敷しきへと連れて行かれた。

　おそらく、自分たちを拉ら致ちした連中のアジトだろう……かなめはそう見当をつけた。門や庭、邸てい内ないのあちこちに、その筋すじとおぼしき男たちが、うろうろとしている。警備は厳げん重じゆうで、堂どう々どうとサブマシンガンを肩かたに提さげているような者までいた。

　小こ突づかれるようにして、二人はじめじめした地下室に放ほうり込まれる。

　肩かたを落として、かなめはつぶやいた。

「……とほほ。どうしてあたしって……こう、悪党に捕とらわれることが多いのかしら」

「まあ……。かなめさんは、こういう経けい験けんが豊ほう富ふなのですか？」

　自分の窮きゆう地ちがいまいち分かっていないのか、蓮がのんびりした声で言った。

「うん。どこのバカのせいかは見当がついてるけど……」

「大変ですねぇ……。どうか、これからもお気をつけて」

「人の心配してる場合じゃないでしょ……」

　一時間ほどして、その地下室に数人の男が入ってきた。

「おぉ……。なるほど、きれいなお嬢じようさんたちだ」

　先頭に立った一人が、感かん嘆たんの声を漏もらした。緑のベストを着け、眼め鏡がねをかけ、首にタオルを巻いた男である。

「あのー。あなたは？」

「龍神会の組長、菅すが沼ぬまです。ちなみに祖そ父ふは、なぜか英軍の駆く逐ちく艦かんに乗ってました。まあ、誰だれにもわからないネタなんだけどね」

　投げやりに言って、菅沼は手にしたビール瓶びんをラッパ飲みした。変な組長である。

「はあ……。いちおう聞きますが、あたしたちを、どうするおつもりで？」

　たずねると、菅沼は笑った。

「決まってます。お約やく束そくです。美樹原組の皆さんに、縄なわ張ばりから手を引いてもらう材料になっていただこうと。……ふふ」

「材料。それって、もしかして……」

　何人かの男たちが、地下室にいくつかの機き材ざいを運び込んだ。照しよ明うめ器いき具ぐやビデオカメラ、そして──メイドさんや巫み女こさん、看かん護ご婦ふなどの制服の数々。

「…………！」

「まずは彼らに、我われ々われが本気だということを、知ってもらう必要があると思いましてね。ふふふ……。おい、工く藤どう、清せい野の！」

　菅沼が指をぱちんと鳴ならすと、数人の男たちが、両手をにぎにぎさせて、かなめたちににじり寄った。

「ちょ……ちょっと？」

「あの。これは一体……？」

　狼ろう狽ばいするかなめと、事じじ情ようのわからない蓮。その二人を、龍神会の連中はにやにやしながら組み伏ふせようとして──

　そのとき、遠くで轟ごう音おんがした。

　地下室の天てん井じようが震ふるえて、埃ほこりがぱらぱらと降ってくる。この邸てい宅たくのどこかで、爆ばく発はつかなにかが起きたような音だった。

「……なんだ？」

　菅沼は眉まゆをひそめ、そばの舎しや弟ていたちに『様よう子すを見て来い』と命じた。




　邸宅の正門付ふ近きんでは、悲鳴と怒ど号ごうが渦うず巻まいていた。

　門を突つき破って、五トントラックが敷しき地ち内ないに飛びこんできたのだ。

　トラックはそのまま疾しつ走そうし、屋敷の正面玄関に突つっ込んだ。壁かべが粉こな々ごなになって、瓦が礫れきと煙けむりを巻き上げる。

「何なに事ごとじゃあ!?」

　警備の組員たちは銃じゆうを抜ぬき、怒ど鳴なり合いながら、そのトラックへと殺さつ到とうした。

　だが、運転席は無む人じんだった。

　だれもいない。当とう惑わくしながら、組員たちは辺あたりを見回し──一人、また一人と、破は壊かいされた正門の方角に、視し線せんを釘くぎ付づけにした。

「なに……？」

「あ、あれは……!?」

　突とつ風ぷうを受け、渦うずを巻き、ゆっくりと晴れていく煙けむりの向こうに、七つの影かげがあった。

「!?」

　そろって、ずんぐりとした二頭身だ。

　犬だかねずみだかわからない頭。らんらんと、赤く輝かがやく二つの目。

　重じゆ武うぶ装そうした、七なな匹ひきのボン太くんであった。

　彼らは手に手に強力な火器をたずさえ、怒いかりのオーラで大気をいびつに歪ゆがませていた。

「ふもぉ……」

　真ん中のボン太くんが、もこもこした手をさっと挙あげた。両りよう脇わきの六匹のボン太くんが、手にした武器を龍神会の組員たちに向ける。散さん弾だん銃じゆう、ライフル、サブマシンガン、ガトリング砲ほう、グレネード・ランチャー……。

「ふもっふ！」

　あらゆる武器が、火を吹ふいた。

　催さい涙るい弾だんやゴム弾、電気銃の閃せん光こうが、男たちへと襲おそいかかる。

「がっ!?」

「ごお……」

「ごほっ、ごほっ……！」

　次々と倒たおれていく男たち。嵐あらしのようなその猛もう攻こうに、龍神会は総そう崩くずれになった。一いち陣じんの風となったボン太くんズは、修しゆ羅らのごとく屋や敷しきへ殺さつ到とうする。

「おんどりゃあっ！」

　正面ホールにいた組員の一人が、一匹のボン太くんに向かってトカレフを全弾撃うち込んだ。普ふ通つうの人間ならば、即そく死ししているところだったが──ライフル弾さえストップする、超ちようアラミド繊せん維いの防ぼう弾だん毛け皮がわは堅けん牢ろうであった。

「ふもふも……ふもっふ」

　非ひ力りきな銃弾など物ともせず、ボン太くんは不ふ敵てきに笑って、その組員にゴム弾をしこたま叩たたき込む。『そんなぁ』と泣きながら、男は吹き飛んでいった。




　ボン太くんズは、圧あつ倒とう的てきな強さで屋内を掃そう討とうしていく。

　ドアや壁の陰かげに隠かくれた敵てきでさえ、ボン太くんたちからは逃のがれられなかった。宗介が美樹原組に供きよ与うよした『量りよう産さん型がたボン太くん』には、体温を感かん知ちする赤せき外がい線せんカメラや、人間の心音を拾ひろい上げる低てい周しゆ波うはセンサーが装備されている。さらにＡアーム・Ｓスレイブの操そう縦じゆうシステムを応おう用ようした、筋パワ力ー・補アシ助スト機き能のうまで備そなえており──着用したものは、その重みさえ感じることはない。

　しかも、この防ぼう弾だん性せい能のうだ。いまも味方には、一人の負ふし傷よう者しやさえ出ていない。

（……やはり使えるではないか。なぜ売れなかったのだろう？）

　どう考えても、わからない。試し作さく型がたの中で、宗介は首をひねっていた。

　ベルギーの武器商と組んで開発した、この強きよ化うか服ふく。強しいて問題点を挙あげれば、試作品と同じ型のボイス・チェンジャーを接せつ続ぞくしないと、なぜか電でん子し機き器きがうまく動かないことだけだった。

　宗介率ひきいる突とつ入にゆう班はんは、部屋という部屋を、次々に掃そう討とうしていく。

「ふもっふ（クリアー）」

「ふもっふ！（クリアー！）」

「ふもっふ（クリアー）」

　無む線せん越ごしに、突入した組員が報ほう告こくした。

　捕とらえた敵てきの一人を締しめ上げて、かなめたちの居い場ば所しよを聞き出し、地下室へ。

「ふもっふ、ふも！（アルファ、ＧＯ！）」

　ばぁんっ！

　指向性爆薬で扉とびらを吹ふき飛ばし、ボン太くんズは室内に踏ふみ込んだ。

　中では龍神会の組長が、かなめと蓮を盾たてにして立っていた。手には拳銃を握にぎっている。

「ば、馬ば鹿かな。ボン太くんだと!?　俺の部下が、ボン太くんで全ぜん滅めつ……!?」

　突入してきた数匹を見て、男が恐きよ怖うふの悲鳴をあげた。その額ひたいにぴたりと銃口を向けて、宗介は告げる。

「ふぅも、ふぅも。ふもっふ（逃にげ場はない。降こう伏ふくしろ）」

「……たぶん、『降参しろ』って言ってますけど」

　人ひと質じちのかなめが、妙みように淡たん白ぱくに通訳すると、その組長は悲ひ痛つうな叫さけび声をあげた。

「ふ、ふざけるな！　ぬいぐるみ衆に負けたとあっちゃあ、ほかの極ごく道どうに舐なめられる。この渡と世せい、シノいでいけねえんだよっ!?」

「ふもっふ……（そうか……）」

　宗介は正せい確かく無む比ひの射しや撃げきで、相手の顔面にゴム弾だんを叩たたき込んだ。

「ぐはっ……！」

　倒れた組長を見下ろして、ボン太くんは冷れい酷こくに告げた。

「ふもふも、ふもっふ。ふぅも、ふもっ（貴き様さまは一つ、ミスを冒おかした。敵の戦力は過かし小よう評ひよ価うかしないことだ）」

「な、なに言ってるか、わかんねー……」

　つぶやいて、龍神会の組長は悶もん絶ぜつした。




　ボン太くん部隊が撤てつ収しゆうした直後、『匿とく名めいの通つう報ほう』を受けた警官隊が殺さつ到とうしてきた。

　その結果──屋や敷しきに隠かくされていた銃じゆ器うきや覚かく醒せい剤ざいが明るみに出たり、裏金の帳ちよ簿うぼが見付かったりして、あっという間に龍神会は壊かい滅めつしてしまった。

　恐きよ怖うふのあまり、『ボン太くんが、ボン太くんが……！』とうわ言のようにつぶやく組員たちに、警察はほとほと困こまり果てた（ただ一人、噂うわさを聞いた泉せん川がわ署しよ・交通課のある婦ふ警けいが、『奴やつだわ。また奴が出たのよっ！』とつぶやいた）。

　関東一円を納おさめる角かど山やま組ぐみは、ぬいぐるみ風ふ情ぜいに潰つぶされた経けい緯いを聞いて、龍神会を破は門もんしてしまった。それでも評ひよう判ばんは口づてに広まり、しばらくの間、関東の極道界ではボン太くんが畏い敬けいの対たい象しようとなった。

『あの龍神会が、ボン太くんに……!?』

『ボン太くんには気をつけろ』

『ボン太くんには逆さからうな』

　……てな調子である。

　こうして問題は丸く収まるのだが──




「なんか、情けない助けられ方なのよね……」

　量りよう産さん型がたボン太くんを脱ぬいだ柴田が運転する帰りのトラックの車中で、かなめはぼやいた。

「確たしかにこないだは、極道映画観みて『全ぜん滅めつは救われない』って言ったけど。突っ込んでくるのが健けんさんじゃなくて、大量のボン太くんってのは、どうも……」

　どうにも不ふ満まんがぬぐえないかなめの横顔を見て、蓮はにっこりと笑った。

「そうですか？　わたしはいいと思いますけど。みんな、かわいいし……ふふ」

「ああ、そう……」

　ため息をつく。

　一方、トラックの荷に台だいでは、そのボン太くんズが勝利の凱がい歌かをあげていた。

「ふもっふぅー！　ふもっ！　ふもっ!?」

「ふぅもふぅも。ふもぉ～？」

「ふも、もっふる！　ふもっふぅ！」

　明るいが、なんだかわけのわからない笑い声が、夕ゆう刻こくの町内にこだましたのだった。




　　　　●




余談───

［数週間後、アメリカの某ぼう局きよくニュース番組から］

キャスター：

『……本日夕方ごろ、マイアミ南部のショッピングモールにて、大だい規き模ぼな麻ま薬やく密みつ売ばい人にんの摘てき発はつが行われました。市警察は容疑者八名を逮たい捕ほし、コカイン五〇キロを押おう収しゆうしました。市警本部長の会見によれば、捜そう査さチームは今回の摘発において、特別予算で購こう入にゆうした新しん装そう備びを使用したとのことです。この装備を着用した捜査員は、銃じゆ器うきで武装した犯人グループを〝きわめて迅じん速そくに制圧〟し、〝効果的に戦意を喪そう失しつさせた〟そうです。……当番組のリポーターは、摘発直後の現場で、新しん装そう備びを着用した捜そう査さ員いんにインタビューすることに成功しました。こちらがその映像です──』

リポーター：

『（マイクを向け）大おお手て柄がらですね。危険は感じませんでしたか？』

捜査員：

『ふもっふ！』


〈仁じん義ぎなきファンシー　おわり〉



















身勝手なブルース











　個性的で活かつ発ぱつなタイプではあるが、さりとてどの学校にもいそうな──そんな若者。

　それが小お野の寺でら孝こう太た郎ろうであった。

　通つう称しようは『オノＤ』。

　深い意味はない。だれかがなんとなく使い出し、みんなもそう呼ぶようになった。それだけのあだ名だ。

　背は高めで、肩かた幅はばが広い。日に焼やけた肌はだと、濃こい眉まゆ、細い目。スポーツ刈がりの髪かみは黄色くしている。彼が所しよ属ぞくするバスケ部の連中は、『デニス・ロッドマンかよ』だのと笑うが、自分ではなかなか似に合あっていると思う。

　その日の昼休み、孝太郎は教室でまったりとした時間を過すごしていた。

　外はどしゃ降ぶりの雨だ。

　教室の隅すみに放ほう置ちしてあった、きょう発売の青年漫まん画が誌しをだらだらと読む。格かく闘とうもの、冒ぼう険けんもの、エッチもの……あれやこれや。一通りの連れん載さいを読み終えて、ぱらぱらと巻頭カラーのグラビアを眺ながめる。

　写っているのは、いわゆるセクシー・アイドルというやつだった。はちきれんばかりの肢し体たいに、シャープな顔立ち。扇せん情じよう的てきな脚きやく線せんと、挑ちよう発はつ的てきな視し線せんが印いん象しよう的てきな美女だった。

「いいよなー」

　ぼそりと、孝太郎はつぶやいた。

「こういう大人っぽい女。どどーん、とさ。出るとこ出てて。ミステリアスで、なんでも知ってそうな感じでよぉ。うーん……」

「どれ？　ああ、この人かー」

　弁べん当とうを食べ終わった風かざ間ま信しん二じが、横からグラビアをのぞき込んで言った。

　信二は孝太郎のクラスメートだ。坊ぼつちゃん刈りのさらさらヘアーに、フレームレスの眼め鏡がね。小こ柄がらで運動もからきしダメなタイプなのだが、なぜかクラス内では孝太郎と親しい。

「風間、知ってんのかよ？」

「うん。最近売れてるみたいだし。しかも現げん役えきの女子大生らしいよ。慶けい応おうだったかな」

「はーっ。ついでに頭もいいのか。俺おれじゃあ手に負えないなあ。困ったぜ」

「なんで君が困るのさ……」

　信二は渋しぶい顔をしてから、ふとなにかに気付いた様子で、眼鏡の位置を直した。

「そういえば……このタレントって、なんとなく千ち鳥どりさんに似にてない？」

「千鳥に？　うーん……」

　確たしかに、シャープな目鼻立ちや体つきは、似ているかもしれない。千鳥かなめのこういう水着姿すがたは見たことがないが、ぐいっとくびれた腰こしつきや、豊ゆたかなバストも、彼女のイメージを彷ほう彿ふつとさせる。

　孝太郎がそう思った直後、廊ろう下かから──

「死・ん・でっ！　反はん省せいしろ───っ!!」

　がしゃあんっ！

　教きよう卓たく側がわの扉とびらを突つき破やぶって、一人の男子生徒──相さが良ら宗そう介すけが教室に転がり込んできた。

「うおっ……」

「なにが『治ち安あん維い持じ』よ!?　なにが『効こう果か的てき』よ!?　もー、いい加か減げん、そういうパターンから決けつ別べつしなさい！」

　……と、怒ど鳴なりながら教室に踏ふみ込んできたのはかなめである。教卓に激げき突とつして、よろよろと身を起おこす宗介の首根っこを、彼女はむんずとつかみあげた。

「なかなか苦しいぞ……」

「うるさいっ！　あんたみたいなサイテー野や郎ろうなんか、さんざん苦しみのたうち回って、最後はパーになって東京音おん頭どでも踊おどってればいいのよ！　さあ踊るがいい、狂きよう気きの舞まいを！　踏ふむがいい、死のステップを！」

　容よう赦しやなくぐいぐいと絞しめあげる。

「……だが、女子トイレで隠かくれてタバコを吸すっている犯人を特とく定ていするには、この方法が一番確かく実じつな──」

「だからって、隠かくしカメラを設せつ置ちするバカが、この宇う宙ちゆうのどこにいるのよっ!?　シオリなんか、『もうお嫁よめにいけない』なんて、一昔前のマンガみたいなこと言って泣いてたわよ!?」

「それは誤ご解かいだ。カメラを付けたのは入り口だけだ。個室の方には、超ちよう小型の煙けむり探たん知ち機きとマイクを──」

「それだって覗のぞいてるよーなもんよ！」

　叫さけぶなり、かなめは相手にヘッドロックをかけて、黒板にごつごつとぶつけまくった。衝しよう撃げきでチョークの粉が、ぱっと飛び散る。周りの女子生徒も『やっちゃえ、やっちゃえ』とはやし立てた。

「……痛い。痛い。痛い」

「痛がりなさい、苦しみなさい！　地じ獄ごくの業ごう火かに焼かれなさい……！」

　せっかんの限かぎりを尽つくす彼女の横顔を、孝太郎と信二は『ぼーっ』と眺ながめていた。

　手元のグラビアの、セクシー・アイドルと見み比くらべてみる。

「似てねーよ、やっぱ」

「うん、そうだね……」

　宗介を小こ突づく彼女らの姿は、アマゾネス軍団か女じよ囚しゆうコマンドー……とでもいった趣おもむきだ。粗そ暴ぼうで乱らん暴ぼうなその様子に、孝太郎たちはため息をついた。

「……なんかなー。うちのクラスの女どもって、どうしてこう、ガキっぽいんだろうな」

「そうかな」

「そうだよ。中ちゆう坊ぼうみてえにさ、いつもやたらとハイテンションで、キャーキャーやかましいし。なんか、幻げん滅めつしちまうよなあ。こういう狂きよう暴ぼう性せいを目まの当たりにするとさー」

　すると。

「だれが狂暴ですって？」

　千鳥イヤーは地獄耳。宗介に乱らん暴ぼうする手をぴたりと止めて、かなめは孝太郎たちをきっとにらみつけた。たちまち、信二はさっと身を引き、そっぽを向いて口くち笛ぶえを吹ふく。

　孝太郎も普ふ段だんなら、『いや、別に』とでも答えているところだったが──

「おめーのことだよ、千鳥」

　と、なぜか答えてしまった。

「お、オノＤ……」

「なんつーのかさー。おめーら女だろ？　もうちょっとどうにかならねーのか。ガキみたいにギャーギャー騒さわぐんじゃねえ。もっと大人っぽくなれ、大人っぽく」

　うんざりした口く調ちようで孝太郎が言うと、かなめはそれにたじろぐどころか、挑ちよう戦せん的てきな笑えみを浮うかべた。もはや抵てい抗こうの意志を失っている、哀あわれな宗介（主人公）を放ほうり出して、腰こしに手を当て孝太郎をにらむ。

「へえ。大人っぽく？」

「そーだよ。見てて悲しいんだ。なんとかしろ」

「ふふん。あんたがそーいう発言をするとは、珍めずらしいわね。おおかたどっかのＯＬか女子大生にでも、一ひと目め惚ぼれしたわけ？」

「む……」

　当たらずとも遠からず。かなめの勘かんの鋭するどさに、孝太郎は言葉を一いつ瞬しゆん、詰つまらせた。

「な、なに言ってんだ。そんなんじゃねえよ」

「ふっ、どうだか。あんたの言げん動どうは、たいてい不ふ純じゆんな動どう機きから来るのよね。だいたい、いやなら見なきゃいいじゃない。いやらしー目でジロジロ見られる、こっちの方が迷めい惑わくよ」

「お、俺は別に──」

「男でしょ？　言い訳わけしてんじゃないわよ」

『そーだ、そーだー！　はっはっは！』

　女子一同が、一いつ斉せいにケラケラと笑う。

「くっ……」

　言い返す言葉も思いつかず、彼が口をぱくぱくさせていると、そこに常とき盤わ恭きよう子こが割って入った。クラスメートの一人で、とんぼメガネにおさげ髪がみの小こ柄がらな少女だ。

「ねえみんな、それくらいにしとこうよ。あんまり苛いじめちゃ、オノＤがかわいそうだよ」

　恭子にしてみれば、助け船のつもりだったのだろう。だが孝太郎にとっては、それが皮ひ肉にくをきかせた嘲あざけりの一種に聞こえた。

「…………。ふざけんな」

「へ？」

「ふざけんなって言ってんだ！　おめーみてえなチビにまで、バカにされるいわれはねえ！」

　いきなり孝太郎に怒ど鳴なりつけられ、恭子はあわてて両手を振ふる。

「ち、ちがうよ。あたしは……」

「えーい、うるさいうるさいうるさいっ！　おまえらみたいなガキなんか、知らん！　もう俺にかまうな！」

　ガキのように叫さけんでから、孝太郎は早足で教室を出ていく。残された一同はしばしの間、きょとんとしていた。

「…………？　変ね。オノＤの奴やつ、本当になんかあったの？」

　怪け訝げん顔がおでかなめがたずねると、信二が小首を傾かしげた。

「いや、なにもないと思うけど。そういう年とし頃ごろなんじゃないのかなあ」

「ふーん……。ま、いっか。それよりキョーコ、大だい丈じよう夫ぶ？　あのバカ、ひどいこと言ってたけど。気にしちゃダメだよ？」

　おさげ髪をしなっとさせて、肩かたを落としていた恭子に声をかける。

「……え？　だ、大丈夫だよ。ちょっとびっくりしただけだから」

　作り笑いを浮うかべて、恭子は答えた。

　ちなみに宗介は、チョークで真っ白になった頭をぼふぼふと叩たたいて、周りの生徒からいやがられていた。




　その翌よく朝あさ──

「おっはよう。諸しよ君くん！　いい朝だなあ」

　始し業ぎよう前の教室に入ってくるなり、孝太郎はつやつやとした笑え顔がおで言った。きのうとはうって変わって、いたく上じよう機き嫌げんの様子だ。

「やあ風間くん！　相あい変かわらず不ふ景けい気きな顔だねえ！　けっこう、大いにけっこう！」

　席でうとうとしている信二の肩を、乱らん暴ぼうにぴしゃりと叩く。

「やあ相良くん！　元気に戦争してるかね！　けっこう、大いにけっこう！」

　怪あやしい電子回かい路ろをいじっていた宗介の肩を、やっぱり乱暴にぴしゃりと叩く。

「……妙みように陽よう気きだな。なにかあったのか」

　叩かれた弾はずみで手元を狂くるわせ、ＩＣチップの足をひん曲げてしまった宗介が、恨うらめしげな目で孝太郎を見上げた。

「大ありさ。こっち来な。ほら、はやく」

　などと言いつつ、彼は宗介と信二の腕うでを引き、教室の隅すみっこへ連れて行った。

「どうしたのさ、オノＤ。僕、眠ねむいよ……」

「授業が始まるまでに、新しい起き爆ばく回路を完かん成せいさせたいのだが……」

　口々に不ふ平へいをいう二人。孝太郎はそれに構いもせず、人目をはばかるように一枚の写真を差し出した。

「ほら、これ見ろ」

「？」

　その写真には、女が三人ほど写っていた。

　年ねん齢れいは二〇前後くらいだろうか。ありていにいって、美女ばかりである。どこかのテニスコートで撮さつ影えいしたものらしく、三人ともテニスウェア姿だ。

「このお姉さんたちが、どうかしたの？」

「へっへっへ……この三人はな、水蓮女子大の三年生だ。みんなフリーで、彼氏募ぼ集しゆう中ちゆうなんだとさ」

「はあ……」

　怪け訝げん顔がおの信二。一方の宗介は、穴が空あくほど写真を凝ぎよう視しする。

「本当に学生か？　左ひだり端はしの女は、フランス当局が国際手て配はい中ちゆうの女テロリストに似ているのだが……。気のせいだろうか」

『気のせいだよ』

　孝太郎と信二がハモって言った。

「間ま違ちがいないか？　警けい官かん二名を射しや殺さつし、ＮＡＴＯ軍の施し設せつを爆破した女だ。現在、東アジアのどこかに潜せん伏ぷく中ちゆうという情報が──」

「ちがうってば。それに、会えばわかるよ」

「会う？　話がよくわからんのだが」

「バカだな。合コンだよ、合コン……！　約束を取り付けたんだ。バスケ部のダチの姉ちゃんが、右端のコでさー。紹しよう介かいしてくれて。もー、いきなりトントン拍びよう子しで……ククク」

　ほくそ笑えむ孝太郎の横顔をのぞき込み、信二が怪訝顔をした。

「合コンって……？」

「そーだよ。オレと、あと二人。『同級生でかわいー子を連れてきて』って言われてな。だけどバスケ部のダチは、ゴツいのばっかだし、ガツガツしてるからよ。そこで──」

「ぼ、僕たちに来いっての!?」

　すると孝太郎はにんまりとした。

「感かん謝しやしろよ。おまえらは色気とかそーいうのは全然ないけど、とりあえず見てくれはまあまあだからな」

　実じつ際さい、そうなのだった。

　宗介は戦士特とく有ゆうのギラギラしたノリを抜ぬけば、まあ、なかなかイイ感じのクールなハンサム男である。信二もヲタク特有のヘラヘラしたノリを抜けば、守ってあげたい感じの、はかなげな美少年たりうるのだ。

「それはその……嬉うれしいけど。でも……僕、そういうのって全然経けい験けんないよ？　緊きん張ちようして、なんにもしゃべれなくなっちゃうかも」

　不安顔の信二の背中を、孝太郎はぽんぽんと叩たたく。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、気にすんな。オレがリードしてやっから」

「リードって……オノＤ、合コンとか、そういう経験あるわけ？」

「ま、まあな。チョロいもんさ」

「どもったね？　いま、どもっただろ!?」

「な、なに言ってんだ。変な心配すんなよ。ははは……」

「またどもった！」

　たちまち涙なみだ目めになった信二に、孝太郎ががっしとヘッドロックした。

「グダグダ言うな。黙だまって来い！」

「いたた……」

「おめーだってきのう、クラスの女どもに幻げん滅めつしてたじゃねーか！」

「そ、それはそうだけど」

「オレは誓ちかったんだ。もうガキっぽい女は相手にしない。年上がいい。人を殴なぐったり暴あばれたりしないような、大人の女だ……！」

「ふむ……」

　それを聞いていた宗介は、自分の知っている『大人の女』をふと、思い浮うかべた。その女は二六歳さい・独身の中国系アメリカ人（元海かい兵へい隊たい）で──同どう僚りようを、よく殴る。

　そんな宗介の述じゆつ懐かいをよそに、孝太郎は続けた。

「──いいか、おまえら、よく考えろ。女子大生だぞ、女子大生？　こんなチャンスなんて、滅めつ多たにないだろうが。ここは一発、ビシッと決めるんだ。……相良、お前もちゃんと来るんだぞ!?」

「その、ゴー……なんとやらにか」

「そうだ。きょうの午後六時、吉きち祥じよう寺じ。めかしこんで来いよ」

　言われて、宗介は考え込んだ。

「めかしこむとは、どういう格かつ好こうだ？」

「それはだな……あー、とにかく、いっちばん高い服着てくりゃいいよ。わかったな？」

「了りよう解かいした」




　放課後になって、宗介がいそいそと帰り支じ度たくをしていると、かなめが声をかけてきた。

「ソースケ。今こん晩ばんさー、キョーコとミズキが遊びにくるの。なんかおいしいもの作ろうと思ってるんだけど。食べにくる？」

　かなめと宗介のマンションはごく近くだ。こういう誘さそいは珍めずらしいことではなかった。普ふ段だんなら、一も二もなく応おうじる宗介だったが──

「む……。残念だが、今夜は行けない。先せん約やくがあってな」

　とりわけがっかりした様子もみせず、かなめが肩かたをすくめた。

「あ、そう。ちなみに先約って？」

「小野寺たちと、吉祥寺へゴーカンにいく」

　かなめの全身が凍こおり付く。

「ご……なに？」

「ゴーカンだ。……確たしか。たぶん。そういうわけで、急ぐ。では」

「ちょ、ちょっと……待ちなさいよ！　ゴー……って、あんた正気!?　ソースケ！　ああ、行っちゃった……」

　制せい止しを聞きもせず、彼は教室を飛び出していった。




　で、その夕ゆう刻こくの吉祥寺。

　駅前の待ち合わせ場所にやってきた女子大生たちは、実じつ際さい、とびきり魅み力りよく的てきなのだった。

　派は手でに着き飾かざっているわけではない。むしろ普段着にちょっとアクセントを付けたくらいの、気取らない良さがある。その一方で、匂におい立つような色いろ香かが、ほんのりと漂ただよっているのであった。

「陸む奥つ睦むつ実みです。はじめまして！」

「海かい津づ蚕かい子こです。きょうは楽しみましょーね！」

「空くう条じよう久く美みです。よろしく」

　それぞれ自じ己こ紹しよう介かい。元気のいいお姉さんたちである。先に待ち合わせ場所に来ていた孝太郎と信二は、ひそひそとささやきあった。

（陸海空。軍隊みたいな名前だね……）

（いいじゃねーか。覚えやすくて）

　そこでセミロングで活かつ動どう的てきな雰ふん囲い気きの、陸奥睦実がたずねる。

「ところで……小野寺くんだったよね。二人だけ？　そっちも三人って聞いてたけど」

　宗介はまだ、この場に現あらわれていなかった。ついさっき孝太郎に『五分ほど遅おくれる』と電話してきたので、じきにやってくるはずだ。妙みような迷めい彩さい服ふくやら、そういう格好をしてこなければいいが……と孝太郎は心配していた。一いち応おうは、いちばんのおしゃれをしてこい、とは言い聞かせておいたが……。

　そんな心配はおくびにも出さず、孝太郎はにこやかに告げた。

「あ、もう一人来るっすよ！　ちょっとだけ遅れるって言ってたから、そろそろ──」

　そのおり、そばで変な声がした。

「ふもっふ」

　一同が目を向けると、柱はしらの脇わきにボン太くんが立っていた。

「…………」

「ふもっふ。ふもっふ。ふーも、ふぅも」

　犬なんだかネズミなんだか、よくわからない二頭身。おしゃれな帽ぼう子しと蝶ちようネクタイ。ボン太くんはのこのこと近づいてくると、なにやら親しげに孝太郎の背中をぽんぽんと叩たたく。
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　長い沈ちん黙もくのあと、女子大生の一人はもごもごと言った。

「あの……小野寺くん？　もう一人って、もしかして、その……」

「もっふる」

『肯こう定ていだ』と言わんばかりに、ボン太くんがふんぞり返る。長らく硬こう直ちよくしていた孝太郎は、ぎくしゃくしながら前に出た。

「ちょ、ちょっと待っててください。ボン太くん、来なよ。ほら。こっち……」

「ふも？」

　孝太郎と信二は、ボン太くんのもこもこした腕うでを引いて、その場から遠ざかった。相手から見えない場所まで来ると、『外せ。その頭』と告げる。ボン太くんは素す直なおに従したがった。

　案あんの定じよう、中身はむっつり顔の宗介であった。

「やっぱりおめーかっ!!」

「？　なにか問題が？」

「問題だらけだ！　なんだよ、その着ぐるみは!?」

「…………。言われた通り、最も高こう価かな服を用意した。この強化服には、少なくとも二万ドル以上を投とう資ししている。最近は対ＢＣ防ぼう御ぎよやパワー・アシスト機き能のうなども……」

「え、本当？　見せて見せて」

　信二がたちまち目を輝かがやかせる。

「見るなって。とにかく脱ぬいで、どっかに預あずけておけよ。風間のダチが近所のゲーセンでバイトしてただろ？　あそこがいい」

「うん、そうだね」

「よし。それで相良、下はどんな格好だ？」

「野や戦せん服ふくとタンクトップだが」

　めかし込んできたボン太くんスーツにボツを出されたせいか、いささか落ち込んだ様子の宗介が答えた。

「うー。ミリタリー風ってことでごまかすか。それにしても相良、おまえって奴やつは……」

　頭を抱かかえる孝太郎の横で、信二が感かん慨がい深げにうなずく。

「いやー。でもちょっと考えれば、ある程てい度どは予よ測そくできたような気もするよね……。こうしてみると、普ふ段だんの千鳥さんの苦労がよくわかるなあ……」

「まあ、いい。とにかく、仕し切きり直しだ。今夜はバッチリ決めてやる。気合い入れるぜ！　いいな!?　二人とも、返へん事じはどうした!?」

『…………。おー』

　ひどく熱ねつ意いに欠ける声で、宗介と信二がぼそりと答えた。




　合コンの会場はちょっと暗めの洋風居い酒ざか屋やだった。手て頃ごろな価格で、あれこれ食べられるような店だ。

　意外なことに、その宴えん席せきで大きなトラブルは起きなかった。

　孝太郎はもともと、クラスではお調ちよう子し者もののキャラクターだ。ノリは軽いし、話題も豊ほう富ふ。愚ぐにも付かない戯ざれ言ごとを口走っているうちに、『小野寺くんって、すっげーバカ』だのと、笑って許してもらえる地位を、あっさり確かく立りつしてしまった。

　これは予よ想そう外がいであった。

　そして信二は最初、コチコチに緊きん張ちようしていたが──むしろそれがウケた。『風間くんて、かわいー！』だのと言われてあたふたするのは、まことに彼にはぴったりのキャラクターなのである。カメラ小こ僧ぞうだとか、オタクだとかいうことは、伏ふせておけばバレずに済む。

　これも予想外だった。

　最大の問題──宗介は、事前に『あまり喋しやべるな』と言い含ふくめられていたおかげで、ボロを出さずに済んだ。無む言ごんでうなずき、たまに『ああ』だの『いや』だの答えるだけ。はからずも『寡か黙もくで影かげのある少年』を演じることさえできた。

　これまた、まったく想そう定てい外がいだった。

　つまり、うまくいってるのだ。

　この役立たず・彼女イナイ歴れき一六年の三人組で……！

「……っと。ちょっと、失礼するね」

　宴えんもたけなわというところで、女性陣じんが席を立った。

「あ、みんなでどこ行くの？　オレも連れてってくださいよー。陸奥さーん」

「ははは。バーカ」

　三人は笑って化け粧しよう室しつの方角へと歩いていった。その後ろ姿、ヒップラインのなんと魅み惑わく的てきなことか……！

　ぼそりと信二がつぶやく。

「でも女の人って、なんでいっつも、一いつ緒しよにトイレ行くんだろーね……」

「バカ！　あれは作戦会議だ。いまごろ俺らのこと寸すん評ぴようしてるぞ。だれだれを気に入った、とか。この店出たら、どうするか、とか」

「ええ？　なんか、怖こわいなあ」

「怖がってんなよ。ほら、こっちも作戦会議だ」

　言うなり、孝太郎は二人の肩かたをぐいっと引き寄せた。




　同じころ、女子化粧室の方では、三人のうち二人が無む責せき任にんな会話を交かわしていた。

「蚕子はどうする？」

「ああ。あたしは……あの風間ってコかなー。ちょっと遊んでもいいかも」

「マジで？　ああいうタイプって、後がしつこいじゃん。知らないよ？」

「だいじょぶ、だいじょぶ。それに最近、たまってんだ」

「うわ、サイッテー。あんた、そればっかや」

「えっへっへ。そーいうムッちゃんは？　もう帰んの？　あしたバイトっしょ？」

「いや、まあ……。どうしようかな。あの相良ってコがね、たまにすっげーマジな目でこっち見んのよ。それで……なんか、困るなー、っていうのか」

　まさかその彼が自分を、危険なテロリストと疑うたがっていることなど、神ならぬ陸奥睦美は知りようがなかった。

「ああ。でも彼、一番イケてるよね。ちょっとヤバめなとこも」

「だから困るんだって。あの深い瞳ひとみで見み据すえられると、ついこう、グラッとね……」

「ぎゃははははは！　高校生相手に！」

「いやー、お恥はずかしい」

　化粧を直しながら、陸奥睦実と海津蚕子が盛もり上がる。なんのことはない。孝太郎の幻げん想そうとは裏うら腹はらに、女子大生だのといっても、けっきょくはまだまだ子供である。ただ──その横で、残りの一人──空条久美だけが、小さなため息をついていた。

「クーちゃん。やっぱダメ？」

　睦実がすこし真ま面じ目めな声で言った。

「え……？　ううん、楽しいよ」

「クーもさぁ、もうあんな男のこと、忘れなよ。悩なやんでも損そんするだけだって。な？　風間が欲ほしけりゃ、譲ゆずってやっから」

「いや、いらないって……。あはは……」

　そう答えながらも、空条久美の表情は晴れなかった。




　一方、男子の作戦会議では──

「……っと。つまり、オレは海津さんがいい。あの肉にく感かん的てきな感じが……。だが、陸奥さんも捨すてがたい。さりとて空条さんも……ふふふ。いやー、こまった」

　カルピス・サワーの入ったジョッキを振ふりながら、孝太郎は鼻の下を伸のばす。

「けっきょく全員じゃないか。まったく」

「なんだよ。じゃあ風間はだれがいいんだ？」

　聞かれて、信二は赤くなった。

「え……。ぼ、僕は……その、海津さんとか、いいなあ……って。なんか、包ほう容よう力りよくとかありそうで……」

「そーか、そーか。よし、譲る！　がんばれ！　……で、おまえはどーだ、相良？　気になる女、いたかよ？」

　すると宗介は腕うで組ぐみして、ひどく深しん刻こくな苦く悩のうをあらわにした。

「うむ……。やはりあの女……陸奥睦実とかいったか。どうも気になる」

『ほう!?』

　孝太郎と信二が、『まさか、宗介が千鳥かなめ以外の女に興きよう味みを……!?』とばかり、ぐっと身を乗り出した。

「陸奥さんか。マジで？」

「ああ。……日本語のイントネーションは完かん璧ぺきだ。こちらから何度か殺さつ気きを放ってみたが、それも無む反はん応のうだった。だが、どうしてもフランス当局の手て配はい写真に似にているようで……」

「まだ言ってんのか、こいつは」

　二人ががっくりと肩かたを落としたところで、

『おまたせー！』

　三人娘むすめが帰ってきた。

「ねえ、そろそろ河か岸し変えない？　まあ、定てい番ばんでカラオケとか」

「お、いいっすねー。行く行く！」

　真っ先に孝太郎が手を挙あげた。

　その後会かい計けいを済すませ、一同がぞろぞろ店を出ると、海津蚕子が言った。

「えーと、ごめん。あたしねー、実はまだ飲み足りないんだ」

「そうなんスか？」

「うん。だからさー……ちょっと付き合ってくんないかな。──カ・ザ・マ・くん？」

　いきなりご指し名めい。彼女は妖よう艶えんな微ほほ笑えみを浮うかべ、信二の腕うでをぐいっとつかんだ。三人の中でもっとも立りつ派ぱなバストを、むにゅ、っと押おしつけることも忘れない。

　女性経けい験けんがゼロの信二は、もちろん混こん乱らんし、あたふたとする。
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「え……え……!?　あの、ボク、その」

「雰ふん囲い気きいい店知ってるんだー。大だい丈じよう夫ぶ、そんな高くないから。ね？　ちょっとあたしのグチでも聞いてくんないかなー、なんて」

「いや……えと……そ、そうですか？　ええ、まあ、ご相談でしたら……はい、ええ」

「そ！　ありがと。じゃあね～～～」

　ほとんど有う無むを言わせない。石のように固まった信二を引ひっ張ぱって、海津蚕子は夜の街に消えていった。

（風間。あ、あいつ……！）

（案ずるな、小野寺。あの女は安全だ。それよりも問題は、あの陸奥という女だろう）

（全っ然、そーいう意味じゃねーよ！）

　孝太郎は涙なみだ目めで、ひそひそとささやいた。




　カラオケ屋に入り、二時間ほど盛もり上がる。宗介は『最近、思い出した』だのと言って、アカペラのソ連れん国こつ歌かを流りゆう暢ちようなロシア語で披ひ露ろうした。

　当然、二人の女子大生は引きまくった。

　フォローとばかり、孝太郎が当たり障さわりのないＪ─ＰＯＰを見み事ごとに歌い上げる。

　ノリが普ふ通つうに戻もどった。

　次に宗介がアフガンの民みん謡ようを歌う。座ざが引きまくる。負けじと孝太郎も、ヴァン・ヘイレンを熱ねつ唱しようし、どうにかノリが回かい復ふくする。

　最初はバタバタしていたものの、そのギャップがいい方に作用して、二人の女子大生はウケまくった。酒の手助けもあったのかもしれない。

「あー、おかしかった！」

　カラオケ屋を出てから、陸奥睦実が言った。

「相良くんって、変な子だよねー。よく言われない？」

「肯こう定ていだ。もっとも、罪つみもない警官を射殺するような人間に言われたことはないがな」

「え？」

　宗介は冷れい徹てつな目で相手をちらりと見て、つぶやく。

「…………。演えん技ぎなら、大したものだ」

「よくわかんないけど……。ねえ相良くん。公園の方でも散さん歩ぽしない？　あたし少し、酔よっぱらっちゃったみたい。ほら、この辺って人が多いし……ね？」

　そう言って、睦実は宗介の腕うでをそっと握にぎった。

　彼はきっかり一秒半、沈ちん思し黙もつ考こうしてから、

「いいだろう。ここでは巻まき添ぞえも出るだろうからな……」

　などと、渋しぶみたっぷりに返答し、歩き出した。

「……お、おい。相良？」

「心配するな、小野寺。俺はベテランだ」

「いや、そーいうことじゃなくて──」

「学校で会おう」

　そんな調子で、宗介と睦実は去っていった。




　その場には、孝太郎と空条久美の二人だけが取り残された。

「えーと、その……」

　孝太郎は口ごもった。それまでの軽いノリが、どうもうまく出てこない。相手を意い識しきしすぎるからだ。彼女はきょうの合コン中、いちばん地じ味みで内気に見えた人だった。

「み、みんな行っちゃったっスね。どうしましょうか。帰ります？」

「え、うん……」

　久美がうつむいた。三人の中で一番長い髪かみが、ふわりと揺ゆれる。

　白のブラウスと、膝ひざ丈たけのスカート。どちらかというと、清せい楚そな感じの美女である。

　その桜色の唇くちびるから、意外な言葉がもれた。

「あの。わたしのアパート来ます？　すぐ近くなの。良かったらコーヒーでも……」

「え？　でも……いいんスか？」

「…………。いやだったら、言わないけど」

「あ……す、すんません。行きます。コーヒー大好き。いやマジで」

　そう答えながら、右手と右足を同時に踏ふみ出し、孝太郎はぎくしゃくと歩き出した。

（ま、マジかよ……）

　足が震ふるえる。視界が狭せばまる。耳鳴りがする。自分がどこにいるのかも、まるでわからない。久美と会話している自分の声が、だれか別の男が話しているように思える。

　いまは夜だ。

　空が暗い。

　街がい灯とうに照てらされ、きれいなアパートが見える。

　階かい段だんを上った。廊ろう下かを歩いた。

　彼女が鍵かぎを取り出して、扉とびらを開いて──中に入る。

（う、うわー……うわー!!）

　普ふ通つうの、ロフト付きのワンルーム。落ち着いた内ない装そうだ。ポーカーフェイスを保たもったまま、孝太郎はベッドの横に腰こし掛かける。彼女がコーヒーを出した。礼を言って一口すする。

「ただのインスタントだけど。ごめんね」

「そんな。う、うまいっすよ。ホント」

「うん。ありがと……」

　空条久美がふっと笑って、彼のそばに腰を下ろした。

　長い沈ちん黙もくのあと、やがて空条久美が口を開いた。

「あのさ。小野寺くんってさ……」

「はい」

「小野寺くんって、好きな人、いる？」

「いや、その、いまは特に。ママゴトみたいなのは……まあ、あったスけど」

「そうなんだ。でも、そういう好きな人が、こんな風にほかの男の人、部屋に入れてたりしたら……やっぱイヤだよね」

　自じ嘲ちよう的てきに彼女は言った。

「は？　え、ええと……」

「ごめんね。そういうことじゃないの」

「あ、はい。ええ。はは」

　そういうことって、なによ？

　さっぱり文ぶん脈みやくがわからないまま、孝太郎はへこへこと頭を下げるしかなかった。

「……最近ね。いろいろ落ち込んじゃうことがあって。ムッちゃんたちが、遊びに誘さそってくれたの。なんか、あんな感じの合コンみたいなのも何度かしたんだけど、そういうのに来る男の人って、ちょっと軽すぎて。ああいうことしか、頭になくて」

「は、はあ……」

「だから『だったら年下とかは？』なんて話でね。……ふふ。笑っちゃうよね」

「？　わ、笑っちゃいますよね？」

　わけもわからず、孝太郎は同どう意いした（本当は、ここは怒おこるところである）。

　久美が姿し勢せいを崩くずした。スカートの裾すそが動いて、白い太ふと股ももがすこしだけ露ろ出しゆつする。いつも見み慣なれてる学校の女子の制服の方が、よほど素す足あしを見せているはずなのだが──なぜか孝太郎は、やたらと鼻息が荒あらくなった。

「優やさしいんだね、孝太郎くん。ねえ……孝太郎くんって呼んでいいかな……？」

「え、ええ。チョロいっすよ？」

　とりあえず、孝太郎は親指を立てて見せた。そっと、久美が孝太郎の肩かたに手を添そえた。

「ふふ。じゃ、わたしはクミでいいよ」

「了りよう解かい。く、クミさん……」

「ドキドキしちゃってるね。なんか、変な感じ……」

「ういっす、変な感じっす」

「孝太郎くん……いいよ」

　たちまち、孝太郎の脳のう髄ずいが真っ白になった。

　いいよ！　いいよ！　いいよ、である!!

　なにしろ、いいのである。男が備そなえるあらゆるリミッターを、解かい除じよしても構かまわないのである。ビースト・モードにトランスフォームしてもいいのである。ここに至いたっては、遠えん慮りよ会え釈しやくもいらないのだ。もう、あとは好き放題でＯＫなのだ！

　マスター・アーム、オン。シーカー作さ動どう。エンジン出力をミリタリーからマックスへ。レティクルとベロシティ・ベクターが激はげしく動く。下か腹ふく部ぶをＧが襲おそう。ハイ・ヨーヨー機き動どう。敵てつ機きを捉とらえる。標ひよう的てきをロック。フォックス２（意味不明）。

「失礼しまっす！」

　鼻息も荒く、孝太郎は空条久美を押おし倒たおした。

　もう、だれも俺を止められない。ついにここまで来た。ガッコのバカどもに、決定的な差を付けるときが、いま、ここに！　俺はこれから、大人の階段を怒ど濤とうとなって駆かけ上がるのだ！　中学時代の恩おん師しの木内先生、見ていますか。俺はこれから、人生の新しいステージを迎むかえます。孝太郎は、孝太郎は、立りつ派ぱな大人になります。

　……などと脳のう裏りで独どく白はくしながら、唇くちびるをタコみたいにムニューっと尖とがらせていると。

　そのおり、玄げん関かんの扉とびらが乱らん暴ぼうに開け放たれた。

「久美っ！」

　そう叫さけび、戸口に立っていたのは、身長一八〇センチの筋きん骨こつたくましい男だった。

　暴ぼう漢かん……というわけでもなさそうだ。空条久美は驚おどろきながらも、孝太郎をさっと押しのけ、その名を叫んだ。

「り……リュージ？　どうして──」

「久美！　許してくれ！　俺が馬ば鹿かだった！」

　孝太郎のことなど目にも入っていない様子である。リュージと呼ばれた男は、ずけずけと部屋に踏ふみ込んでくるなり、一方的にまくしたてた。

「やっぱり俺はお前なしじゃ、やっていけねえんだ！　だから、だからお願いだ!!　やり直そう！　な!?　パチンコもやめたし、競けい馬ばもやめた！　もう浮うわ気きなんか、絶ぜつ対たいにしない！　誓ちかうよ。これからは真ま面じ目めに生きる。だから……だから……。もう一度だけ、もう一度だけ考えてくれ、頼たのむっ！」

　などと、リュージと呼ばれた男は、好き勝手に──そして力一いつ杯ぱい、独白した。どうも、ろくでなしの類たぐいらしい。

「そ、そんな。いまさらなによ。だって……だって……」

　一方の彼女はそっぽを向いて、ぐすぐすと鼻をすする。

「じ、自分の都つ合ごうだけ押しつけないでよ。あたしだって……。ぐすっ……ば、ばか……」

「でも愛してるんだ、心から！　やっとわかったんだ！」

「リュ……リュージ……」

「く……久美っ！」

　もう、何がなにやら。

　孝太郎が壁かべに張はり付いてあたふたしている前で、両者は泣きながら突とつ進しんし、ぶつかり合うように抱だき合った。熱い抱ほう擁ようと、たぎるような号ごう泣きゆう。

　そんな調子で唐とう突とつかつ劇げき的てきに、二人はヨリを戻もどしたのだった。

　なんか、これまでいろいろあったらしい。

　そして──

「ところで……だれ、こいつ？」

　リュージとかいう男は、ふと孝太郎を見てつぶやいた。まるで彼の姿に、初めて気づいたかのような風ふ情ぜいである。

　空条久美ははっとする。かつて遭そう遇ぐうしたことのない状じよう況きように、孝太郎もまったく言葉を失っている。

　気まずい沈ちん黙もく。

　だがその直後、久美はそっぽを向き、冷れい酷こくにも──こう言った。

「そのー……。居い酒ざか屋やで会った、よく知らない人。『いやだ』って言ったのに、ほとんど無む理り矢や理り、部屋にあがってきたの」

　後ろめたいような、突つき放はなしたような、そういう表情。その瞬しゆん間かんの彼女の目を、孝太郎は一生忘れなかった。

「へ……？」

　唖あ然ぜんとする彼の前で、彼女はいけしゃあしゃあとこう続けた。

「ちょ……ちょっとね？　しつこくて。ちょうど警けい察さつ、呼ぼうと思ってたところなの」

「な……？　そ……それは？」

　開いた口がふさがらない彼の前に、ごっつい彼氏が立ちふさがった。

「おー。いー度ど胸きようしてんじゃねーか。え？　俺様のクミちゃんに手ェ出してよー」

「いや……だって。そんなのって……」

「殺す」

　がっ！

　後じさり、弁べん明めいしようとした孝太郎の顔面に、男の拳こぶしがめりこんだ。

　その一発で、玄げん関かんまで吹ふき飛ばされる。とんでもないパワーだ。脳のうを揺ゆさぶる衝しよう撃げきに、孝太郎がふらふらとしていると──

　ごっ！

　もう一発、きれいに入った。たまらず共通廊ろう下かまで、孝太郎はまろび出る。

「これくらいじゃ、終わらんぞ、コラぁ!?」

　男が追って、近づいてくる。

（うおっ……こ、こりゃ痛ぇ……。中坊ン時のケンカ以来だよ……ったく）

　朦もう朧ろうとしながら、彼は思った。平均的な高校生よりは、孝太郎は腕うでっ節ぷしの強いタイプだったが、さりとて喧けん嘩か慣なれしているわけでもない。それに、次から次へと未知のシチュエーションが押おし寄せてきて、頭はすっかり混こん乱らんするばかりだった。

　ただ、あの彼女のデタラメさだけは、よく分かった。

　自分の馬ば鹿かさ加か減げんを思い知り、どうしようもない情けなさを感じ、もう一つ──癒いやしがたいほどの哀かなしさを覚えながら、ぼんやりと、目の前の男が拳を振ふり上げるのを眺ながめていた。

　次の瞬間──

　だんっ！

　銃じゆう声せいと共に男の方が吹き飛び、共通廊下のフェンスに激げき突とつしていた。

「……っ。…………？」

　きょとんとして、頭上を見上げる。

　そこには、小型のショットガンを構えた宗介が立っていた。なぜか全身ずぶぬれで、頭や肩かたに葉っぱやツタがこびりついている。

「……相良？」

「無ぶ事じでなによりだ。探したぞ」

　ショットガンの銃じゆう口こうを下げて、彼はクールに言った。




　孝太郎を助け起こしてから、宗介が説明した。

「けっきょく、陸奥睦実は無む実じつだった。例の女テロリストとは無む関かん係けいだ」

「最初から言ってるだろ？……ったく」

　共通廊下にしゃがみこんで、孝太郎は悪あく態たいをつく。

「自白を迫せまったら、彼女はいたく腹を立ててな。代だい償しように『着衣のまま井いの頭かしら公園の池を横おう断だん』なる試し練れんに挑ちよう戦せんしなければならなかったが……。俺には造ぞう作さもないことだ」

「ああ。だからびしょ濡ぬれなんだな……」

「うむ。そのまま帰っても良かったのだが、ちょうど陸奥睦実に電話が入った。そこの男からだ。なんでも『これから空条に会いに行く』と。陸奥の話では、その男はたいそう狂きよう暴ぼうらしくてな。こうして様子を見に来た次し第だいだ」

「そうかい。まったく、いいタイミングだよな……。くそっ」

　事じ情じようを聞いても、孝太郎は楽しい気分にはならなかった。だいいち、こんなことがあって、ヘラヘラ笑ってられるわけがない。

　そのアパートの玄げん関かん先に、ふらふらと風間信二がやって来た。

「風間？　おまえ、どーしたんだよ？」

「うん。聞いてよ。実は僕さ……海津さんの部屋まで行ったんだけど……」

　彼は覇は気きのない声で答えた。

「そ……それで？」

「それで……海津さん、あれこれと迫せまってきて……。もう、それはそれはダイナマイツな手法で……。女体の神しん秘ぴって奴やつの手前まで、確たしかに僕は行ったんだ。でも……」

　信二は『ふっ』と、虚きよ無む的てきな目で夜空を仰あおいだ。

「でも？」

「あの豊ほう満まんなバスト。パッドだった」

「…………」

「あと脇わき腹ばらに、大きなおできがあった。それから彼女、便べん秘ぴ気ぎ味みらしくて、おなかが妙みようにぽっこりとしてて。そばに寄ったら、居酒屋で食べたニンニク料理の匂においが……。なんか、無む性しように悲しくなって、逃にげてきた。いや……基本的にはきれいな、いい人なんだよ？　でもね？　やっぱり、脇わきの下の剃そり残しとか見ちゃうと……ね？」

　それはなんつーのか、そういう年とし頃ごろの少年として、いちばん目をつむっておきたいたぐいの現げん実じつであった。女の人というのは、ものすごく美しくて光り輝かがやく何かを、どこかに隠かくしているに違ちがいない──そういう幻げん想そうに冷や水をかけるような、イヤーな証しよう言げんであった。

　わかっている。仕し方かたがないのである。避さけられないのである。彼女らだって、人間なのだから。そういう細かいことを、あれこれ気にしてしまう方が、男としてはいかがなものか……というのも真実なのである。

　しかし頭を抱かかえて、孝太郎は哀あわれっぽく叫さけんだ。

「もういい、やめてくれぇ！」

「うん、やめるね、こういう話題。だれも幸せにならないもんね……。だけど、僕はもう見てしまったんだ……」

　悲ひ哀あいをたっぷりとこめて、信二は言った。彼の青春の一段階が、この夜、終わりを告げたといっても良いのだろう……。

「さて、小野寺。この男はどうする？」

　一人だけ、けろっとしていた宗介がたずねた（[image: ]こいつはただ単に会話の流れと意味が分かっていないだけである）。

　玄げん関かん先に横たわる男。空条久美は、その彼氏にひしと寄より添そっていた。ときおり落ち着かない目で、孝太郎を見上げるが──それだけだ。

　宗介はおごそかに言った。

「血は血であがなえばいい。この連中に、おまえを敵にしたことを後こう悔かいさせるのも一つの手しゆ段だんだ。武器はここにあるぞ」

　ラバーボール弾だんを装そう填てんした小型のショットガンを差し出す。孝太郎は、口の中の血を『ぺっ』と吐はき出して、銃じゆうを受け取った。それを見て、空条久美が『びくり』と肩かたを震ふるわせる。ほんの数分前まで、あんなに自分といいムードだった彼女が──

（なんだかなぁ……）

　無性に悲しかった。それがどれだけ自じ堕だ落らくな男でも、彼女は彼を選んだのだ。いろいろあったのだろう。仕方がなかったのだろう。それにしても、この変わり身の早さ。泣きたくなる。だが彼女にとって、もはや自分は侵しん略りやく者しやでしかない。

　だとしたら、自分のすることは限かぎられている。

　彼は相手の胸むなぐらをつかみ、ショットガンの銃口を突つきつけて、言った。

「こら、デカブツ」

「う……んう？」

「いいか、よく覚えとけ。そこの彼女を、二度と裏うら切ぎんなよ？　もしまた、なんかをやりくさったら──オレら陣じん高こう三兄弟がたちまち出しゆつ現げんして、泣いて『やめてください』というまで、てめーの尻しりを電動ドリルで掘ほってやる。いいな？」

「わ……わかったよ。マジだったら……」

「敬けい語ごで言え」

「わかりました。マジです……！」

「よし」

　そう告げる孝太郎の横顔を、空条久美はぽかんとして見守っていた。

「こ……孝太郎くん？」

「ふん。馴なれ馴れしく呼んでんじゃねーよ」

　不ふ機き嫌げんな声で言って、彼はショットガンを宗介に突き返した。

「ゆ、許して。わたし、ああするしか──」

「だまれ、このドブス!!」

　いきなり、孝太郎は怒ど鳴なりつけた。

「そっ……」

「おめーなんか、大だいっ嫌きらいだ。二度とオレの前に現れるな、バカ。死んじまえ！」

　言い捨てると、彼は大おお股またでその場から歩き出した。

　宗介と信二が、その後に続く。

「お……オノＤ」

　信二が言った。

「なんだよ」

「なんか……いまのオノＤ、マジでカッコいいよ？　背中が煤すすけてるっていうのか……そういう良さが……」

「負け犬の哀あい愁しゆうといったところか」

「あ、そういう感じ」

「うるせー！　おめーらも黙だまってろ！」

　半分ばかり涙なみだ目めになって、小野寺孝太郎はぴしゃりと言った。




　散さん々ざんだった合コンツアーの帰り道。宗介、孝太郎、信二の三人は、肩かたを落として歩いていた。

「けっきょく……ゲンメツだったよね」

「ああ」

「実のところ、年ねん齢れいとかは関係ないのかもね」

「まあ、そうかもな」

「こういうことした僕たちのこと、千鳥さんたちはどう言うかな……」

「鼻で笑って、言いふらすだろうな」

　夜の井の頭線の駅には、コンパで悪わる酔よいした学生ばかりが、ごちゃごちゃとたむろしている。人ひと混ごみをかきわけ、孝太郎たちは、二番ホームの先頭当たりまで来た。

　そこで──

「お。マジでいたわ、こいつら」

「あ、ホントだ！　おーい、小野寺くん！」

　後ろから、聞き覚えのある声がした。振ふり返ると、そこには私服姿の千鳥かなめと、常盤恭子が立っていた。

「お、おまえら、なにしてんだ……？」

　孝太郎がたずねると、かなめは頭をぽりぽりと掻かいた。

「いやー。ソースケがあんたたちとゴーカンがどうだとか、変なこと言ってたから。心配になって様子見にきてたのよ」

「そうそう。相良くんが暴れれば、すぐ分かると思ってたんだけど。意外と大変だったよね？」

「……ま、なんにも無ないみたいで良かったわ。あんたたちって、たまにスッゴいバカやるから。これでもけっこう、心配してたんだよ？　ははは」

　恭子が言う。あっけにとられてる男子三人の前で、かなめたちは晴れやかに微ほほ笑えんだ。その笑顔ときたら、どんな画が家かの描えがく女め神がみ像でさえ、かないそうにないほどだった。

　目め頭がしらが熱くなってくるのを感じながら、孝太郎はつぶやく。

「ぐすっ……。ご、ごめんな」

「？」

　孝太郎は膝ひざを落とし、目の幅はば涙なみだをぶわーっと流した。

「ごめん！　オレが馬ば鹿かだった！」

「な、なに……？」

「悪かった。オレたちが悪かった。これからは真ま面じ目めに生きる。もう浮うわ気きはしないっ!!　大人がどうとか、バカなことは言わないよ。だから……だから、見み捨すてないで！」

『おろろーん』と号ごう泣きゆうし、孝太郎はいちばん近くにいた恭子にすがりついた。

「ちょ……オノＤ？　どうしたの？」

「常盤ぁ！　おまえの方が、百億万倍いい！　きのうはごめん！　許してぇ──！」

　赤くなって困る恭子と泣く孝太郎。かなめが気き味み悪そうにつぶやいた。

「なんだっての、こいつは……？」

「いろいろあったのだ。いろいろとな……」

　怪け訝げん顔がおの彼女の横で、宗介は感かん慨がい深げにうなずいた。

「大人の女は手て強ごわいのだ」





〈身勝手なブルース　おしまい〉
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　いつもの二年四組の教室で──

「ねえ、ソースケ。あさってのフリマのことだけど。どうするの？」

　千ち鳥どりかなめが相良さがら宗そう介すけにそうたずねたのは、金曜日の放課後になってからのことだった。

「フリマ？　なんのことだ？」

「フリーマーケットよ。市民会館前の。店出すって約束だったでしょ？」

「ふむ……？」

　宗介はむっつり顔にへの字口、きびきびとした動作で彼女を見つめた。まるで兵隊みたいな仕草だ。いや──小さなころから海外の紛ふん争そう地帯で育ち、いま現在もとある軍事組織に籍せきを置いているのだから、宗介のふるまいはまさしく『兵隊』そのものなのだが。

「その用件なら九日後のはずだが……？」

「ちがう。あさってよ」

「ここに書いてあるぞ」

　彼は自分の生徒手帳をかなめに見せた。一週ほど先の日曜日に赤い印が入っており、かなめの字で『この日空けとくこと！　任務とか作戦とかなし！』とあった。

「俺が忘れないようにと、君が書きこんだ」

「え？　あれ？　あ、ホントだ。おっかしいなあ……。なにボケてたんだろ、あたし」

　フリマのチラシと見比べる。正しいのはあさっての方だった。

「うーん、ごめん。なんか勘かん違ちがいしてたみたい。あさってなんだけど、来れる？」

「その日は予定があるのだ」

「ええっ～～!?　だってあたし、なんとなく買ってたゴルゴ五〇冊とか、小こ池いけ一かず夫おの『上ってなンボ!!』とか、『アカギ』とか、女子高生が売るにはちょっと微び妙みような漫まん画がをどーんと並べるつもりだったのよ!?　恥はずかしいからあんたの趣しゆ味みってことにしようと思ってたのに!!」

「よくわからんが、俺が誘さそわれたのには邪よこしまな理由があったようだな……」

　こめかみに一筋、つつっと汗あせを流す宗介。

「うー、困った。あたしが悪かったけど、なんとかキャンセルできないの？」

「すまん。その日は休めない」

「兵ヽ隊ヽのヽ方ヽのヽ仕ヽ事ヽ？」

　その一言だけこそこそとささやく。

「そうではないのだが……とにかく、あさっては大事な用件があるのだ。そのフリマと似たようなイベントがあってな」

「ははあ」

「青あお海み埠ふ頭とうのイベントホールだ。俺は主しゆ催さい者しや側から招待されている。いまになってキャンセルはできない」

「そう……。じゃあ仕方ないわね」




　……といったいきさつで、日曜日のフリマに宗介は不参加だった。

　ほかに誘った友人の常盤ときわ恭きよう子こと、二人で朝から会場の公園に出かけ、不用品やら漫画やらを並べて座ること約一時間。

「あ……ありがとうございましたー」

　驚おどろくべきことに、かなめと恭子の売り物は早々にほとんど売れてしまった。かなめと顔見知りのラーメン屋のおじさんが来て、漫画本を全部買い占しめていったのだ。

「開始から一時間でほぼ完売って……」

「こういうこともあるんだねえ」

　とんぼメガネにおさげ髪がみの恭子が、千円札の束を握にぎってきょとんとする。

「することなくなっちゃったね……帰る？」

「ふーむ。それもつまんないわね……」

　時計を見ると、まだ一〇時過ぎだった。ようやく客が集まり始めたくらいの時間である。まる一日予定を空けていたのに、すっかりヒマになってしまった。

「そういや相良くん、きょう青海にいるんでしょ？」

「ああ。なんか似たようなイベントに行くとかで……詳くわしいことは聞いてないけど」

　すると恭子が好こう奇き心しんで目を輝かがやかせた。

「そっち行ってみようよ！　相良くんが店出してるなんて、面おも白しろそう」

「んー。どうせヒマだし、顔出すのはかまわないけど……。けっこう遠いみたいだよ？」

「だいじょぶ、だいじょぶ。行こ、行こ！」

　わずかな売れ残りやレジャーシートなどを片づけてから、二人は湾わん岸がんの青海埠頭に向かうことにした。




　青海埠頭はかなめたちのフリマ会場から電車で四〇分弱の距きよ離りだった。事前に宗介に電話してみても反応がないので、記き憶おくを頼たよりにその最寄り駅に出かけてみたのだが──

「なんか……変な雰ふん囲い気きだね」

　湾岸のモノレール線の駅。日曜日だというのに、家族連れやカップルの姿はほとんどなく、怪あやしげな通行人が多い。

　どう怪しいのか？

　なぜかモヒカンとタトゥーの男がやたらと多いのだ。ビョウ付きの皮ジャンや、ピアスやら。あからさまに凶きよう暴ぼうそうな顔つきの者をよく見かける。

　街まち中なかで一日に一度、見るか見ないかといった感じの人種に、改札前に来るまで五〇人以上と遭そう遇ぐうしている。

「ヒャーハッハッハッ！」

　などと叫さけびつつ、階段の壁にスプレー缶かんで落書きをしている連中までいる。

　ほとんど世紀末救世主伝説の世界だ。絵に描かいたような核かく戦せん争そう後の悪党ども。善良な村人を『汚お物ぶつは消毒だ～～！』とか虐ぎやく殺さつしてると、通りすがりの拳けん法ぽう使いに指先ひとつでダウンされそうな連中なのである。

　駅前にはさらに大勢が集結しており、耳みみ障ざわりな楽曲をガンガンと流して激しく頭を振ふっていた。

「なんなの、こいつら……？」

「カナちゃん、目を合わせちゃだめだよ！」

　身を硬かたくして、集団の中を突つっ切きっていく。

　さいわい、宗介が参加しているイベントとは関係がないようだった。駅を離はなれてすこし歩くと、怪しい集団は見かけなくなる。

「なんかの宗教とかかしらね？」

「さあ……」

　それから歩くこと十数分。渡ろうとしていた橋が工事で閉へい鎖さされていたり、地図の表記を読み間違えたりで、ずいぶん遠回りしてしまった。

　イベント会場となっている会館は、うら寂さびしい埋うめ立たて地ちにぽつんと建っていた。いや、それなりに立派な展示場なのだが、周囲が広大な空き地や駐ちゆう車しや場じようだらけなので、妙みように小さく見えるのだ。

「……で、あそこにいるわけだよね？」

「そのはずだけど。でもさっきから電話してるのに出ないのよね……」

　けっきょくのところ、宗介はどんなイベントに参加しているのだろうか？　湾岸の埠頭で、なにかの同好の士が集まり、フリマみたいな内容。かなめにはいまいち想像ができなかったが──

「まさか、同人誌即そく売ばい会かいとか？」

　と、恭子がつぶやいた。

「さあねえ。どうせミリタリーオタクの集つどいか何かでしょ。あやしい軍服とかナイフとかを売り買いしてるのよ、きっと」

　無む駄だに広大なエントランスを抜ぬけて、会場に入っていく。ほどなく広大なホールに出た。学校の体育館を数倍にしたような空間だ。

　そこがイベント会場だった。

　立派なゲートが設営されており、看板にでかでかとイベント名が明記してあった。

『第八回ふもっふマーケット』

　その会場でかなめたちが目もく撃げきしたのは──

　大量のボン太くんだった。




　ボン太くんは、犬なんだかネズミなんだか、よくわからない感じのマスコットである。ふわふわの毛皮、大きくつぶらな瞳ひとみ、おしゃれな帽ぼう子しに蝶ちようネクタイ。歩けば『キュッ、キュッ』と音がして、喋しやべれば『ふもっふ』と声がする。

　そのボン太くんが、おそらくは一〇〇匹ぴき以上。

　この湾岸の広大なイベントホールに大集合しているのだった。

「え……ちょっ……」

「なに？　なんなの？」

　ずらりと並んだ大量の机。あちこちにそびえる看板やのぼり。

　数百のブースが店を出しており、参加者のボン太くんたちが、ふもふもとグッズや本を売り買いしている。

　特設ステージでは五匹のボン太くんがバンドを組み、ゴキゲンなナンバーを演奏している。かたわらでは曲にあわせてバニーさん風のボン太ガールたちがダンスを披ひ露ろうし、やんややんやの喝かつ采さいを受けていた。

　人間の参加者も大勢いるのだが、やはり強きよう烈れつなインパクトを発散させているのは、会場の各所を行き交いしている大量のボン太くんズだった。

　通常タイプの黄色のほかにも、オレンジ色、そら色、若草色など、多種多た彩さいな体色、多様なコスチュームのボン太くんたちが勢せい揃ぞろいしている。

　本来なら、かなめたちも『やー、かわいい～っ！』だのと身をよじっているところなのだろうが、ここまで数で押されると、喜ぶより先に当とう惑わくしてしまう。

　しかもあやしい即売会。

　回れ右して全力で撤てつ退たいしなかったのは、わずかばかりの好奇心のおかげだった。

「ふもっふ！　ふもっふ！」

　そばのブースでなにかの本を販はん売ばいしていたボン太くんが、かなめたちを手招きした。

「え……？　な、なに……？」

「ふもっふ」

　そのボン太くんはうすいピンク色の体毛だった。

　ピンクボン太は売り物の本を突き出し、ぷにぷにの肉球で器用にページをめくって見せる。それはカラーの写真集で、いろいろなボン太くんがクールなポーズをとっている内容だった。

「か、かわいいとは思うけど、どういう需じゆ要ようがあるの、これ？」

　とはいえ案外、しっかりした作りの本である。同人誌のようだが、商業誌でも立派に通用するだろう。

「もっふ」

「買えって言ってるの？」

「もっふ。ふもっふ」

「うーん……一五〇〇円は高すぎない？」

「ふも……もっふる！」

「一〇〇〇円に負けてくれる？　じゃあ買ってもいいわよ。はい」

「ふもっふ！」

　かなめから千円札を受け取り、そのボン太くんはにこにこと写真集を渡わたしてきた。

　さして苦もなく意思疎そ通つうし、商談を成立させたかなめを、恭子が羨せん望ぼうのまなざしで見つめる。

「カナちゃん、言葉わかるの!?」

「いや。テキトーで、なんとなく」

「そ、そう……」

　写真集のブースを離れ、辺りを見て回る。

　並んでいるのは本だけではないようだった。その他のさまざまなボン太くんグッズもあちこちの店で活発に売り買いされている。

　Ｂ２サイズのボン太くんポスター。ボン太くんマグカップ。ボン太くんタオル。

　ボン太くんキャップ。ボン太くんウィンドブレーカー。ボン太くんパンツ。

　ほかにも手乗りサイズのボン太くんフィギュア、手て触ざわり最高のマイクロファイバー製ぬいぐるみ、陶とう器き製の置物など、立体物も多い。

「もっふる！」

　人ごみの向こうから、かなめたちに近づいてくるボン太くんがいた。

「ふもっふ、ふもっふ。ふももっふる！」

　それはごくスタンダードなボン太くんだった。黄色い体毛に茶色のまだら模様。緑の帽子に赤の蝶ネクタイ。

「な、なに……？」

　と、恭子が身構えるのをそっちのけに、かなめはじいっと目をこらしてそのボン太くんを注意深く観察した。

　すそや肘ひじ、いくつかの箇か所しよがわずかに色あせている。匍ほ匐ふく前進の機会が多いからだ。

　耳の揺ゆれ方が、ほかのボン太くんよりも大きい。内蔵の高感度マイクとＦＭアンテナの重みのせいだ。

　頭の毛並みにも見覚えのあるクセがある。帽子以外にヘルメットを装備することがよくあるからだ。

　おそらく、このボン太くんは──

「ソースケ？」

「ふもっふ」

　黄色いボン太くんが、まるで『正解だ』とでも言うように、尊大にそりかえって何度かうなずいてみせる。

「カナちゃん、なんでわかるの……!?」

　もはや戦せん慄りつに近い表情で恭子が言う。

「いや、テキトーで。なんとなく」

「そ、そう……」

　そのボン太くんは手にした巾きん着ちやく袋ぶくろの中をごそごそと探さぐり、ヘッドセットを二つ取り出した。

「ふもっふ」

「え、なに？」

「『つけろ』って言ってるのよ。たぶん」

　こくこくとうなずくボン太くんの前で、かなめと恭子はヘッドセットを着けた。

『千鳥、常盤。聞こえるか？』

　と、ヘッドセットから宗介の声がした。目の前のボン太くんは両りよう腕うでをぱたぱたとさせて、ふもふも言ってるだけなのだが、中の宗介の声を無線で飛ばして、ヘッドセットに伝えている仕組みである。

『君たちがなぜここにいる？』

「朝のうちにフリマで商品売り切れちゃったから。ヒマだし様子見に来たのよ」

『そうか』

　と宗介の声が答え、目の前のボン太くんが『ふもっ』とうなずく。

「で、なんなの、これは？」

　会場を見回す。『ふもっふマーケット』とやらはいよいよ盛り上がってきたようで、あちこちから歓かん声せいや拍はく手しゆが鳴り響ひびいていた。

　まあ歓声は『ふもーーっ！』で、拍手はモキュモキュと肉球を打ち鳴らす音だが。

『見ての通りのイベントだ。年に一度、日本全国から同好の士が集まり、物品や情報をやりとりする』

「オンリーイベントってやつだね。ここまで大規模なのは珍めずらしいけど……」

　と、恭子が言った。

「ぼ、ボン太くんだけをテーマに集まってるっての？　これだけの数が!?」

『肯こう定ていだ』

　驚おどろくかなめと恭子を引き連れ、宗介は会場を歩き出した。

『俺がベルギーの武器商人を通じて、この強化服を販売していることは知っているな？』

「そういやそんなこと言ってたわね、前……」

　宗介は以前、ボン太くんの着ぐるみを軍用の強化服に徹てつ底てい改造して量産化し、知人の武器商人と組んで世界中の軍や警察に販売しようと目もく論ろんだことがある。

　だが結果は大だい惨ざん敗ぱいだった。もの好きな警察機関に二体ほど売れただけで、大赤字だったと聞いている。

『先日、このイベントの主しゆ催さい者しやがこの強化服のことを知って感かん銘めいを受け、俺を招待してくれたのだ』

　すぐそばを青いボン太くんが通り、宗介のボン太くん（以後、宗ボン）に『ふもっ』と会え釈しやくしていった。ほかの参加者も似たような反応である。

　なにやら宗ボンはこの会場のボン太くんたちから、ひとかどの敬意を受けているようだった。

『この通り、歓かん迎げいされている』

「ってか、そもそもボン太くんってなんなのよ？　遊園地のマスコットじゃなかったの？　どっかの会社が権利持ってるんじゃないの!?」

『それは私から説明させてください』

　と、ヘッドセットの音声に新たな声が割り込んできた。そばを見ると、白いボン太くんがかなめたちに近づいてくるところだった。

　白いボン太くん。

　雪のような純白の体毛に、落ち着いた銀色のまだら模様。フランスの銃じゆう士し隊を思わせるようなつば広の帽ぼう子しには、赤い羽根飾かざりがゆれていて、左ひだり肩かたには上品な刺し繍しゆうのマントをつけている。

　きりっとしたふも口。ただよう風格。

　見るからに地位の高そうなボン太くんであった。

　いや、ボン太くんの世界に地位の高低があるかどうかは知らないが、とにかく偉えらそうなボン太くんなのである。

　白いボン太くん（以後、白ボン）は、かなめたちに折り目正しく一礼した。

『はじめまして、お嬢じようさん。私はふもっふマーケット準備会の代表、府ふ茂も沢ざわと申します』

　涼すずやかで知的な、よく通る男性の声だった。

　ただし目の前の白ボンは、ほかのと同様『ふぅもふも、ふーもふも。ふもふもっふ』と言ってるだけなのだが。

「あ、ども。よろしく……」

『もちろん府茂沢はペンネームです。ふもケットの代表がこれでは出来すぎですからね。ふふふ……』

「いや、ふもケットとか略されても」

『それよりボン太くんの歴史についてです』

　かなめの指し摘てきはスルーして、府茂沢代表は一方的に講こう釈しやくを始めた。

『もともとボン太くんは、一五年前、ある玩がん具ぐメーカーが展開していた商品シリーズでした。あなたが知っている遊園地のボン太くんも、そのときのタイアップ企き画かくの名残なごりです。遊園地自体は版権を持っていません』

「つまり借り物ってこと？」

『そうです。実は玩具メーカーの肝きもいりで児童向けアニメも作られています。「ふもふも谷のボン太くん」というタイトルですが、ご存じありませんか？』

「いえ……」

『わずか八話しか制作されなかった作品ですからね……。無理もありません』

「人気なかったんですか？」

『いえ、視し聴ちよう率は悪くなかったそうです。いまの水準から見ても異常なまでのクオリティでした。特に第三話、飛来する大量のミサイルをボン太くんが回かい避ひしまくるシーンなどは「伝説の五秒」などと言われているくらいでして。ほかのシーンも似たりよったりで、幻まぼろしの名作としてマニアには有名な作品です』

「それ、児童向けアニメ……？」

『しかし……このこだわりが、スケジュールと制作予算を食いつぶしたのでしょうね。テレビ局側から打ち切りを宣告され、そのあおりで玩具メーカーは倒とう産さんしてしまいました。版権を引き継ついだ代理店も数年後に潰つぶれ、さらに権利はあちこちを渡り歩いて、最終的には練馬ねりま区の「おおかわ豆とう腐ふ店」が権利を保有することになったのです』

「なぜ豆腐屋に……？」

　滝たきのような汗あせを流すかなめの前で、白ボンはふもふもと述じゆつ懐かいを続けた。

『いろいろ複雑な法ほう廷てい闘とう争そうの末にそうなったらしいです。ですが、おおかわ豆腐さんは〝ボン太くんを愛する者の活動は、これを妨さまたげない〟と宣言してくださりました。このふもケットでも、ほら、あのように──』

　白ボンが会場の一角に肉球を向けた。

　豆腐屋が店を出している。ごついおっさんがごく普ふ通つうの豆腐を売っているだけなのだが、店には長ちよう蛇だの列ができていた。

『このイベントで大川さんの絹きぬごし豆腐を買って帰るのは、ボン太くんマニアにとって大変なステータスなのです』

「あの、あたしもう帰っていいですか？」

　回れ右して撤てつ退たいしようとしたかなめと恭子の腕うでを、白ボンと宗ボンが同時にもっふとつかんだ。

『そう言わずゆっくりしていってください』

『そうだぞ、千鳥。府茂沢さんに失礼ではないか』

「ううっ……」

　白ボンがあわてて手を振ふった。

『相良さん、失礼などとんでもない。ただ私は、このお嬢さんたちに正しいボン太くんの歴史を知って欲しいだけなのです』

『立派なお心がけです、府茂沢さん』

『いえいえ。ボン太くんのなんたるかを、世界中の軍・警察関係者に啓けい蒙もうしているあなたに言われるのは、なにやらこそばゆい。きょうはお招きして本当によかった』

『こちらこそ光栄です』

　などと、二匹ひきのボン太くんがふもふも言いながら頭を下げあっている図の、なんとシュールなことか。かなめと恭子は、ディープなマニアの世界にすっかりドン引き状態であった。

　そこで──

「ふもふも、ふもっふ！」

　と、緑色のボン太くんが駆かけ寄よってきた。腕には『ＳＴＡＦＦ』の腕わん章しようをつけている。ヘッドセットのチャンネルが切り替かわったらしく、白ボンこと府茂沢代表の声が聞こえなくなった。

「ふも？」

「ふもっふ、ふもっふ。ふももっふ。もっふふもふも、ふももっふる！」

「ふも？　ふもっふ……！」

　スタッフの緑ボンから報告を受け、白ボンはなにやら深刻そうにうつむいた。

「もっふ」

　会釈すると、白ボンと緑ボンはあわただしげにキュッキュと駆け去っていった。

「なにがあったの？」

　と、宗ボンにたずねる。

『うむ。どうも何者かが狼ろう藉ぜきを起こそうとしたらしい。放火だとか……』

「放火!?」

　恭子がすっとんきょうな声をあげた。

『心配だ。俺たちも様子を見に行こう』

「なんで『俺たち』なの？　あたしとキョーコは部外者……って、ちょ、ちょっと！」

　有う無むを言わさずかなめと恭子の腕を取り、宗ボンはスタッフたちの後を追った。




　ホールの一角、特設ステージの裏手に行くと、ふも山のふもだかりが出来ていた。人間なら黒山の人だかりなのだが、集まっているのがボン太くんなのでこう表現せざるをえない。

　どうやら狼藉者はすでに取り押さえられた様子だ。その人数は四名。いまも荒あら々あらしく気を吐はいている。

「コラ、やんのか!?　ああっ!?」

「いてえよおっ！　いてえよおっ！」

「（ピ─────）するぞ!?　おを!?」

「焼き殺されてえのか、コラ！」

　などと、会場のほっこり、ふもふもした空気とは正反対の殺さつ伐ばつぶりである。モヒカンやらタトゥーやら、ビョウ付きの革ベルトやら。極ごく悪あくメイクの極悪人だ。

「ねえカナちゃん、あいつら……」

「うん。駅にいた連中と同じだわ」

　かなめと恭子がささやきあう。

「おら、放しやがれ！　てめえら全員、火だるまにしてやっぞ!?」

　リーダー格とおぼしき銀ぎん髪ぱつモヒカンの男が、口から泡あわを飛ばす勢いでがなりたてる。

「ふも……」

　その場のボン太くんたちは、みなスタッフの腕章をつけていた。きりっと厳しい表情の者もいるが、大半は気の弱いボン太くんで、眉まゆを八の字にさせ困こん惑わく顔をうかべている。

『府茂沢さん。なにがあったのですか？』

　スタッフから報告を聞いた白ボンに、宗ボンがたずねた。

『ええ、演奏中のステージに火か炎えんビンを投げ込もうとしたようです。彼らは「この会場を使用する正当な権利は自分たちにある」と主張していまして……』

　聞けばこの四人は、その筋では有名なインディーズバンド、『アハシュエロス』のメンバーなのだという。

「アハシュ……なに？　あたしそんなバンド、聞いたことないんだけど……」

「それはカナちゃんがＪＢとか七〇年代のファンクとか渋しぶすぎる趣しゆ味みだからだよ。あたし聞いたことあるよ」

「ほほう」

「すごい凶きよう悪あくな芸風なんだって。ファンもすごい過激なので有名なの。デスメタルとか、そういうのとも違ちがうらしくて」

「そんな過激なの？」

「うん。ステージで犬を焼き殺しちゃったり、ハムスターを丸飲みしちゃったり、会場に火をつけて、かけつけた消防署のおじさんをレイプしちゃったり。あくまで噂うわさだけど……」

「なんですって……!?」

　消防署のおじさんはさておき、かなめはまふもふした犬が大好きである。そしてハムスターを飼っている。

　そうした無む垢くな動物を手にかけるとは──

「外げ道どう～～～～っ!!」

　いきなり平ひら松まつ伸しん二じ風の絵え柄がらになって、かなめはリーダー格の男につかみかかった。

「ぐはっ……！　なにしやが……げほっ！」

「あんたみたいなクソ野や郎ろう、あたしが殺してやる！　地じ獄ごくに堕おちろ～～～～っ！」
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　絞しめ殺しそうな勢いのかなめを、恭子と周囲のボン太くんたちが必死に引き離はなした。

「カナちゃん、落ち着いて！　あくまで噂だから！」

「はあっ、はあっ……。ごめん。あたし、つい取り乱してしまって……」

　かなめはようやくわれに返り、四し季き童どう子じの絵柄に戻もどった。

『しかし、火炎ビンを投げようとしたのは事実だ。正気の連中とは思えん』

　と、宗介が言った。

「いつも学校で手しゆ榴りゆう弾だん投げてるあんたの発言とも思えないわね……」

『そもそも妙みような話だ。「会場使用の正当な権利」だと？　府茂沢さん、この施し設せつはしかるべき手続きであなた方に貸し出されているはずでは？』

　かなめのツッコミを思いっきりスルーして、宗ボンは白ボンを一いち瞥べつした。

『ええ。もちろんきちんとした手続きで借りています。ただ……』

『ただ？』

『どうも、彼らアハシュエロスは毎年この日に、この会場で最大のライブを催もよおしていたらしいのです。ファンの間では、この青海会館は聖地のようなもので、しかもきょうはもっとも神聖な日だとか……』

　いってみればキリスト教徒のクリスマス並みの意味があるのだそうな。

　ところが例年のライブでの、ファンやら主しゆ催さい者しややらのマナーがひどすぎるので、会場側が貸し出しを拒きよ否ひしたのだという。

『ボヤ騒さわぎは跡あとを絶たない、ガラスはことごとく割られる、暴行事件や乱らん闘とう騒さわぎが続出する、という有あり様さまで……』

　その結果空いたこの日を、ふもっふマーケット準備会がなにも知らずに貸りたということなのだった。例年は有明の国際展示場を借りていたのだが、六月に大きなテロ事件があって、その展示場が半はん壊かいしてしまったため、こちらの青あお海み埠ふ頭とうの会場を使うことになったのだという。

「へ、へえ……。そ……そうだったんです……か……」

　げっそりした顔で相あい槌づちを打つかなめを、恭子が怪け訝げんそうに見つめた。

「カナちゃん、顔色悪いよ？　なにか負い目とかでもあるの？　一年のころ、学校の裏林で焼きイモやろうとしてボヤ騒ぎ起こしちゃって逃にげたあと、朝礼で校長先生が説教してるのを聞いてた時と同じ顔だよ？」

「も、ものすごく具体的な例を挙げてくれてありがとう。でもあたしは知りません」

「あ、そう」

『続けてよろしいですか？』

　白ボンは行ぎよう儀ぎよく二人のやりとりが済むのを待ってから、話を続けた。

『実は開催前から、われわれ準備会は彼らとファンから度たび重かさなる脅きよう迫はくを受けていました。会場側が使用を拒否したのも、われわれの陰いん謀ぼうだと思い込んでいるようでして。当日、イベントを中止して会場を明け渡わたさないと、実力行使に出ると……』

「会場側はなんて言ってるんです？」

　かなめがたずねる。

『「利用者同士のトラブルについては関知しない」との、そっけない回答でした』

「ひどい」

『いえ。私もまさか、彼らが本気でこんな真ま似ねをするとは思わなかったのです。見通しが甘かった私の責任です。せっかくの楽しい一日が台無しになるところだった……』

　そう言って白ボンがため息をつき、しゅん、と肩かたを落とした。周囲のスタッフボン太くんたちも、みな気落ちした様子である。

「くっ……ヒャーーハッハッハ！」

　すると放火未み遂すい犯はんのリーダー格が、高笑いした。見ればいつのまにかスタッフからヘッドセットを受け取っており、一同の会話を聞いていたらしい。

『なにがおかしい？』

「ヒッ……ヒヒッ。さっきのはただの挨あい拶さつ代わりだぜえ？　俺たちのパフォーマンスを口火にして、ファンがこの会場に殺さつ到とうする手はずになってたんだ。外を見てみな」

　そのステージ裏のそばには、物資の搬はん入にゆう出しゆつ用の大型シャッターがあった。白ボンにうながされ、スタッフの一人がシャッターを操作する。

「……？」

　シャッターが開いていく。敷しき地ちの向こう、湾わん岸がん地帯の河口を挟はさんだ対岸の陸地に、無数の群衆がいた。

　びっしりと、見える限りどこまでも。




　ここから見えるだけでも、おそらく一万人以上はいるだろう。この埠頭を取り囲んでいるのなら、数万人は超こえているのではないか。

　暴徒と化す寸前の数万人──

　駅にいた連中などほんの一部だったらしい。げらげらと笑う『アハシュエロス』のリーダーと同じような扮ふん装そうの大群が、釘くぎバットやバイクのチェーン、鉄パイプを振ふり回して怒ど号ごうを発している。まさしく地じ響ひびきのような声だった。

「毎年駆けつける三万人のファンだぜえ」

　男がせせら笑った。

「もうじき奴やつらがこの会場に突とつ撃げきしてくる。そうなったら──どうだ？」

　ふもっふマーケットは蹂じゆう躙りんされる。

　ささやかな店はことごとく焼かれ、丹たん精せいこめて用意したグッズはめちゃくちゃに壊こわされ、ここにいるボン太くんたちも無事ではすまないだろう。

「ふも……」

　白ボンたちはもちろん、かなめたちも戦せん慄りつを禁じえなかった。これはもはや音楽活動ではない。宗教的熱ねつ狂きようにゆがんだ、悪の十字軍だ。これだけの人数を集められる、よこしまなバンドが存在するとは……！

「……っていうかこれ、もう一一〇番していいレベルだよね？」

　かなめは電話を取り出しダイヤルをプッシュした。

　ところが、その一一〇番がつながらない。それどころか、ほかの番号も一いつ切さい不通だった。

　有線、無線を問わず、ありとあらゆる電話回線がまったく反応しない──

「ど、どういうこと？」

『敵のサボタージュだ』

　と、宗介が言った。

　宗ボンに内蔵された電子兵装で、会場周辺の電子環かん境きようをスキャンしていたようだ。

『携けい帯たいなどの基地局、有線の電話回線はすべて無力化されている。あれだけの人数がいれば、中には専門家もいるのだろう』

「そんな！」

『いまやこの埠頭は、文明社会から完全に孤こ立りつしている』

　重苦しい沈ちん黙もくがあたりを支配した。

　いまも対岸でがなりたてている凶きよう暴ぼうな三万人が、これからこの会場に殺到し、乱暴狼ろう藉ぜきの限りを尽つくそうとしている。

『さ、参加者を避ひ難なんさせましょう』

　と、スタッフの緑ボンが言った。

『残念ですが、ふもケットは中止するしかありません。火災対策班と協議して、いますぐ参加者の誘ゆう導どうを……』

『避難は不可能だ』

　と、宗ボンが否定した。

　どこからともなく会場周辺の地図を取り出し、一同の前でもふっと広げる。ボン太くんたちがその地図を取り囲んだ。

『この埠頭は埋うめ立たて地ちの島で、陸から隔かく絶ぜつしている。北側の橋だけが脱だつ出しゆつ路だが、その橋の向こう側に連中が集結しつつある。つまり退路が塞ふさがれているのだ』

　西側にも建設中の橋はあるのだが、いまのところこの埋立地は出で島じまのような形になっている。その『出島』の出口が塞がれているのだ。

『湾岸を回る海上バスがあるでしょう。海から脱出すれば？』

『あの船で一度に運べるのはせいぜい五〇人だ。数千人の参加者を運ぶには一晩かかる』

『くっ……』

『こうなった以上、戦う以外に対策はない。準備会のスタッフで連中を迎むかえ撃うつんだ』

『迎え撃つだって!?』

　と、緑ボンが絶望的な叫さけび声をあげた（外から見てると『ふもふもっふ!?』と叫んでるだけなのだが）。

『や、奴らの数を見たでしょう？　数万人ですよ!?　こちらのスタッフはわずか三〇名ちょっとです。戦えるわけがありません！』

『だが、他ほかに道はない。どうしますか、府茂沢さん』

　宗ボンのつぶらな瞳ひとみがぎらりと光った。

　結論はすでに出ている。府茂沢代表の反応を、その場の一同が待っていた。

『まさしく背水の陣じん、ということですね』

　目を閉じ、短い腕うでを組んで話を聞いていた白ボンがふもふもと言った。

『ここでむざむざとイベントを踏ふみにじられたら、ふもケットはマスコット業界の笑いものになることでしょう』

「そんな業界あったんですか……」

　かなめの指し摘てきをまたもやスルーし、代表は苦しげにつぶやいた。

「私だって怖こわい。だがなにより、われわれには参加者を守る義務がある』

『代表！（ふもっふ！）』

『代表……！（ふもっふ……！）』

　白ボンがくわっと目を開けた。

『いくさの支し度たくを。志願兵を募つのりましょう』




　会場内にアナウンスが流れた。

『……スーツ参加者の方は、至急、特設ステージ前までお集まりください。繰くり返します。防災上の緊きん急きゆう説明がありますので、スーツ参加者の方は特設ステージ前までお集まりください。なお、一いつ般ぱん参加者の方は……』

「スーツ参加者って？」

　と、恭子が宗介にたずねる。

『見ていればわかる』

　ほどなく特設ステージに、会場中の『スーツ参加者』が集合した。

　総勢三〇〇匹ぴきのボン太くん。

　このイベントに参加したボン太くんすべてが、ここに集まったのである。

　見わたす限り、つぶらな瞳。

　赤、青、黒。碧みどり色、瑠る璃り色、黄金色。

　ハロウィン仕様、サンタ仕様、紋もん付つき袴はかま仕様、迷めい彩さい仕様。

　あらゆる色、あらゆる扮装のボン太くんたちが、ステージ上の白ボンを見つめていた。

「こ、こんなにいたとは……」

　と、かなめがあきれ顔でつぶやいた。

「いつぞやヤクザ屋さんをたった七匹で壊かい滅めつさせたくらいなんだから、これだけいればなんとかなるんじゃないの？」

『いや。彼らが着ているのは、俺が販はん売ばいしている強化服ではない。あくまで非ひ戦せん闘とう用の着ぐるみだ』

「そもそも戦闘用の着ぐるみって……」

　と、恭子がぼやいた。

　宗介が着ているボン太くんは、各種電子兵装、パワーアシスト機能、防ぼう弾だん・防ぼう刃じん機能を備えた一種のパワードスーツである。そんな着ぐるみが誕生した経けい緯いについては割かつ愛あいするが、ここに集つどったボン太くんたちはあくまでホビーユースなのだ。

　かなめたちの会話をよそに、白ボンこと府茂沢代表が三〇〇匹のスーツ参加者に状じよう況きようを説明する。

「ふもっふ、ふもっふ」

　と、白ボンが言った。

「ふもふもふもっふ。ふももっふる。もっふふもふも、ふもふもまー……」

　その言葉を聞いて、三〇〇匹のボン太くんたちの間に困こん惑わくのざわめきが起きた。

「ふもふもっふ！」

　一匹のボン太くんが責めるように叫ぶ。

「ふもふも……」

　と、白ボンは自身の非を認めながらも、話を続けた。

「ふもっふ。もっふるもっふる、ふももっふ。ふーも、ふもふも、もふるふも？　……もっふ！　ふもふもふもっふ、ふもふも！」

　白ボンの熱い言葉。

　その悲ひ壮そうな決意に、三〇〇匹がはっとした。

「ふもっふ！　ふもっふ！　ふもっふ！」

　三〇〇匹はうなずきあう。白ボンはなおも熱弁をふるう。

「ふもっふ、ふもふも？　もっふ、ふも！」

　その通りだった。

「ふもふもっふ！」

　きっとそうなるだろう。だが──

「もっふ！　ふもっふ！　ふもっふる！」

　その一言は彼らの心を強くゆさぶった。

　天よ、地よ、ここに見よ。

　われらは集う。肉球の絆きずなをもって。

　われらは誓ちかう。ふも口の自由を。

　そしてわれらは戦うのだ。わが身をなげうち、この地を第二のテルモピレーとして、その名をどこまでもとどろかせよう。

　……と言ったかどうかは分からないが、なにやら感かん銘めいを受けた様子の三〇〇匹は、一いつ斉せいに短い腕を振り上げ、勇ましい雄おたけびをあげた。

『ふも────────っ!!』

　イベントホールが震しん撼かんする。

　スタッフたちの号令と共に、三〇〇匹の迎げい撃げき準備が始まった。




　一般参加者の協力で、会場中からゴミ箱のフタとモップがかき集められ、三〇〇匹の武装とした。

　ゴミ箱のフタは盾たて。モップは槍やりである。

　ちなみに今回、準備時間がなかったこともあり、ボン太くん部隊は銃じゆう器き類を装備していない。あくまで白兵戦である。

　ふもっふマーケット準備会・特別混雑対策班の参さん謀ぼうに任命された宗介は、埠ふ頭とうと陸地とをつなぐ照母てるも橋を戦場に定めた。

　悲壮な覚かく悟ごで迎撃地点へと向かう三〇〇匹を、一般参加者たちが辛つらそうに見送る。中には妻や子と抱だき合い、別れを惜おしむボン太くんの姿も散見された。妻子ある身でそういう趣しゆ味みはどうなのかという見方もあるだろうが、とにかく涙なみだを誘さそう場面であった。

「無理無理、ぜったい無理よ！」

　行軍する三〇〇匹のかたわらで、かなめが宗ボンに訴うつたえかけた。

「こっちは三〇〇匹で、向こうは三万人でしょ？　一匹が一〇〇人を相手にする計算じゃないの。無む謀ぼうだわ！」

『確かに、計算上はそうだ』

　宗ボンはふもふもと同意した。

『しかし戦術を駆く使しすれば、この不利を翻ひるがえすことも不可能ではない』

「そ、そう……」

『ハンニバルのカンナエ、フィロッポス二世のカイロネイア、ナポレオンのアウステルリッツ。それらと並び、この戦いは世界中の教本に記されることになるだろう。そして……君は歴史の目もく撃げき者しやになる』

「いや、それはないと思う」

『それに最後の手段も用意してある』

「お手製のナパーム弾だんで皆みな殺ごろしとかダメだからね」

『…………。わかった、そのプランは除外しておこう』

「考えてたのね、やっぱり……」

『ともかく俺は指揮をとらなければならない。行ってくる』

　宗ボンはもきゅもきゅと去っていく。

「自信あるのはけっこうだけど。怪け我がしないように気をつけなさいよー!?」

　三〇〇匹の隊列と共に遠ざかる黄色い背中に呼びかけると、宗ボンはふもっと短い腕を上げてみせた。




　かくして照母橋を挟はさみ、両軍が対たい峙じした。

　その橋には片側二車線の道路が通っており、ちょうどバスケットボール場くらいの広さがある。

　対岸は敵で埋うめつくされていた。見わたす限りどこまでも。『アハシュエロス』ファンの暴徒たちは、無む秩ちつ序じよに凶きよう器きを打ち鳴らし、罵ば声せいを飛ばしていた。

「やんのか、コラァ!?」

「ふもふもしやがって!!」

「かわいいからって容よう赦しやしねえぞ!?」

　対する三〇〇匹のボン太くんは整然と隊列を組み、澄すんだ瞳で敵軍を見み据すえている。

　敵軍の中から、指揮官とおぼしき一人の男が進み出た。

「ふもっふマーケットの者どもよ!!」

　橋の向こうから指揮官が叫んだ。

「われらの軍勢を見よ!!　抵てい抗こうは無意味だ!!　いますぐ武器を捨て、道を開けるがいい。さすれば貴様らの命だけで許してやる！」

「ふもっふ」

　と、隊列の先頭で白ボンが言った。

「退ひかぬというのか？　過ぎた勇気は身を滅ほろぼすぞ！」

「ふもふもっふ」

「おろかなり、ふもっふマーケット！　われらは最後の慈じ悲ひを示した。このうえは、貴様ら一族郎ろう党とうを一人残らず……げふっ！」

　指揮官がのけぞり倒たおれた。

　白ボンの隣となりにいた宗ボンが、会場の自じ販はん機きで買ってきた『午後ティー』の３５０ミリリットル缶かんを投げつけ、男の頭に見事命中させたのである。

「ふもっふ、ふもっふ」

　三万人が色めきだち、三〇〇匹をにらみつけた。

「こ……の、ぬいぐるみ風ふ情ぜいが！」

「やっちまえ！」

　もはや口上は必要なかった。敵軍は手にした凶器を振ふりかぶり、怒ど声せいをあげて突とつ撃げきを開始する。

　地じ響ひびきのような轟ごう音おんが、あたりの大気をびりびりと震ふるわせた。

　橋を挟み、三〇〇匹は命令を待つ。

「もっふ！　ふっも、ふも!!」

　白ボンの号令一下、ボン太くんたちは手にした盾を『ばっ！』と同時に構え、モップの槍を前面に突つき出した。

「ふもっふる!!」

　迫せまる敵。迎むかえる三〇〇匹。

　ついに両軍が激突した。

　橋の横よこ幅はばいっぱいに広がったボン太くんファランクスが、敵軍の最前列をがっちりと受け止める。アスファルトを踏ふみしめるふも足が、その衝しよう撃げきで二メートルほど『ずざーっ!!』とすべって後退した。

　だが見よ。

　三〇〇匹の隊列は、いささかも崩くずれはしない。津つ波なみのごとき凶きよう暴ぼうを前に、いささかも怯ひるまず、ゴミ箱の蓋ふたで攻こう撃げきを防ぎ、モップの槍で猛もう烈れつな反撃を繰くり出した。

　顔や胸、みぞおちや金的を突かれ、最前列の敵軍がつぎつぎに斃たおされていく。

「ふもっふ！」

　敵の打撃を盾で受け、いなし、ひとりまたひとりと敵を屠ほふっていく。敵の釘くぎバットをかわしきれないボン太くんもいたが、全身をおおう頑がん丈じような分厚い毛皮が、そのダメージをことごとく軽減した。

　ここに至って、この戦場に招しよう集しゆうされたのが三〇〇のスーツ参加者のみである理由が明らかになったといえるだろう。

　たとえ軍用の防ぼう弾だん機能、パワーアシスト機能を備えていなくても、ボン太くんスーツはそれだけで一個の強きよう靭じんな鎧よろいなのだ。とりわけ、こうした原始的な武装の暴徒相手には充じゆう分ぶんすぎる防ぼう御ぎよ力りよくを誇ほこるといってもいい。

　はじく！　ふせぐ！　よろめかない！

「もっふ─────っ!!」

「ひっ……」

　ひるんだ眼前の敵を突き倒し、叩たたき伏ふせ、踏みつける。

　白ボンの槍が真っ二つに折れた。だが白ボンはあわてず赤いマントをひるがえし、折れたモップの切っ先を敵兵の尻しりに突き刺さした。

「がっ!!」

「ふもっふ!!」

　隣の宗ボンもじっとはしていない。高圧電流の流れるスタンバトンを引き抜ぬくや、見事な足さばきで眼前の敵を薙なぎ払はらっていく。

　敵軍の第一波は、三〇〇匹ぴきを前にして総そう崩くずれになった。

　第一波のしかばねを踏み越こえ、第二波が殺さつ到とうした。

　最前列のボン太くんたちが下がり、後ろに控ひかえていた無傷の二列目が迎撃にあたる。ずらりと並んだ盾を壁かべにして、敵の攻撃を撥はね返し、さらに粘ねばり強い反撃をたたきつける。

『アハシュエロス』軍が進撃するには、この橋を通るほか経路がない。

　ここはボトルネックだ。

　たとえどれほどの大軍であろうと、一度に相対する敵の数は互ご角かくである。それがたとえ三万の暴徒であろうと──

「もっふ!!　ふもっふ！」

　ボン太くんたちが修しゆ羅らと化して槍をふるい、敵の第二波を一いつ掃そうする。ひるんだ敵を、橋の欄らん干かんから蹴けり飛ばしてやると、彼らは無残な悲鳴をあげ、ゆっくりと冷たい海面に落下していった。

『ふもっ！』

　次。

　おそらく三〇〇匹はそう叫さけんだのだろう。つづいて第三波が突撃してくる。さらに後ろのボン太くんズ第三列が交代し、同時に『ざっ！』と盾と槍を構えた。




「すごい。防いでる」

　照母橋の戦いを遠目に見ていた恭子が、感かん嘆たんの声をあげた。

　第四波。第五波。第六波。

　三〇〇匹のボン太くん部隊は一歩も譲ゆずらずに、押し寄せる敵軍を撃破していく。

　これは、もしかしたら……？

　わずかに見えてきた希望の光。戦いを見守っていた参加者たちが、味方の善戦に色めきたつ。

「うん。がんばってるけど……」

　と、かなめはつぶやいた。

　それでもまだ敵の数は一割も減っていない。対する三〇〇匹は戦いづめだ。どれほどの決意と覚悟があっても、そう長くはもたないのではないか？

　かなめの心配をよそに、三〇〇匹は戦いつづける。

　業ごうを煮にやした敵軍が、橋にトラックを突っ込ませようとした。数少ないグレネード弾を温存していた宗ボンが、橋の手前でトラックを撃破し、周囲の敵が大混乱に陥おちいる。

　敵はあやしい仮面を被かぶった精せい鋭えい部隊を投入した。三〇〇匹はそれまで倒した敵兵を積み上げ、ふもっと崩して下した敷じきにする。

　身長三メートルのバケモノみたいな男が現れ、白ボンに襲おそいかかった。白ボンは苦く闘とうしながらもかっこよく敵を倒す。おかげで味方の士気がもふもふ上がる。

　ボン太くんたちは、なにが来ても絶対にひるまない。

「も……も……もっふる！」

　しかし、さすがに疲ひ労ろうの色は隠かくせなかった。敵の釘バットの餌え食じきとなり、後方に運ばれるボン太くんも次々に出はじめた。

　第九波。第一〇波。第一一波。

　けなげに敵の攻撃を退けつつも、ボン太くん部隊は疲ひ弊へいしていった。そして戦せん端たんが開かれてから九〇分が過ぎたころ──

「充分だろう！　降こう伏ふくしろ！」

　と、敵軍の指揮官が叫んだ。宗ボンから午後ティーを食らって昏こん倒とうしていた男である。どうやら気絶から目覚めたらしい。

　照母橋に殺到していたモヒカンたちも、男の命令で攻撃を一時中止する。

「貴様らの力はよくわかった。だが、これ以上争っても勝ち目はないぞ!?」

　かなめたちの目から見ても、その通りの状じよう況きようだった。

「ふ、ふも……」

　すでに戦せん闘とう可能なボン太くんは、当初の三〇パーセント程度──およそ一〇〇匹しか残っていない。ほかの味方は疲弊しきって、後方に運ばれぐったりと寝ねていたり、売店の焼きソバやたこ焼きに舌した鼓つづみを打ったりしている。

　かたや『アハシュエロス』軍は損そん耗もうしたとはいえ、まだ二万もの圧あつ倒とう的てき兵力を温存しているのだ。

「そこに膝ひざをつき、頭こうべを垂れるがいい。われらに恭きよう順じゆんを示せば、悪いようにはしない。家族の命も保証しよう。共にこの埠ふ頭とうを支配しようではないか。『アハシュエロス』の新アルバムも、一割引きで販はん売ばいしてやるぞ！」

　そう、それはふもケット準備会にとって魅み力りよく的な提案だった。ただこの場で膝を折れば、背後の参加者の安全は保証され、おそらくはこの青海会館も、来年からこの日を除けば自由に使えることになる。

　だが、しかし──

　形はどうあれ、それは彼らの奴ど隷れいになることなのではないか。

「もふっ……」

　白ボンが宗ボンを一いち瞥べつした。

　宗ボンは深く黙もつ考こうしてから、『ふもっ』とかすかに首を横に振った。まるで『あなたの好きにしろ』とでも言うかのように。

　白ボンはうなずき、空を見上げた。

　つぶらな瞳ひとみが哀かなしげに輝かがやき、もう二度とは戻もどらない大切な日々へと思いを馳はせているようだった。

　傷ついた自軍を背に、白ボンはひとり前に進む。

　数万人が見守る中、彼は橋の中央まで来て、しばしの間たたずんだ。

　これ以上戦うのは無理だ。

　準備会はよくやった。

　だれもがそう思っているかのようだった。

「ああ……」

　かなめも嘆たん息そくした。府茂沢さん、あれほどこのイベントを愛していたのに。こんなことになって、どれほど哀しいことか……。

　白ボンが感かん極きわまったかのように、がっくりと両りよう膝ひざをつき、敵軍への恭順を示そうとした。敵軍の二万人が、武具を打ち鳴らし彼を嘲ちよう笑しようした。

　しかし──

「ふもっふ」

　彼はむくっと立ち上がり、男めがけて振ふりかぶった。

「？　なにを……げはっ!!」

　白ボンが投げつけたドクター・ペッパーの缶かんを脳天に食らって、男が昏倒した。

「もっふ、ふもっふ。ふもるっふ」

　白ボンはゆっくりと立ち上がり、不敵に言い放つ。宗ボンも彼のそばに追いつき、きゅいっ、きゅいっと手招きする。

　来るがいい、悪者め。

　何度でも相手になってやるぞ。

　まるでそう告げているかのようだった。

「こ……殺せぇっ!!」

　当然、敵軍は激げつ昂こうする。これまで以上の勢いで、一いつ斉せいにこちらを踏み潰つぶしに来た。

「ああっ……!!」

　かなめがうなり、恭子が目を覆おおう。

　道路を埋うめ尽つくし、殺到する敵軍。もはやボン太くん側にそれを押しとどめるだけの余力は残されていない。

　このまま味方は蹂じゆう躙りんされてしまうのだろうか？　なすすべもなく、あの凶きよう暴ぼうな数万人を会場に通してしまうのだろうか？

「ふもっ……」

　宗ボンと白ボンが後じさり、すたこらと逃にげ始めた。照母橋の端はしっこまで来ると立ち止まり、おもむろに振りかえる。

　そうしている間にも、敵軍は怒ど声せいを発しながら橋の真ん中を通り過ぎていた。

「もっふる」

　と、宗ボンが白ボンになにかを手て渡わたした。

「ふもっ」

　と白ボンが受け取ったもの──それはリモコンの起き爆ばく装置だった。すでに安全装置ははずされている。
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「まさか──」

　かなめが気付くのと、白ボンがリモコンのスイッチを押し込んだのは同時だった。

「もっふ」

　次の瞬しゆん間かん、鋭するどく短い爆発が起き、照母橋が中央から真っ二つになった。

　いつの間にか仕し掛かけられていたプラスチック爆薬が、リモコンの一押しで炸さく裂れつしたのだ。

　爆発そのものは小規模だった。

　完かん璧ぺきな工学的タイミングで、いくつかの橋きよう脚きやくと橋はし桁げたがそれぞれ一直線に割れ、橋が自重で崩ほう壊かいした。

『ひっ……ひぎいぃぃぃぃっ!!』

　橋が海へと落ちていく。ゆっくりと。巨きよ大だいな水柱をそそり立てて。阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴をあげる、数百人の暴徒たちと共に──

「ふもっふ」

　宗ボンが瞑めい目もくしてつぶやいた。できればこの手段は使いたくなかった、とでも言うかのように。

「やりすぎよ!!」

　その宗ボンの後頭部に、かなめが久しぶりのハリセンを振り下ろした。




　海に落ちた敵兵数百人は、泣なき叫びながら助けを求めた。こちらの岸を這はい上がろうとした敵は、哀あわれっぽく慈じ悲ひを求めたが、ボン太くんたちは容よう赦しやなくモップの先でつつきまくって彼らを海に叩き落とす。

　唯ゆい一いつの進しん撃げき路である橋が崩壊したことで、『アハシュエロス』軍の攻こう撃げきはもはや困難になった。

　対岸にはまだ二万人近い敵がいたが、目の前で起きた惨さん劇げきに戦せん慄りつし、恐きよう怖ふの沈ちん黙もくに包まれ──やがて一人、また一人とその場を立ち去っていった。

　かくして、照母橋の戦いはふもっふマーケット準備会の勝利に終わったのである。

『奇き跡せきの勝利だ』と喜ぶスタッフも多かったが、それ以上に、これだけやって一人も死人が出なかったことの方が奇跡なのだが──

　後日、警察は『アハシュエロスの熱心なファンが一斉に詰つめかけたため、橋の構造的弱点に応力が集まり、その結果、橋が崩壊した』として事件を片付けてしまうことになった。スタッフの中にそういうコネがある者がいただのなんだの、まことしやかにささやかれていたが、かなめは確かめる気にもなれなかった。

　そういうわけで、ふもっふマーケットとその参加者は無事に守られたのだが──

「そこはやっぱり、みんな全ぜん滅めつして語り継つがれるのが真っ当なオチなんじゃないの？」

　戦闘後の夜、橋が壊こわれたせいでなおも埠頭にとどまり、祝勝会で盛り上がるボン太くんたち。その中でふもふもと乾かん杯ぱいしている宗ボンに、かなめがぼやいた。

『よく分からんが、問題ない』

　と、宗介がヘッドセット越ごしに言った。

『肉球の絆きずなはなによりも固いのだ』

　傷だらけのボン太くんたちはふもふもと祝しゆく杯はいをぶつけあうのだった。





［おしまい］



















　無茶な要求　～～～彼らがＤＭ誌に望むこと


（レポーター：ボン太くん）










　ふもっふ。二〇〇号おめでとう。その気になれば、ぼくも日本語つかえるふも。それで賀東さんにたのまれたから、『こんごのＤＭにのぞむこと』っていうのを、フルメタのひとたちに聞いてきたよ。




▼さがらそうすけさん

「軍事関連のニュースが不足している。『徹底解説・現代の水陸両用戦』などといった記事を巻頭カラーで扱って欲しい。『アフガン育ちのための渓けい流りゆう釣り入門』などの連載も、やってみる価値はあると思うが」

▼ちどりかなめさん

「Ｗ杯の特集が無かったのは寂さびしかったわね……。ところでザ・ロック様の映画もリリースされたことだし、アメリカン・プロレスを紹介する特集なんてどうかな。なんだったら、あたしがその辺を熱く語ってもいいんだけど。どうですか、編集さん!?」

▼てれさ・てすたろっささん

「最近、出番が多いから満足です☆　でも、できればわたしとサガラさんの甘～い毎日だけを、四季先生のイラストでたっぷりと描いてもらえたりすると、もっと嬉うれしいんですけど。ダメですか？」

▼くるつ・うぇーばーさん

「お色気だよ、お色気！　もっとパンモロや乳チラを前面に押し出してさ。ＰＴＡのオバハンに叩かれて、不買運動が起きるくらい過激に。表紙は巨乳のグラビア・アイドル！」

▼めりっさ・まおさん

「できれば中間管理職の読者層を意識した記事が欲しいわね……。『バカな部下の操縦法』とか、『使える！　上官タイプ別・報告書テクニック』とか。いや、切実に」

▼あんどれい・かりーにんさん

「ドストエフスキーの特集など、どうかね」

▼りちゃーど・までゅーかすさん

「日本語が読めない私に、どうしろと……」

▼はやしみずあつのぶさん

「文芸誌ですからな。さよう……こんな歴史小説はいかがです。舞台は明治初期、武家の出ながら、時代の激変から柳やなぎ橋ばしの芸者として生きた、一人の女性の数すう奇きな運命を、静かな筆致で描く大河ものなど……。退屈？　私もそう思いますが、箔はつきますぞ」

▼かぐらざかえりさん

「国語の教科書に載せられるような作品を、もっと掲載してください……」

▼みきはられんさん

「かわいらしい任にん侠きようもの小説など、いかがでしょうか（にっこり）」

▼つばきいっせいさん

「相良のバカの弱点を、もっと研究してくれ。むしろ主役をクビにしろ！」

▼ときわきょうこさん

「みんなの言ってること、真に受けちゃダメだと思います……」




　キョーコちゃんの言うとおりふも。勝手なことばっかり。でもゆるしてあげてね。

　ぼくは、ぼくが表紙になるといいな。でもぼくはつつしみぶかいから、むりはいわないふも。じゃあね。ばいばい。




（月刊ドラゴンマガジン２００２年９月号「２００号記念大特集」より）








本書は、「フルメタル・パニック」シリーズの中から、ボン太くんの活躍するエピソードを選り抜いて再構成したものです。











フルメタル・パニック！よりぬきボン太くん
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